
北埋調報

千歳市

オ ル イ カ 遺 跡
一般国道 号新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

平成 年度

財団法人 北海道埋蔵文化財センター



．平地住居跡 周辺柱穴検出状況（ ）

．建物跡 （平地住居跡 の炉を含む）柱穴検出状況（ ）

口絵



．旧石器出土状況（ ）

． 層焼土群（ 区周辺）（ ）

口絵



． セクション（ ） ． セクション（ ）

． セクション（ ） ． セクション（ ）

． （左）・ セクション（右）（ ） ． セクション（ ）

． セクション（ ） ． セクション（ ）

． セクション（ ） ． セクション（ ）

． セクション（ ） ． セクション（ ）

口絵



．黒曜石原石出土状況（ ）

．漆器塗膜出土状況（ ）

口絵



．旧石器（細石刃核・細石刃）

．旧石器（両面調整石器・彫器・掻器・削器）

口絵



例 言
．本書は、国土交通省北海道開発局札幌開発建設部が行う一般国道 号新千歳空港関連工事に伴い、

財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成 （ ）年度に発掘調査を実施した千歳市オルイカ

遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

．調査は、第 調査部第 調査課が担当した。

．本書の執筆は、 章を除いて佐川俊一、和泉田毅、阿部明義、冨永勝也が行い、編集は阿部が行っ

た。各章・節などの執筆担当者は以下のとおりである。

第 章 ・ ・ 佐川 阿部 第 章 阿部 第 章 阿部・和泉田

第 章 阿部 （石器）和泉田 （鉄製品）冨永

第 章 和泉田 （土器）阿部 第 章 （出土状況）和泉田 （遺物）阿部

第 章 （土器）阿部 （石器）和泉田

第 章 和泉田 ・ ・ ・ 阿部

．整理作業の担当は、遺構が調査担当の調査員、土器・土製品が阿部、石器・石製品が和泉田（旧

石器は阿部）、フローテーション試料が阿部である。なお、旧石器の整理作業では、第 調査部

第 調査課坂本尚史ほかの助言を得た。また、動物遺存体の同定作業は、第 調査部第 調査課

土肥研晶の協力を得て行った。

．現場の写真撮影は各遺構担当調査員が行った。遺物の写真撮影は、鉄製品を末光正卓が行い、そ

れ以外は和泉田が行った。

．鉄製品保存処理の事前処理は冨永が行った。保存処理は ニッテツ・ファイン・プロダクツに委

託した。

．自然科学的手法による分析・鑑定について、以下の各機関・各氏に依頼・委託した。

放射性炭素 年代測定 地球科学研究所

炭化材樹種同定 パリノ・サーヴェイ

植物種子同定 札幌国際大学 吉崎昌一氏、椿坂恭代氏

黒曜石原産地分析 京都大学原子炉実験所 藁科哲男氏

金属製品の成分分析 日鐵テクノリサーチ

．朱漆製品の成分分析は第 調査部第 調査課花岡正光が行った。

．石器などの石材鑑定は、和泉田が行った。

．調査にあたっては、下記の諸機関および人々のご指導、ご協力をいただいた（順不同・敬称略）。

野村崇、北海道開拓記念館 山田悟郎、千歳市教育委員会 大谷敏三・田村俊之、恵庭市教育

委員会 松谷純一・長町章弘、札幌市埋蔵文化財センター 上野秀一、今金町教育委員会 寺

崎康史、帯広百年記念館 山原敏朗、札幌大学 木村英明、札幌国際大学 吉崎昌一・椿坂恭

代・長崎潤一、北海学園大学 宮宏明、早稲田大学 金子浩昌、東海大学 織笠明



記号等の説明
．遺構は以下の記号の組み合わせによって表記し、原則として発掘調査順に番号および記号を付し

た。なお、遺構の記号は北埋調報 集 オルイカ 遺跡 で使用された記号にならった。

層界 樽前 火山灰より上層の遺構 樽前 火山灰より下層の遺構

遺構 （ ） 平地住居 （ ） 竪穴住居

（ ） 土坑・土壙 （ ） ピット

（ ） 柱穴 （ ） 焼土

例 樽前 より上層の平地住居跡 ……

住居等の遺構内で確認された遺構（付属遺構）は小文字で表記する。

例 樽前 より上層の平地住居跡 の柱穴 …… （ハイフンは カ所のみ）

遺物集中等 （ ） 土器集中

（ ） 石器集中

（ ） フレイクチップ集中

．遺構図にはグリッド線に従って、方位記号を付したものがある。方位は真北を示す。発掘区の基

線（北東 南西、 ライン）は真北に対して東偏 度 分、磁北に対して東偏 度 分である。

レベルは標高（単位 ）を示す。

．遺構の規模は、 確認面での長軸 短軸 厚さ（深さ） の順で記した。一部破壊されているもの

や不明確なものについては、現存長を （ ） で、不明のものは で示した。

．掲載した遺構図等の縮尺は原則的に以下のとおりとし、スケールを付した。また変則的なものに

ついても随時スケールを入れている。

遺構実測図 および （ 章は で統一）

骨片ほか出土状況図

土器実測図 （大型土器は ） 土器拓影図 （大型土器は ）

剥片石器実測図 磨製石器・礫石器実測図

土製品・石製品 鉄製品

．遺物写真の縮尺は原則的に以下のとおりである。

土器 剥片石器 磨製石器・礫石器

土製品・石製品 鉄製品

．出土遺物分布図等での表示は、遺物の種類別に略記号やシンボルマークで示した（ 章除く）。

土器片 フレイクチップ

三角形土製品 礫 鉄製品 骨

．土層の混合状態を表現するために、以下のように表記してある。

と が同量混じる。 に が少量混じる。

に が微量混じる。 と はほぼ等しい。

．土層の色調には 新版標準土色帖 （小山 竹原 ）を使用し、カラーチャートの番号を付した

ものがある。

．土層の記述には下記の記号 略称を用いた場合がある。

樽前 降下軽石堆積物 樽前 降下軽石堆積物

樽前 降下軽石堆積物 恵庭 降下軽石堆積物
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． 層上面完掘風景（ ）

図版 土層断面・作業風景
．北西壁メインセクション（北側

）
．北西壁セクション（ 付近

）
．作業風景（ 層 ）
．作業風景（ 層 ）
．作業風景（旧石器調査 ）
．作業風景（焼土半截・ 層上面 ）

図版 完掘・作業風景
．作業風景（ 周辺柱穴検出 ）
．炭化材検出状況（ 層 ）
．土器出土状況（ 層 ）
．フロテーション作業風景（ ）
．土壙・ ピット群完掘（ ）

図版 平地住居跡 の調査
．平地住居跡 （ ）完掘風景（
）

．平地住居跡 （ ）完掘風景（
）

．骨片・鉄製品出土状況（ ）
．鉄製品出土状況（ ）

図版 平地住居跡 ・ の調査
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． 完掘（ ）
． 完掘（ ）
． 完掘（ ）
． 完掘（ ）
．平地住居跡 （ ）完掘（ ）
．平地住居跡 （ ）完掘（ ）

図版 平地住居跡 の調査
．鉄製品出土状況（ ）
．鉄製品出土状況（ ）
． 礫出土状況（ ）
． と銅製品出土状況（ ）
．銅製品出土状況（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． ・ セクション（ ）

図版 平地住居跡 ・ の調査
． 完掘（ ）
． 完掘（ ）
． 完掘（ ）
． ・ 完掘（ ）
．平地住居跡 （ ）完掘（ ）
． セクション（ ）
． 完掘（ ）
． セクション（ ）



． 完掘（ ）
図版 平地住居跡 の調査
．平地住居跡（ ）完掘（ ）
．礫出土状況（ ）
． 完掘（ ）
． 完掘（ ）

図版 平地住居跡 の調査
．平地住居跡 （ ）完掘（ ）
．焼土と礫出土状況（ ）
． セクション（ ）
． ・ 完掘（ ）
． 完掘（ ）
． 完掘（ ）

図版 平地住居跡 の調査
．平地住居跡 （ ）柱穴検出状況（

）
．柱穴完掘（ ）
．柱穴検出（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）

図版 平地住居跡 ・ の調査
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． 完掘（ ）
． 完掘（ ）
． 完掘（ ）
．平地住居跡 （ ）柱穴完掘（

）
図版 平地住居跡 の調査
．柱穴検出状況（ ）
． ・ と周辺礫出土状況（

）
．鉄製品出土状況（ ）
．魚骨出土状況（ ）（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． 完掘（ ）
． 完掘（ ）
． 完掘（ ）

図版 建物跡 の調査
．建物跡 柱穴完掘（ ）
．建物跡 セクション（ ）
．建物跡 セクション（ ）
．建物跡 セクション（ ）
．建物跡 セクション（ ）
．建物跡 セクション（ ）
．建物跡 セクション（ ）

．建物跡 セクション（ ）
．建物跡 完掘（ ）

図版 建物跡 ・ の調査
．建物跡 完掘（ ）
．建物跡 完掘（ ）
．建物跡 完掘（ ）
．建物跡 完掘（ ）
．建物跡 検出状況（ ）
．建物跡 セクション（ ）
．建物跡 セクション（ ）
．建物跡 セクション（ ）
．建物跡 セクション（ ）

図版 建物跡 ・ の調査
．建物跡 完掘（ ）
．建物跡 完掘（ ）
．建物跡 完掘（ ）
．建物跡 完掘（ ）
．建物跡 検出（ ）
．建物跡 セクション（ ）
．建物跡 セクション（ ）
．建物跡 完掘（ ）
．建物跡 完掘（ ）

図版 杭列 ・ の調査
．杭列 ・ 検出（ ）
．杭列 ・ 柱穴完掘（ ）
．杭列 セクション（ ）
．杭列 セクション（ ）
．杭列 セクション（ ）
．杭列 完掘（ ）
．杭列 完掘（ ）
．杭列 セクション（ ）

図版 杭列 の調査
．杭列 セクション（ ）
．杭列 セクション（ ）
．杭列 完掘（ ）
．杭列 完掘（ ）
．杭列 ・ 検出状況（ ）
．杭列 セクション（ ）
．杭列 セクション（ ）
．杭列 完掘（ ）
．杭列 完掘（ ）

図版 杭列 ・ の調査
．杭列 、杭列 セクション（

）
．杭列 、杭列 完掘（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． セクション（ ）
． 完掘（ ）



． 完掘（ ）
． 完掘（ ）
． 完掘（ ）
． 完掘（ ）

図版 竪穴住居跡 の調査
．竪穴住居跡 （ ）完掘（ ）
．竪穴住居跡 セクション（ ）
．竪穴住居跡 遺物出土状況（ ）
．竪穴住居跡 遺物出土状況（ ）

図版 竪穴住居跡 ・土壙 の調査
．竪穴住居跡 遺物出土状況（ ）
．竪穴住居跡 セクション（

）
．竪穴住居跡 （右） （左）セク
ション（ ）

．竪穴住居跡 セクション（ ）
．土壙 （ ）遺物出土状況（ ）
．土壙 土器出土状況（ ）

図版 土壙 の調査
．土壙 （ ）完掘（ ）
．土壙 （ ）セクション（ ）
．土壙 （ ）完掘（ ）
．土壙 （ ）セクション（ ）
．土壙 （ ）完掘（ ）
．土壙 （ ）セクション（ ）

図版 ピット の調査
． 完掘（ ）
． セクション（ ）
． 完掘（ ）
． セクション（ ）
． 完掘（ ）
． セクション（ ）
． 完掘（ ）
． セクション（ ）
． 完掘（ ）
． セクション（ ）
． 完掘（ ）
． セクション（ ）
． 完掘（ ）
． セクション（ ）
． 完掘（ ）
． セクション（ ）

図版 遺物出土状況
．遺物出土状況（ ）（ ）
．遺物出土状況（ ）（ ）
．遺物出土状況（ ）（ ）
．遺物出土状況（ ）（ ）
．遺物出土状況（ 層 ）
．遺物出土状況（ 層 ）
．垂飾出土状況（ ）
．骨出土状況（ 層 ）
．骨出土状況（ 層 ）

図版 旧石器（ブロック ）の調査（ ）

．旧石器ブロック （ ）遺物出土状
況（ ）

．旧石器ブロック 遺物出土状況（ ）
．旧石器ブロック （ 層）遺物出土状況
（ ）
．旧石器ブロック（ ・ 層）（ ）
．旧石器ブロック （ 層）遺物出土状況
（ ）

図版 旧石器（ブロック ）の調査（ ）
．掻器出土状況（ ）
．細石刃出土状況（ ）
．削器出土状況（ ）
．細石刃核出土状況（ ）
．削器出土状況（ ）
．削器出土状況（ ）
．細石刃核出土状況（ ）
．石核出土状況（ 層 ）
．細石刃核出土状況（ ）
．彫器出土状況（ ）
．彫器出土状況（ ）
．水晶片出土状況（ ）

図版 旧石器（ブロック ・ ）の調査
．細石刃核出土状況（ ）
．細石刃出土状況（ ）
．メノウ製彫器（ ）
．頁岩製彫器（ ）
．旧石器出土状況（ ）
．旧石器ブロック（ ）遺物出土状況
（ ）

図版 遺構出土の土器
図版 遺構出土の土器
図版 包含層出土の土器 ・ 層
図版 包含層出土の土器 層
図版 包含層出土の土器 ・ 層
図版 包含層出土の土器 ・ 層
図版 包含層出土の土器 ・ 層
図版 遺構出土の石器
図版 遺構出土の石器
図版 黒曜石原石
図版 黒曜石原石
図版 旧石器 ブロック
図版 旧石器 ブロック
図版 旧石器 ブロック
図版 旧石器 ブロック
図版 旧石器 ブロック
図版 旧石器 ブロック
図版 旧石器 ブロック ほか・包含層出土

の石器 層
図版 包含層出土の石器 層
図版 包含層出土の石器 層
図版 金属製品
図版 骨角器・獣骨など
図版 貝・魚骨



調 査 の 概 要

．調査要項
事 業 名 一般国道 号新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者 国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

受 託 者 財団法人 北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名 オルイカ 遺跡（北海道教育委員会登載番号 ）

所 在 地 千歳市中央 ほか

調査面積

調査期間 平成 年 月 日 平成 年 月 日（現地調査 月 日 月 日）

．調査体制
理 事 長 大澤 満（平成 年 月 日退任） 森重 楯一（平成 年 月 日就任）

専 務 理 事 宮崎 勝

常 務 理 事 畑 宏明（第 調査部長兼務）

第 調査部長 西田 茂

第 調査課長 佐川 俊一

主 査 和泉田 毅（発掘担当者）

主 任 末光 正卓

主 任 阿部 明義（発掘担当者）

主 任 冨永 勝也

．調査に至る経緯
北海道開発局札幌開発建設部が実施あるいは計画している道央圏連絡道路（一般国道 号）は千

歳市を起点とし、長沼町、南幌町、江別市、当別町、札幌市、石狩市を結び、小樽市に至る延長

の地域高規格道路である。道路は現在ある高速道路と新千歳空港、石狩湾新港の広域交通拠点、物流

拠点相互を結ぶものとして計画された。現在供用されているのは、起点側（千歳市）の と一

般国道 号線（当別町）から終点（小樽市）までの である（札幌開発建設部 道央圏連絡

道路事業概要 ）。

平成 （ ）年 月、札幌開発建設部は千歳市教育委員会を経由して北海道教育委員会あてに国

道 号根志越道路整備工事の埋蔵文化財保護のための事前協議書を提出した。協議を受けた北海道

教育委員会は平成 （ ）年 月、路線内の所在確認調査を実施した。その結果、範囲確認調査が

必要な箇所は ヵ所、対象面積 とし全計画路線の約半分程度について範囲確認調査が必要

と判断、同年 月北海道教育委員会から札幌開発建設部へ回答された。

平成 （ ）年 月、事業名の変更等により再び事前協議書が札幌開発建設部から北海道教育委

員会へ提出された。事業名は一般国道 号千歳市新千歳空港関連工事となり、事業面積約 、

年次計画は平成 年から平成 年となった。

平成 （ ）年 月と平成 （ ）年 月、事業に関するはじめての範囲確認調査が北海道教

育委員会によって千歳市柏台地区で行われた。この試掘調査により、地表下約 にある恵庭 降下

軽石層直下の風成堆積物中から遺物が検出された。このため 北海道埋蔵文化財センターは平成 ・



図 遺跡の位置
（この図は国土地理院発行 万分の 恵庭 千歳 追分 早来 を使用し縮小したものである。）

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡



年、千歳市柏台 遺跡の調査を実施した。調査の結果、恵庭 降下軽石層（ ）の下位から旧

石器時代のブロック ヵ所と遺物約 点が出土した（北埋調報 ）。

その後、平成 （ ）年度にはチプニー川の両岸に位置するチプニー 遺跡、チプニー 遺跡を

調査した。その結果チプニー 遺跡ではアイヌ文化期、擦文時代、縄文時代の遺構・遺物が検出され

た。チプニー川北岸のチプニー 遺跡では縄文時代晩期の遺物が約 点出土した（北埋調報 ）。

平成 （ ）年 月と 月、北海道教育委員会によりオルイカ 遺跡の範囲確認調査が行われた。

月の調査は調査範囲の中央を東西に走る道路の北側について、 月は南側について行われた。 回

の範囲確認調査の結果、遺物の出土した範囲を中心に発掘調査の必要な範囲が設定され、その面積は

約 とされた。

平成 （ ）年度、 北海道埋蔵文化財センターの一般国道 号関連の発掘調査はオルイカ

遺跡とオルイカ 遺跡が予定された。札幌開発建設部によれば、優先して調査を終了させる必要があ

るところは次の部分とのことであった。オルイカ 遺跡ではオルイカ川両岸に現国道 号線付け替

え道路の橋台工事が予定されている部分である。ただし、オルイカ川の北岸には民家を含む範囲確認

調査の未了部分があり、その調査結果によって本調査が必要となればその部分を含むとのことである。

一方、オルイカ 遺跡は予定道路本線と調査区内を東西に走る道路との交差部分で、平成 年度カル

バート工事が予定されている約 についてである。

このことから発掘調査の工程としては、まず調査体制全員でオルイカ 遺跡の調査にあたり、オル

イカ川北岸にある範囲確認調査未了部分の状況をみながらオルイカ 遺跡の調査開始時期を検討して

いた。しかし事態が進展しないことから、 月中旬にオルイカ 遺跡の調査準備を始め、下旬には調

調査の概要

図 新千歳空港関連道路建設計画図（北海道開発局 道央圏連絡道路 事業概要 より）



査を開始した。その後、オルイカ 遺跡の範囲確認調査は終了し、調査必要範囲は確定したが発掘調

査が今年度見送られたため、 月下旬までオルイカ 遺跡とオルイカ 遺跡の調査を並行して行った。

なお、オルイカ 遺跡の今年度の調査範囲は、カルバート工事が予定されている道路部分を含めた北

側（ ）とし、残りの部分については次年度以降に調査する予定である。 （佐川）

．調査結果の概要
オルイカ 遺跡は標高 ほどの緩斜面上にあり、地層に大きな変化はないが、風倒木などが

多い（図 ）。主な遺構と遺物は下記の通りで、特にアイヌ文化期の住居群（コタン）の跡がう

かがえる遺跡である。さらに、札滑型細石刃核を含む白滝産黒曜石の旧石器ブロックも検出された。

アイヌ文化期の平地住居（チセ）跡には、 程度の厚みをもった炉（アペオイ）があり、焼土と

灰が重なっている。その周囲から柱穴が 本検出されている。遺物は、小礫（錘石や火打石と考

えられる）が散在し、刀子などの鉄製品も出土している。鹿の頭蓋骨の出土は、屋外での儀礼をうか

がわせる。建物跡は、やや太い柱穴で構成されているものがある。倉庫（プ）または小熊の檻（ヘペ

レセッ）と考えられる。

縄文時代の遺構は少数ながら検出された。竪穴住居は中期半ばの土器が伴い、道央部から東北地方

にかけて見られる三角形土製品が集中して出土した。 ピットはやや小型で間隔も狭い。また遺物集

中も少数見られ、小破片の土器集中やフレイクチップ集中がある。出土土器の主体時期は縄文中期半

ば 後半で、次いで晩期後葉、後期初頭が多く、早期後半の土器も少数出土している。縄文時代以外

の土器は、続縄文（後北 ）が 点のみで擦文はない。縄文時代晩期の遺物は、樽前 降下軽石

層の上下から出土しているが、黒曜石の原石や漆器など単独で出土する特殊な遺物がある。黒曜石原

石は長さ 、重さ 前後の角柱状のものが 本並んで出土した。漆器は椀の底部で、赤漆

の塗膜のみ残っていた。

旧石器時代の遺物は、白滝産とみられる茶色味の強い黒曜石が主体である。大部分がローム層より

上位の黒色土層から出土しているが、凍上現象のほか風倒木や縄文時代の遺構の掘り上げなどが考え

られる。札滑型細石刃核 点、細石刃 点あまりが出土したほか、彫器や掻器、削器が計 点ほど

出土した。石材は茶色の混じった黒曜石が多く、頁岩製や珪質頁岩製のものもある。このほか調整剥

片とみられるフレイクが多数見られ、石器製作過程の一端を示す接合資料が得られた。 （阿部）

表 遺構一覧

表 出土遺物一覧
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図 調査区地形測量図



遺跡の立地と周辺の遺跡

．遺跡の立地と環境

位置と地名の由来

オルイカ 遺跡は、千歳市街地の北東約 、 中央 地区に所在する。また北海道横断自動車道

千歳東 からは南に約 、同時に調査を行ったオルイカ 遺跡からは北東へ約 の距離に

ある。遺跡は国道 号線沿線付近の馬追丘陵側に、南北約 ・東西約 の範囲に広がっている。

オルイカ とは、 北海道蝦夷語地名解 （永田方正 ）によれば、アイヌ語の 川尻・

橋 の意であるとされる。地名由来のオルイカ川は、馬追丘陵南端部付近の裾部を水源とし、陸上自

衛隊東千歳駐屯地内の緩斜面を南・西に開析し、オルイカ 遺跡から約 南側で南東から北西に

向かって流れている。その先は、明治 （ ）年に発行された北海道假製五万分の一図 長都 な

どによると、かつては現在の国道 号と交差した後国道と併行して北流し（現在の第十五号排水川）、

丸子山の西側を流れ、チプェ（チプニー川）・キウシ（キウス川）などの流れを集め、イカペッ（イ

カベツ川）を通してオサツトーに注いでいた。現在は排水路整備が進み、国道 号との交差付近（オ

ルイカ 遺跡付近）から西方の第十四号排水川に向かって流れている。

遺跡周辺の地形・環境

日本海と太平洋を結ぶ標高 以下の石狩低地帯の東側には、北海道中央部を南北に走る夕張山地

があり、その西側には馬追丘陵がある。この丘陵は千歳市、空知地方の長沼町・由仁町、胆振地方の

追分町・早来町にまたがって、南北に緩やかに広がっている。標高 の馬追山を最高地点とし、

標高 前後、延長約 におよぶ丘陵である。馬追丘陵の西側は、現在は水田や畑地として利用

されているが、戦前までは長都沼（オサツトー）、馬追沼（マオイトー）など大小の沼があり、支笏

湖を水源とする千歳川や夕張山地から流れ出る夕張川、剣渕川などが流入するため氾濫が繰り返され

る低地であった。しかし昭和 （ ）年 昭和 （ ）年の国営灌漑排水事業により、長都沼・

馬追沼一帯を埋め立て、川の切り替えなどが行われて耕地が造成され、現在は旧河道・小河谷・自然

堤防・氾濫原などの微地形が広がる景観を呈している。

また遺跡の南、現在の陸上自衛隊東千歳駐屯地の西側縁辺部には、内陸古砂丘である千歳古砂丘が

東西 以上にわたって断続的に広がっており、さらに祝梅川・メボシ川の流域・新千歳空港付近に

広がる。遺跡の北西約 にある丸子山も古砂丘の一部である。

オルイカ 遺跡の現地表面の標高は で、西へ向かって低くなる緩斜面となっている。樽前

山起源の降下軽石層が厚く堆積し、その上部に土壌が幾分発達している。道路用地となる以前には、

北東側は宅地の周りに広葉樹林が広がっており、南西側は畑地および荒地（湿地）になっていた。現

在でも遺跡周辺には、広葉樹林や針葉樹林がところどころに残っている。明治 （ ）年 陸地測

量部 発行の 漁（いざり）（図 ）によれば、オルイカ 遺跡付近は 濶葉樹林 が広がり、

一部がオルイカ川河畔の湿地帯になっている様子がみられる。また遺跡の西側には、馬追丘陵に沿っ

て直線的に南北に伸びる道路がある。これは 年に完成した由仁と千歳を結ぶ 由仁道路（ゆにど

うろ） の一部で、現在の国道 号線の一部にあたる。

遺跡の西方には平坦な地形が広がっており、遠くに樽前山・恵庭岳・札幌岳・無意根山・手稲山な

ど標高 の山々がある。



図 遺跡周辺の地形図
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図 北海道假製五万分の一図 漁 の一部（ 年発行）

遺跡の立地と周辺の遺跡

図 調査区周辺の現況図（調査前）



．周辺の遺跡

オルイカ 遺跡周辺の遺跡を地形図（図 ）と一覧表（表 ・ ）を用いて記す。

図 は、大正 ・ （ ・ ）年に陸地測量部が測図した 万分の 地形図 漁 と平成

（ ）年の国土地理院発行の 万の 地形図 長都 ・ 千歳 、および千歳市教育委員会の埋

蔵文化財包蔵地分布図を利用して作成した、オルイカ 遺跡周辺の遺跡分布図である。これらの遺跡

の時代・時期の特色は、発掘調査等によりその内容が比較的明らかなものをもとに記述すると次のよ

うになる。（括弧内の数字は遺跡登載番号。）

旧石器時代

オルイカ 遺跡の北西約 にある丸子山遺跡（ ）で恵庭 降下軽石層の上・下から遺物が出

土している。下層は約 万年前と推定できる石器群で、黒曜石製のスクレイパーのほかには定形的な

ものに乏しい。上層はオショロッコ型細石刃核を伴う石器群で、黒曜石と頁岩を素材とする。また、

キウス 遺跡（ ） 地区・キウス 遺跡（ ）でも細石刃期の石器が出土している。オルイカ

遺跡の南にある祝梅下層（三角山地点）遺跡（ ）では道内で最も古い石器群の一つと考えられてい

るナイフ形石器が恵庭 降下軽石層の下から出土している。メボシ川 遺跡（ ）では、オショロッ

コ型細石刃核を伴う石器群と峠下型細石刃核を伴う石器群がそれぞれ別のブロックから出土している。

柏台 遺跡（ ）では、恵庭 降下軽石層の下から蘭越型細石刃核を伴うブロックが検出されたほか、

礫群・炉跡が検出され、コハク玉、石製品、顔料の原材なども出土した。さらに、埋没林が広域に検

出された。

縄文時代早期

キウス 遺跡 地区から遺物が多量に出土している。前半のものは、暁式土器、貝殻条痕文土器で

ある。後半のものは、東釧路 式土器、コッタロ式土器が多い。住居跡は、暁式期のものがキウス川

上流の段丘上で、東釧路 式期・コッタロ式期のものが下流の段丘上で検出されている。また、キウ

ス 遺跡でもコッタロ式期の住居跡・土壙墓が見つかっている。早期後半は、キウス 遺跡（ ）で

東釧路 式 東釧路 式期の遺物が出土しており、西側の 地区では住居跡が検出されている。キウ

ス川流域以外では、梅川 遺跡（ ）・ケネフチ 遺跡（ ）・オサツトー 遺跡（ ）・チプニー

遺跡（ ）などで早期後半の遺物が出土している。

縄文時代前期

キウス 遺跡 地区には、キウス川旧河道沿いの斜面上に綱文式期の集落跡があり、石鏃・石錐・

つまみ付きナイフ・石斧などが副葬された土墳墓も検出された。キウス 遺跡西側の 地区でも綱文

式期の集落跡が見つかっており、ほかに花積下層式・静内中野式に相当する時期の土器・木製品も出

土している。その他イカベツ 遺跡（ ）などで綱文土器が出土している。

縄文時代中期

丸子山遺跡で、天神山式期あるいは萩ヶ岡 ・ 式期の環壕が見つかっている。また同遺跡では北

筒式期の住居跡が検出された。キウス 遺跡では、 地区に北筒式期の集落、 地区に柏木川式期の

集落が確認されている。キウス 遺跡・キウス 遺跡・祝梅川山田遺跡（ ）でも柏木川式期の住居

跡が検出されている。

縄文時代後期

前葉は余市式・タプコプ式の住居跡や土壙が、キウス 遺跡・キウス 遺跡 地区・キウス 遺

跡・丸子山遺跡で見つかっている。キウス 遺跡・オルイカ 遺跡（ ）からは、余市式の土器囲い
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炉を伴う住居跡が検出されている。またキウス 遺跡 地区では、入江式とタプコプ式が共伴して出

土する土壙が検出された。中葉の手稲式期・ 澗式期は、キウス 遺跡 地区やキウス 遺跡で住居

跡・埋甕などが確認されている。キウス 遺跡（千歳市教育委員会調査）では、手稲式期の壼形土器

が埋納された土壙が検出された。後葉の堂林式期には周堤墓が多数構築された。国指定史跡キウス周

堤墓群をはじめキウス 遺跡、丸子山遺跡などで計 基が検出されている。キウス 遺跡では、周堤

墓のほか、同時期の住居跡・掘立柱建物跡、南北の盛土遺構、道跡、水場遺構などが確認されており、

大量の遺物が出土している。またキウス 遺跡（ ）でも、住居跡や盛土と考えられる遺構が検出さ

れており、キウス周堤墓群に対応する集落の存在が想定される。

ところで、 年 月に新たな発見の報道があった。国指定史跡キウス周堤墓群の北東、馬追丘陵

の尾根上で、林業を営む地元の方が 年に道内最大級の石棒を発見し保管していたということであ

る。長さは を測り、両端には区画文に刻線のある頭部があり、その下に直径 程の穴が穿たれ

ている。またベンガラが付着しており、墓の副葬品であった可能性が高い。

縄文時代晩期

キウス 遺跡 地区・キウス 遺跡で、タンネトウ 式期の土壙墓が多数確認されている。キウス

遺跡 地区では、石鏃が覆土中に撒かれた土壙墓や、多量の炭化材や割られた矢柄研磨器が出土し

た火葬墓、大洞 式相当の壺が置かれた火葬墓など多様な葬制が見られる。梅川 遺跡（ ）では、

竪穴住居跡のほか、壙底にベンガラが撒かれた土壙墓が検出されている。そのほか祝梅三角山 遺跡

（ ）・祝梅川山田遺跡・チプニー 遺跡（ ）・チプニー 遺跡（ ）などの遺跡から晩期の土器

が出土している。

続縄文時代

キウス 遺跡・キウス 遺跡で、大狩部式期の住居跡や後北 式期の土壙などが検出されて

いる。キウス 遺跡では旧河道から恵山式土器と木製品が出土した。また丸子山遺跡でも恵山系の土

器が少量出土している。末広遺跡（ ）では、後北 式期の竪穴住居跡や土壙墓が検出された。

擦文時代

丸子山遺跡では、 世紀頃と推定される住居跡や建物跡・土壙などが確認された。キウス 遺跡

地区では、壙外から鍬先の出土した墓壙が検出された。キウス 遺跡 地区には、中央部に炉のある

平地住居があり、その南側の山林中には擦文時代の住居跡と考えられる凹みが複数見られる。末広遺

跡では 軒を超える竪穴住居や鍛冶工房の跡と判断される竪穴のほか、土壙墓なども多数検出された。

白頭山・苫小牧降下火山灰（ ）の降灰期に近い時期の遺構も多く含まれている。このほか、

祝梅の遺跡群（ ）、梅川の遺跡群（ ）、トメト川の遺跡群（ ）、アンカリトーの遺

跡群（ ）、オサツトー 遺跡など、擦文文化に関する遺跡は非常に多い。

アイヌ文化期

平地住居跡や建物跡の検出例が近年増えている。末広遺跡では、平地式建物跡 棟・土壙墓 基・

カワシンジュガイの集積 ヵ所・焼土 ヵ所など多くの遺構が検出された。梅川 遺跡でも、規模

は小さいものの同様の遺構群が検出されている。オサツトー 遺跡では、内耳鉄鍋・斧・刀子・キセ

ルなどの副葬された墓壙が見つかっている。チプニー 遺跡では骨片を多量に含む焼土と集石が検出

された。キウス 遺跡には太刀の副葬された墓壙がある。キウス 遺跡では沢づたいの道跡と柱跡群

が検出され、ガラス玉も出土している。キウス 遺跡では旧河道より多数の木製品が出土した。また

千歳川河畔（根志越 遺跡・ ）とママチ川河畔（ ）から丸木舟が出土している。チャシは釜加

（かまか、 ）・ケネフチ（ ）にあり、後者は面崖式で一条の堀を有する。

遺跡の立地と周辺の遺跡



図 周辺の遺跡（この図は国土地理院発行 万分の 恵庭 千歳 を使用したものである。）
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表 周辺の遺跡一覧

遺跡の立地と周辺の遺跡



表 周辺の遺跡一覧

以上のように時期別に概観した遺跡を、人々の生活範囲という平面でとらえてみる。オルイカ 遺

跡付近の遺跡分布は、 ケネフチ川流域、 キウス川流域、 丸子山古砂丘付近、 祝梅川流域、

トメト川流域（千歳川対岸）に大別できる。このうち、最近の発掘調査により遺跡の状況が比較的明

らかなのは ・ ・ の地域であり、 は不明な部分が多い。

旧石器時代は、 および といった古砂丘が分布する地域に濃密であるが、 の付近まで活動の範

囲が及んでいた形跡が見られる。

縄文時代早期は、前半は のうちキウス川上流に活動の跡がみられ、後半から末葉にかけて次第に

下流へ拡大していくようである。前期前半は、 のキウス川右岸の段丘上に ヵ所集落が確認されて

おり、このころから小規模な集落が何ヵ所かに分かれて存在するようになったらしい。中期中葉から

後葉にかけて では環壕が掘られた後に集落が営まれ、 ・ ・ でも同時期の集落が見られる。後

期前葉から中葉は、 の各地で集落が成立する。後葉になると、 ・ の地域で周堤墓が構築される。

特に では、キウス川下流（キウス 遺跡）から北側のモウシ川の川筋（キウス周堤墓群・キウス

遺跡）へ主体が移動していくようである。晩期前葉から中葉にかけては、オルイカ付近で人々の活動

の痕跡は未だ確認されていない。晩期後葉には、 のキウス川段丘上や の地域に墓域が見られるが、

集落跡などは確認されていない。

続縄文時代は、 および の地域で住居跡・墓壙などが確認されており、この付近に活動範囲があっ

たものと見られるが、他の時期に比較して活動の痕跡が少ない。

擦文時代には、 の地域に多数の竪穴群・土壙墓群があり、この付近が濃密であったとみられる。

そのほか で 世紀ごろの集落が確認されたほか、 のキウス川段丘上にも集落が存在していたと考

えられる。

アイヌ文化期では、中世・近世が明確に区別できるものは少ないが、全体的には人々の生活範囲は

広く ・ ・ ・ ・ の各地に及ぶようになる。特に の地域での活動が目立つ。 の釜加や の

ケネフチでは、チャシが営まれるようになる。

現在では、古くから の地域の西側に千歳市街地が形成され、 の地域は新興住宅地が増えてきて

いる。 （阿部）
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調査の方法

．調査の方法と経過
（ ）発掘区の設定

現地調査の基本図は、札幌開発建設部の一般国道 号新千歳空港関連工事の用地平面図 分の

を使用した。基軸線は、先に調査を開始したオルイカ 遺跡の設定を踏襲した。現 号の切り替

え道路予定地の幅杭 と を結んだ線を ラインとし、北東 南西方向の基線とした。北西

南東方向の基線は、 において ラインに直行する線を ラインとした。オルイカ 遺跡の発

掘区の設定にあたっては、幅杭 から 方向に ラインを延長し、 から の地点

を として基準点を定めた。 ラインから 毎に平行する線を ・ ・ ……（北西側）、 ・

・ ……（南東側）とアルファベットを付した。またこれに直行する線は ラインを基準に、

毎に平行する線を ・ ・ …（南西側）、 ・ ・ ……（北東側）と数字を付した。そ

れぞれの交点上に杭を打ち、 グリッドに区画された西端の杭を発掘区の呼称とした。各グ

リッドの表示はアルファベットと数字の組み合わせで 、 などと呼称した。

基準杭の座標値の成果は以下のとおりである。座標系は平面直角座標系第 系である。

道路用地内幅杭

道路用地内幅杭

調査区内基準杭

調査区外仮

図 発掘区設定図



（ ）発掘調査の方法と経過

オルイカ 遺跡の調査を優先するという札幌開発建設部の要請により、オルイカ 遺跡では面積・

人工の調整から計画面積を減じて約 を設定し（ ラインより南西側）、 月下旬から調査を

行うこととなった。しかし、調査の後半でオルイカ 遺跡においてオルイカ川対岸の調査が用地の関

係からできないことになり、オルイカ 遺跡の調査区を一部拡張した（ ラインより北東側の一部・

約 ）。

月末までに木々の伐採までは終了しており、まず市道の切り替えが行われた。そして表土および

降下軽石層を調査区全域にわたって重機で除去した。調査区南東側を通っていた旧道の両側に

は立ち木を伐採した大きな根株が残っていたが、土層の新たな撹乱をさけるため残しながら掘削を

行った。 の直下からはすぐに焼土が確認できた。

発掘調査では、まず上位の黒色土層（ 層）の調査を行った。 層 層（ ）では、遺構・

遺物の濃淡を早期に把握するため ％調査を行った。調査中に平地住居跡に属するとみられる柱穴が

検出され、途中から焼土（炉）の周辺では ％調査の範囲から外した。これらの結果から遺構・遺物

の分布状況を推定し、全体の遺構・包含層調査にとりかかった。 層では遺物が少なく、主に柱穴の

検出に努める作業が主体となった。

下位の黒色土（ 層） 漸移層（ 層）は、南東側から遺構確認を行いながら順次掘り下げた。一

発掘区に対して 層・ 層・ 層の少なくとも 回に分けて掘り下げた。発見された遺構に

ついては、その都度精査した。特に各所で発見される小型の焼土は、ある程度まとめて平板測量を行っ

た。 層調査中に旧石器遺物が発見され、黒曜石に注意しながら調査を進めた。旧石器が発見された

範囲とその周辺について、ローム層（ 層）の調査を行った。他の部分にも広がる可能性があるため、

調査区の縦横に範囲を広げ、調査区の約 を調査した。

調査区全体の土層観察は調査区の北西壁（ ライン付近）と北東壁（ ライン）を利用し、

軽石層（ 層）に達するまでトレンチを入れた。調査区西角（ 区）についてはさらに掘

り下げ、基本土層を作図した。また調査区中央の土層（ ライン）も随時記録した。

調査の進行状況と全域の遺構 土壌の写真記録として、調査区外の南東側に設けたローリングタワー

から週に一度定点撮影を行った。

遺物の取り上げ

遺物は、遺構や遺物集中、旧石器と見られる石器群、特殊な遺物については出土地点を測定してと

りあげた（ 点あげ ）。まとまって出土した遺物（一括出土遺物）は、出土状況を実測した。それ以

外の包含層出土の土器・石器などは層位別・発掘区別ごとにまとめてとりあげた（ グリッドあげ ）。

またそれぞれ遺物種類ごとに分け、特に石器については剥片石器群・磨製石器群・礫石器群に分けて

それぞれ袋に入れて回収した。

フローテーション

層で検出された焼土（灰）の大部分と、 層で検出された大型の焼土のうち数ヵ所、そして遺構

の壙底等の土壌を採取し、フローテーション法により微細遺物を分離し採集した。現場ではコンテナ

や網籠に広げて、棚を利用した簡易乾燥室において十分乾燥させた。その後乾燥重量・体積を記録し、

フローテーションマシーンを用いて残渣・浮遊物を回収した。なお浮遊物の回収には 種類のフルイ

（フルイ目 、 ）を用いて分別採取し、残渣とともに回収した（ 章 ・ 章 ）。

再び十分に乾燥させ、仮収納した。
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（ ）整理作業の方法と経過

出土遺物は、まず現地で水洗・分類・遺物注記・遺物台帳作成などを行った。またフローテーショ

ン作業も行った。注記は土器片・磨製石器群・礫石器群のほか、土製品・石製品、旧石器とみられる

遺物などを対象とした。

その後の整理作業は、江別市の北海道埋蔵文化財センター整理作業棟で行った。遺構図面の作成、

出土遺物の整理、遺物の写真撮影、表作成、原稿執筆を行い、報告書編集作業を行った。

遺物注記内容

遺跡名 ． 発掘区 または 遺構名 ． 層位 ． 遺物番号（点上げ）

例 （遺構） オ ． ．フク ．

（包含層） オ ． ．

土器の整理

出土土器の整理作業は、まず水洗・注記・分類・遺物台帳作成などの一次整理を現場作業と並行し

て行った。そして遺構・包含層別に仮収納し、発掘作業終了時に江別のセンターに搬送した。

二次整理ではまず接合・復元作業作業を行い、 件あまりの接合データ（層位や発掘区をまたぐも

の）が得られ、 個体（底部のみの土器 個体を含む）の土器を復元した。また 点について拓本

作業を行い、 点について器形を図上復元した。復元された土器の実測作業を行い、図版作成・一覧

表作成・写真撮影を行った。

石器等の整理

出土石器の整理作業は、土器などと同じように現場作業と並行して行った。石器は、取り上げ後遺

物取り上げ台帳を作成し、水洗・乾燥ののち分類し、遺物カードを作成した。遺物登録台帳作成・注

記ののち、遺構・包含層別に仮収納した。現地においてはこれらの作業と並行して完形、準・半完形

品の中から、報告書掲載石器を選び出した。江別のセンターでは分類・石材鑑定を再度行い、旧石器

については色調により黒曜石を細分した。そして接合作業・遺物集計などを行うとともに、遺構出土

の石器を優先して掲載石器の実測・トレースを順次行った。掲載石器については図版作成・一覧表作

成・写真撮影を行い、報告書作成作業を行った。

金属製品の整理

鉄製品・銅製品は保存のための事前処理を行い、写真撮影を行った。保存処理は ニッテツ・ファ

イン・プロダクツに委託した。

微細遺物の整理

フローテーションで得られた微細遺物の選別・同定作業は、まず肉眼により全ての残渣試料を選別

した。残渣選別試料のうち肉眼では同定困難なものや浮遊物については、実体顕微鏡を用いて微細遺

物の選別および同定作業を行った。試料の量と整理期間の関係から、全体の 強について作業を行っ

た（ 章 ）。動物遺存体の同定作業は、第 調査部第 調査課土肥研晶の指導を得て行った。植

物種子は札幌国際大学吉崎昌一氏・椿坂恭代氏に同定を依頼した（ 章 ）。また、選別で得られ

た玉類や骨角器などの一部について実測した。

報告書作成作業の後、記録類の整理、遺物の収納作業を行った。遺物は掲載・未掲載別に遺物種類

ごとに分けてコンテナに収納した。写真フィルム・図面とともに北海道立埋蔵文化財センターに仮収

蔵した。
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．土層の区分

オルイカ 遺跡全体の基本土層を 区の状況（図 ）を中心に記載する。なお、調査区

を縦断・横断する土層断面を図 に示した。基本的に調査区全体にわたって大きな変化はな

いが、風倒木や根などにより小範囲で撹乱されている部分が多く見られる。また調査区南側の狭い範

囲では、低地側に向かって下位の層がやや乱れる部分がある（図 下図）。

層 現表土。耕作土や道路下の盛土など。

層 樽前 降下軽石層（ ）。 年降下。砂質のテフラを主体とする。複数のフォールユニッ

トからなり、オルイカ 遺跡では大きくは 枚、細かくは 枚以上に分かれる。

・ にぶい黄橙 灰白色（ ）径 の粗い粒子。しまりなくすぐ

に崩れる。 の粒子がやや大きく、 がやや細かい。

・ ・ ・ 灰黄褐色（ ）とにぶい黄橙（ ）の互層。しまりはやや弱

い。径 で、 ・ はやや径が大きく不均質、 ・ は径が小さく均質的である。

灰黄褐色（ ） 径 のやや粗い粒子が均質的に含まれる。しまりは弱い。

層との層界は全体的には平坦だが、細かく波状になっている。

層 黒色（ ）土。新千歳空港関連調査の 第一黒色土層（ 層） に相当する。層厚

で、調査区東側の一部（上部撹乱部）を除き全域に分布する。上下層との層界は明瞭

である。樽前 降下軽石（ ）が ％前後と多く含まれ、密で均質的である。しまりは中

程度で粘性はやや強い。なお、周辺遺跡では 火山灰（ 世紀中頃降下）がわずかに確

認されるところもあるが、オルイカ 遺跡では確認できなかった。

層 樽前 降下軽石・スコリア層（ ・ 年前降下）。褐色 暗褐色（ ）。

径 、層厚は ほどである。層界は明瞭で、密で褐色を呈する部分とその上下に

黒色土をやや多く含む暗褐色の部分があり、密な部分は場所によって濃淡がある。調査区全域

におおむね均質的に分布している。

層 黒色土。新千歳空港関連調査の 第二黒色土層（ 層） に相当する。粘性に富む。層厚は

で調査区全域に分布している。 の混在程度で ・ 層に分け、さらに 層

は黒色の濃度によって 段階に細分している部分がある。

層 黒色（ ）土に を ％と多量に含む。層厚 程度。粒子

が細かく密で均質的。しまりは中程度で粘性はやや強い。根を多く含む。

層 黒色 黒褐色（ ）粘質土。しまりはやや弱く、粘性は強い。粒子が細か

く密だが、下位はやや不均質で安定しない。層界が波状になるところも多い。

層の中で、 はより黒色味が強く均質的な部分、 は暗褐色（ ）に近い色調を

含みやや不均質な部分として土層断面図では分けている。 を色調や混入物からさらに細分し

た部分もある（図 ・ および 章）

層 暗褐色 褐色（ ）土。 層と 層の漸移層。層界は漸遷している。層厚

だが不安定である。調査区全域に分布している。しまりは中程度で、粘性は強い。黒色土やロー

ムのほか を ％程度含み、不均質である。

また 層と 層の境界付近で、赤橙色（ ）のスコリアとみられる粒子が散在するの

が確認される。樽前 降下スコリア（ ）とみられる。
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図 土層模式柱状図

図 基本土層（ 区）

調査の方法
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層 黄褐色（ ）ローム層。恵庭 降下軽石（ ）が風化作用によってローム化

した層。層厚は で、調査区全域に分布する。 層との層界はやや明瞭。しまりやや強

く、粘性に富む。 を ％含み、やや密で均質的である。

層 恵庭 降下軽石層（ ・ 年前降下）。少なくとも 以上の層厚があり調査

区全域に分布している。人力で掘削するのに労を要するほど非常に硬くしまっている。

明黄褐色 黄褐色（ ） 層界漸遷。極めてしまり強く硬い。ローム 径

の軽石をやや不均質に含む。下部はややロームが多く、非常に密である。

明褐色（ ） 明赤褐色（ ） 〔 〕密だが不均質。層界はや

や明瞭である。しまりは非常に強い。軽石の表面が赤色化している（鉄分の影響か）。

明赤褐色（ ） しまりは強い。軽石の表面が赤色化している（鉄分の影響か）。径

の軽石 径 の軽石。均質的で、やや粗である。

．遺構・遺物の分類

（ ）遺構の種類

オルイカ 遺跡では下記の遺構が検出された。遺構の記号の付け方については、オルイカ 遺跡で

使用された記号にならった。 記号等の説明 で記載したが、ここで再度掲載する。記号は下記の略

記号の頭に層界によって を付して（焼土、単独柱穴を除く）、発見順に ・ ・ ……と

番号を付した。

層界 樽前 火山灰より上層の遺構

樽前 火山灰より下層の遺構

遺構

竪穴住居跡 記号 （ ）

……掘り込みが認められ、焼土（炉）や柱穴が検出される円形や楕円形、方形の大型の遺構。

平地住居跡 記号 （ ）

……掘り込みがなく、焼土（炉）や柱穴が検出され、柱穴が方形や台形状に配置される遺構。

建物跡 （記号なし） ……炉が確認されず柱穴が規則的に配置されるもの

土壙 記号 （ ） ……用途不明の大型の穴

ピット 記号 （ ） ……いわゆる 落とし穴

杭列 （記号なし） …… 本以上の柱穴が直線状に並ぶもの

柱穴 記号 （ ）

焼土 記号 （ ）

住居等の遺構内で確認された遺構（付属遺構）は小文字で表記する。

例 樽前 より上層で検出された平地住居跡 の柱穴 番

……

遺構に準じるもの（遺物集中等）

土器集中 記号 （ ）

石器集中 記号 （ ）

フレイク・チップ集中 記号 （ ）

調査の方法



（ ）遺物の分類

．土器

分類規準は、過年度に当センターが行った千歳市周辺の発掘調査によるものとした。

群 縄文時代早期に属する土器群。

類 貝殻腹縁文・条痕文のある土器群。今回の調査では出土していない。

類 撚糸文・絡条体圧痕文・短縄文などが施される土器群。

類 東釧路 式・ 式に相当するもの。

類 コッタロ式に相当するもの。

類 中茶路式に相当するもの。

類 東釧路 式に相当するもの。

群 縄文時代前期に属する土器群

類 いわゆる縄文尖底土器。綱文土器・静内中野式に相当するもの。

類 円筒下層式・植苗式・大麻 式に相当するもの。今回の調査では出土していない。

群 縄文時代中期に属する土器群。

類 円筒上層式・萩ヶ岡 ・ 式に相当するもの。

類 円筒土器に後続する土器群。

類 天神山式（萩ヶ岡 式）に相当するもの。

類 柏木川式に相当するもの。

類 北筒 式（トコロ 類）に相当するもの。

群 縄文時代後期に属する土器群。

類 初頭 前葉の土器。余市式・タプコプ式・入江式に属するもの。

類 中葉の土器。ウサクマイ 式・手稲式・ 澗式に属するもの。今回出土していない。

類 後葉の土器。堂林式・ 三ツ谷式 ・御殿山式に属するもの。今回の調査では出土していない。

群 縄文時代晩期に属する土器群。

類 大洞 ・ 式に属するもの。

類 大洞 ・ 式に属するもの。

類 大洞 ・ 式・タンネトウ 式に属するもの。

群 続縄文時代に属する土器群。

群 擦文時代に属する土器群。今回の調査では出土していない。

オルイカ 遺跡出土土器の主体時期の一つである 群 類後半から 類にかけては、その境界

の微妙な段階を含んでおり、該期における分類は困難であった。本報告書では、口縁部の特徴を見て

群 類萩ヶ岡 式よりも 群 類天神山式（萩ヶ岡 式）に属するものの方が圧倒的に多いと

みられることから、分類上は胴部破片なども含めてすべて 群 類にまとめていることを断わっ

ておく。

．土製品

三角形土製品 縄文土器片を再利用して、周縁部または上面を調整して三角錐形に加工した土製品。

大きさは 程度である。縄文時代中期 後期前葉の東北地方と北海道南部から石狩低地帯にか

けて分布する。
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．石器・石製品など

石器などは、 石材 と 製作技術 により、 剥片石器群 、 磨製石器群 、 礫石器

群 に分類した。剥片石器群は、黒曜石・頁岩などを石材とし、主に剥離調整により製作したもので

ある。磨製石器群は、緑色泥岩・泥岩・蛇紋岩などを石材とし、主に研磨調整により製作されたもの

である。礫石器群は、原則的に剥片・磨製石器群以外の石材を用いたものである。これらはさらに人

為的行為の有無によって分類した。

剥片石器群

何らかの目的のもとに人為的行為を受けた痕跡のあるもの

石鏃

石槍またはナイフ

石錐

つまみ付きナイフ

スクレイパー

フレイク・ フレイク

石製品

イ 製作過程などで生じたもの

石核

フレイク（剥片）、フレイク・チップ（比較的小さな砕片）

人為的行為を受けた痕跡のないもの

原石

磨製石器群

何らかの目的のもとに人為的行為を受けた痕跡のあるもの

石斧

石製品

イ 製作過程などで生じたもの

フレイク

人為的行為を受けた痕跡のないもの

原石（石材原料）

礫石器群

使用痕・加工痕のあるもの

イ 能動的な使用・加工痕のあるもの

すり石（北海道式石冠や扁平礫・断面三角形状の礫を用いたもの）

石錘

ロ 受動的な使用・加工痕のあるもの

たたき石

すり石

台石・石皿

砥石

使用痕・加工痕のないもの

礫、礫片

調査の方法



旧石器

旧石器遺物とみられる茶色の混じる黒曜石や、 層から出土した黒曜石以外の石材による石製遺物

について、まず前述の 剥片石器群 礫石器群 に分類した後、以下の器種に分類した。

なお黒曜石の細分は、当センターが調査を行っている紋別郡白滝村白滝遺跡群の整理作業で用いられ

ている呼称にならった。

器種

細石刃核 （ ）

細石刃 （ ）

両面調整石器 （ ）

彫器 （ ）

彫器削片 （ ）

掻器 （ ）

削器 （ ）

錐形石器 （ ）

石核 （ ）

細部加工剥片 （ ） 削器などの欠損品を含む

微細剥離痕の見られる剥片 （ ） 使用痕の可能性があるもの

剥片 （ ）

黒曜石の色調による細分

黒曜石 ……黒色のもの。

黒曜石 ……気泡が多く、光沢のにぶい、いわゆる梨肌のもの。

黒曜石 ……黒色を主体に茶色の混じるもの。

黒曜石 ……茶色を主体に黒色の混じるもの。

黒曜石 ……黒色を主体に紫色に近い茶色の混じるもの。網目状の模様が見られる。

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡



アイヌ文化期の遺構とその遺物

．概要

層上面では、調査開始当初から灰を多く含む焼土が ヵ所以上検出され、包含層の ％調査を行

う中で、アイヌ文化期の遺構の検出に努めて調査を進めた。

図 アイヌ文化期の遺構位置図



調査の結果、柱穴が合計 基と焼土が合計 ヵ所検出された。柱穴や焼土の組み合わせにより、

現地調査中に建物跡などの遺構を確認した。その結果、平地住居跡 軒（うち炉が ヵ所・柱穴

基）・建物跡 棟（柱穴 基）・杭列 列（柱穴 基）を認定し、単独柱穴は 基、住居の炉以外の

単独焼土は ヵ所となった。

平地住居跡はアイヌ文化期の チセ である。 程度の厚みをもった炉（アペオイ）があり、灰

と焼土が重なっている。炉の上部には、炭化材に混じって多量の魚骨や植物種子を含むものがある。

炉の周囲から 本の柱穴が検出されている。径は のものが多く、確認された深さは

程度のものが多い。柱穴は先端が尖っており、打ち込まれたことがわかる。また先端付近が斜方

向に削られ面取りしていた跡が多くみられる。建物跡はやや太い柱穴（ ）で構成されている

ものがある。アイヌ文化期の建物は、倉庫（プ）・熊送りのために飼育されている小熊の檻（ヘペレ

セッ）・便所（アシンル）などが考えられる。杭列は 本以上の柱穴が直線状に並んでおり、儀礼の

場としての遺構や、柵などの実用的なものなどが考えられる。

遺物は鉄製品 点（破片で 点）、銅製品 点、礫 点が炉の周りから出土している。鉄製品は刀子

や釘状のものなどが出土している。礫は楕円体の小礫が多い。ほかに骨片などが出土している。

．平地住居跡 （図 表 図版 ）

（ ）平地住居跡 〔 〕

位置 ・ 、 ・ 、 ・ 標高

規模 〔全体〕 〔主体部〕

長軸方向

確認・調査 を重機で除去した段階で暗灰褐色の楕円形プランを確認し、焼土と判断した。

層上面を精査したところ、焼土の輪郭が明瞭になった。焼土の南東側で鉄製品が ヵ所から出土し、

さらに骨片が出土した。焼土を半截し、断面を観察した。焼土の土壌はすべて回収しフローテーショ

ン処理した。この時点では柱穴は検出されず、屋外炉の可能性も想定しながら調査を進めた。遺物取

り上げ後、 層の上面から浅く掘り下げたところ、小さな丸い の集まりや周囲と比較して非常

にやわらかい土壌が数ヵ所確認され、半截および断面観察を行った。断面が曲線状になる根穴も多く、

明確に柱穴と判断できる状況ではなかった。さらに 層上面まで掘り下げたところ、柱穴とみられる

小さな丸い黒色土の範囲が ヵ所以上確認され、半截および断面観察を行った。また ％調査によっ

てすでに ・ 層を掘り下げた発掘区（ ）からも同様の遺構が検出された。断面の形状など

から 基を柱穴と判断した。

以上の結果から、焼土と周囲の柱穴によって構成される平地住居跡と認定した。

壁 平地住居のため掘り込みや壁は確認できなかったが、西端に壁の施設跡を思わせる、色調の変化

する部分が検出された（図 上方の 根 ）。

付属遺構 焼土 ヵ所および柱穴 基を確認した。

〔炉〕 規模 被熱層 層上面 下位

断面がレンズ状に厚く堆積した大型の地床炉。主体部（母屋）の中央よりやや西寄りに位置する。

層界は非常に明瞭で、 上面は炭化材が散在する黒色土と灰の混じる層、 中央部は骨片等の微細遺

物を多く含む灰が密に厚く堆積し、 その下に非常に明度の高い赤褐色の焼土が厚く堆積する。堆積

のあり方は、オルイカ 遺跡の平地住居跡では最もよく見られるパターンである。周囲に炉を囲う施

設などの痕跡はなかった。
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図 平地住居跡 〔 〕

アイヌ文化期の遺構とその遺物



〔柱穴〕

層で 基、 層で 基、 層上面で 基の柱穴を検出した。径 で先端が尖っている柱穴

が多い。このうち主体部（母屋）を直接構成するとみられる柱穴は 基（ ・ ・ ・ ・

・ ）である。角の柱穴は深く打ち込まれているものがある（ ・ ・ ）。また別棟の施設

と考えられる柱穴は 基確認した（ ・ ・ ・ ）。これらは径が細く、打ち込みは浅い。さ

らに炉の周辺から 基の柱穴が検出された。このうち ・ は炉をはさんで住居跡の長軸方向

に位置し、径が太く非常に深く打ち込まれている。それ以外に住居跡の外側に何らかの関連が考えら

れる柱穴が 基（ ・ ・ ・ ）あるが、 を除き根穴の可能性もある。

遺物出土状況 鉄製品 点（破片点数）、地床炉の南 西側から礫 点が出土した。鉄製品は刀子で、

の上面から 点、その南東から 点が出土し、接合した。礫は小型で長楕円形を呈す。住居

跡の南東角にあたる場所から、哺乳類の四肢骨と見られる骨片が出土した。遺存状況は悪い。

また、フローテーションにより魚骨片や微小な貝、植物種子が多量に得られている（ 章 ）。

時期 検出層位および遺構の構成から、 年以前の近世アイヌ文化期とみられる。また 直下

で炉が検出されたことから、少なくとも平地住居跡 の時期よりは古くはならないと考えられる。

表 平地住居跡 柱穴一覧

（ ）平地住居跡 〔 〕

位置 ・ 、 ・ ・ 、 ・ ・ 標高 付近

規模 〔全体〕 〔主体部〕

長軸方向

確認・調査 層上面を精査したところ、暗灰褐色の形の整った楕円形プランを確認し、焼土と判断

した。焼土は半截し、断面を観察した。土壌はすべて回収しフローテーション処理した。焼土の南東

側で鉄製品が ヵ所から出土し、さらに小型の楕円体の礫 個ほどが焼土を取り囲むようにほぼ同一

平面上で出土した。この時点では柱穴は検出されなかったが、平地住居跡を想定しながら調査を進め

た。遺物を残しながら 層を浅く掘り下げたところ、周囲と比較して非常にやわらかい土壌が数ヵ所

確認された。さらに 層上面まで掘り下げたところ、柱穴とみられる小さな丸い黒色土の範囲が ヵ

所以上確認され、全体の検出状況を撮影した。その後柱穴と見られる遺構の半截および断面観察を行っ

た。断面の形状などから、その後に検出されたものを含めて 基を柱穴と判断した。

以上の結果から、焼土と周囲の柱穴によって構成される平地住居跡と認定した。遺跡内で最も形態

の整った遺存状態の良い平地住居跡である。
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付属遺構 焼土 ヵ所および柱穴 基を確認した。

〔炉〕 規模 被熱層 層上面 層上面

断面がレンズ状に厚く堆積した大型の地床炉。主体部（母屋）の中央よりやや西寄りに位置する。

上位は炭化材が多量に混入する黒色土を主体とした層、 中央部は灰が非常に密に厚く堆積し、

その下に明度の高い赤褐色の焼土が厚く堆積する。焼土の被熱層は 層中で、 が被熱している。

堆積のあり方は他の平地住居跡と同様であるが、この地床炉は大きさ・層厚が最大級である。焼土中

に炭化材が含まれており、 年代測定の結果、 の数値が得られた（ 章 ）。

なお、この焼土に近い位置から赤褐色の薄い焼土（ ）が検出されたが、上記の炉より上

位にあることや構造が大きく異なることから、住居が廃絶された後に形成されたとみられる。

〔柱穴〕

層で 基、 層で 基、 層で 基の柱穴を検出した。径 で先端が尖っている柱穴が多

い。このうち主体部（母屋）を直接構成するとみられる柱穴は 基（ ）である。角の柱

穴は、すべて深く打ち込まれている（ ・ ・ ・ ）。それ以外でも深く打ち込まれたものが

多いことが特徴である。柱穴は住居の中央に傾斜するものが多く見られ（ ・ ・ ・

）、 外ふんばり で上部構造を支えていたようである。また、別棟の施設（出入口を兼ねた納屋）

と考えられる柱穴は 基確認した（ ・ ）。 ・ は柱を差し替えたとみられる跡

が残っている。

さらに柱穴を結んだラインの内側に併行して 基の柱穴が検出された。これは、住居の壁際に作ら

れた補助的な設備（棚など）の柱穴と考えられる。

遺物出土状況 鉄製品 点（破片で 点）、礫 点が出土した。鉄製品は刀子のほか鉤状のものが出

土している。礫は住居の壁際付近にあたる場所から出土したものが多く、中には柱穴の覆土の上部や

中部から出土するものもある。小型で長楕円体のものが多い。石材は泥岩や砂岩のほか、欠損部のあ

るメノウ質の珪岩がみられる（後述）。また住居跡の外部の東にあたる場所から、シカの頭蓋骨が出

土した（図 ）。遺存状況は悪く、歯や角の一部のみを回収した。

そのほかフローテーションにより、魚骨片や微小な貝、植物種子が多量に得られている（ 章 ）。

アイヌ文化期の遺構とその遺物

表 平地住居跡 柱穴一覧



時期 検出層位および遺構の構成から、 年以前の近世アイヌ文化期とみられる。また 層を薄く

掘り下げた位置で炉が検出されたことから、少なくとも平地住居跡 よりは古いと考えられる。

図 平地住居跡 〔 〕

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡



図 平地住居跡 〔 〕

図 平地住居跡 鉄製品・骨出土状況

アイヌ文化期の遺構とその遺物



図 平地住居跡 〔 〕

（ ）平地住居跡 〔 〕

位置 ・ 、 標高 付近

規模 〔全体〕

長軸方向

確認・調査 層上面を精査したところ、赤褐色の形の整った楕円形プランを確認し、焼土と判断し

た。焼土は半截し、断面を観察した。土壌はすべて回収しフローテーション処理した。そして焼土の

周囲から柱穴が検出された。しかし、これらの柱穴は径が大きく深いものであり正方形に近い配置を

示すことから、高床の建物跡と判断した（ 建物跡 ・ 章 ）。焼土はこの建物跡に属さないと

判断し、周辺の小柱穴の検出に努めた。その結果、 基の小柱穴と 基の太い大型の柱穴を新たに検

出した。 層上面まで掘り下げてみたところ、柱穴はこれ以上検出されなかった。

以上の結果、建物跡 と重複する、焼土と周囲の柱穴によって構成される平地住居跡と認定した。
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付属遺構 焼土 ヵ所および柱穴 基を確認した。

〔炉〕 規模 被熱層 層上面 層上面断面がレンズ状

に厚く堆積した地床炉。住居跡の中央よりやや西寄りに位置する。上位は炭化材が混入する灰混じり

の焼土、中央部より下位は明度の高い赤褐色の焼土が厚く堆積している。堆積のあり方は他の平地住

居とやや異なり、密集した灰層がなく焼土が主体となっている。焼土中に炭化材が含まれており、

年代測定の結果、 の数値が得られた（ 章 ）。

〔柱穴〕 ほか

層で 基、 ％調査を行った後の 層上面

で 基の柱穴を検出した。 ・ ・ は

径 であまり深くない小柱穴で、

・ は径が太く深い。隣接する建物跡

・ と形状が類似している。これら

も含めた建物跡 の柱穴（焼土に隣接する柱穴

を除く）を再利用して住居を構成しているものと考えられる。

遺物出土状況 礫などの遺物は出土していない。焼土内の遺物はフローテーションにより回収し、魚

骨片や微小な貝、植物種子が得られている（ 章 ）。

時期 検出層位および遺構の構成から、 年以前の近世アイヌ文化期とみられる。少なくとも建物

跡 よりは新しい、と判断できる。

（ ）平地住居跡 〔 〕

位置 ・ ・ 、 ・ ・ 標高 付近

規模 〔全体〕 〔主体部〕

長軸方向

確認・調査 層上面を精査したところ、灰褐色の不整形なプランを確認し、焼土と判断した。焼土

は半截し、断面を観察した。焼土およびその周囲は現代の立木によって大きく撹乱を受けていた。焼

土の東側にある立木の根元から、十字状に配置されているやや大型の礫群が出土した。焼土の周辺を

層まで掘り下げたところ、南 西側から 基の小柱穴が検出された。さらに範囲を広げたところ、

西側から新たに 基の柱穴を検出し、付属施設と考えられる部分を確認した。

以上の結果から、焼土と周囲の柱穴によって構成される平地住居跡と認定した。

付属遺構 焼土 ヵ所および柱穴 基を確認した。

〔炉〕 規模 被熱層 層上面 層上位

断面がレンズ状であったとみられるやや大型の地床炉である。住居跡の中央よりやや西寄りに位置

する。上位は大きく撹乱を受けて不明である。中央部は灰が非常に密に厚く堆積しており、上部は炭

化材が多く混入している。下位は明度の高い赤褐色の焼土が堆積している。被熱層は 層上面付近に

達している。堆積のあり方は他の平地住居跡と類似する。

〔柱穴〕

層で 基、 層で 基の柱穴を検出した。焼土の北 東側は撹乱により柱穴は検出されなかった。

径 で先端が尖っている柱穴が多い。全体的に浅い打ち込みである。柱穴のうち主体部（母屋）

を直接構成するとみられるものは 基（ ・ ・ ・ ）である。隅の柱穴は明確には確

認できなかった。また、納屋を構成するとみられる柱穴は 基確認した（ ・ ・ ）。

アイヌ文化期の遺構とその遺物

表 平地住居跡 柱穴一覧



遺物出土状況 礫 点が出土している。前述のとおり、十字状に配置されたやや大型の礫のほか、住

居外の南 東側から出土している。また、屋外の南東にあたる位置からやや大型の炭化材が出土した。

焼土内の遺物は北側半分についてフローテーションにより回収し、魚骨片や微小な貝、植物種子が得

られている（ 章 ）。

時期 検出層位および遺構の構成から、 年以前の近世アイヌ文化期とみられる。

表 平地住居跡 柱穴一覧

（ ）平地住居跡 〔 〕

位置 ・ 、 ・ 標高 付近

規模 〔全体〕（ ）

長軸方向

確認・調査 層上面を精査したところ、暗灰褐色の形の整った楕円形プランと明褐色の楕円形のプ

ランを確認し、それぞれ焼土と判断した。また調査区境より西側にも灰を多く含む焼土があるようで

ある（平成 年度以降の調査区）。焼土は半截し、断面を観察した。 層を薄く掘り下げたところ、

焼土の周辺から礫や鉄製品が出土した。この時点では柱穴は検出されなかった。その後焼土の周辺を

層まで掘り下げたところ、褐色の の面で ヵ所以上の黒い土壌が検出され、半截し断面を観

察した。後に確認した柱穴を含めて 基の小柱穴を確認した。

以上の結果から、焼土と周囲の柱穴によって構成される平地住居跡と認定した。ちなみに遺跡内で

最初に認定した柱穴群であり、これ以後他の住居跡の柱穴を確認するに至ったのである。

柱穴の配列は 本ずつ隣接するものや（ ・ 、 ・ 、 ・ ）直線状に並ばないものが

ある。遺構が重複しているものと考えられ、炉が ヵ所（ ヵ所？）あることから、建て替えなどが

行われたものとみられる。住居跡は南側の調査区外に続いており、次年度以降の調査によってさらに

柱穴が確認されるものとみられる。

付属遺構 焼土 ヵ所および柱穴 基を確認した。

〔炉〕 規模 被熱層 層上面 下位

断面がレンズ状の大型の地床炉である。住居跡の中央付近に位置する。 上位は炭化物を多く含む

灰混じり黒色土、 中央部は灰が非常に密に厚く堆積し、 下位は明度の高い赤褐色の焼土が堆積し

ている。堆積のあり方は他の平地住居跡と類似する。

規模 被熱層 層上面 下位

被熱層の下面がやや乱れている地床炉である。 の東側に位置する。上面レベルは

と大きな差はないが、若干 の方が高い。上位は炭化物を多く含む黒色土で、中央部以下は灰と

焼土が混じりあっている。他の炉とは若干異なる堆積をしている。 より先に放棄されたものと考

えられる。

なお焼土上位から出土した炭化材の 年代測定の結果、 の数値が得られた（ 章 ）。

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡



図 平地住居跡 〔 〕
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〔柱穴〕

層で 基、 層で 基、 層で 基の柱穴を検出した。径 で先端が尖っている柱穴が多

い。木根による撹乱を受けているところも多く確認された。柱穴のうち主体部（母屋）を構成すると

みられるものは、 ・ ・ まであるが、組み方によってさまざまな形態が考えられるた

め、南側の調査を待ちたい。 ・ 、 ・ 、 ・ はそれぞれ隣接している。北

東角の柱穴は確認できなかった。 は の下から検出された。 または調査

区外に続く焼土に関連した柱穴と考えられる。

遺物出土状況 の南側、平地住居跡の壁付近とみられる位置から、鉄製品が 点（鎌の茎

の部分・ ページ参照）出土した。また礫 点が出土している。いずれも住居跡内に散在し、焼土の

東側で 点、西側で 点出土した。焼土内の遺物はフローテーションにより回収し、魚骨片や微小な

貝、植物種子が得られている。また珪質頁岩の小破片が多量に出土している。（ 章 ）。

時期 検出層位および遺構の構成から、 年以前の近世アイヌ文化期とみられる。他の平地住居（平

地住居跡 ）などと同時に存在したことが考えられる。

表 平地住居跡 柱穴一覧

（ ）平地住居跡 〔 〕

位置 ・ ・ 、 ・ ・ 、 ・ 標高 付近

規模 〔全体〕 〔主体部〕

長軸方向

確認・調査 当遺構付近は、 層上面付近まで撹乱を受けている範囲が広い。そのような中で、帯状

に受けた撹乱部の合間に赤褐色の不整形なプランを確認し、焼土と判断した。 層の調査と併行して

遺構調査を行い、柱穴とみられる丸い黒色土の範囲が ヵ所以上確認された。半截・観察の結果、

基の柱穴（ ）を確認した。当初は遺構の東側壁は のラインと考えていたが、

その中の ・ が明瞭な柱穴ではなかった。調査期間の後半で行った ラインより北東側の

調査によって新たに 基の柱穴を検出し、当遺構がこのラインにまで広がることが分かった。

以上の結果から、焼土と周囲の柱穴によって構成される平地住居跡と認定した。付属施設（入り口

をかねた納屋と考えられる）を含めて、遺跡内で最大規模である。

付属遺構 焼土 ヵ所および柱穴 基を確認した。

〔炉〕 規模 被熱層 （ 層上面 ） 層上位

住居跡の主体部の中央付近に位置する。上位の大半は大きく撹乱を受けて不明である。明度の高い

赤褐色の焼土と灰が混在して堆積している。他の平地住居跡の炉と同様の堆積であったと思われる。

〔柱穴〕

層で 基、 層で 基、 層で 基の柱穴を検出した。ただし ・ ・ は明瞭ではなく、

アイヌ文化期の遺構とその遺物
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根穴の可能性も考えられる。径 で先端が尖っている柱穴が多い。全体的にやや深い打ち込み

であったとみられる。また、住居の内側に傾斜した柱穴が多く見られ（ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ）、 外ふんばり で上部構造を支えていたものと考えられる。 は差し替えた柱穴

の跡が見られる。柱穴のうち主体部（母屋）を直接構成するものは 基（ ・ 、

は不明）である。住居跡の南東角は調査区境のため柱穴は検出されなかった。北東角の柱穴

（ ）は住居の内側に傾斜した太くしっかりしたものである。また、別棟の施設（出入口を兼

ねた納屋）と考えられる柱穴は 基確認した（ ）。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。上位が撹乱されていることによる。

時期 検出層位および遺構の構成から、 年以前の近世アイヌ文化期とみられる。

表 平地住居跡 柱穴一覧

アイヌ文化期の遺構とその遺物
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（ ）平地住居跡 〔 〕

位置 ・ ・ 、 ・ 標高 付近

規模 〔全体〕 長軸方向

確認・調査 当初設定した調査区（ ライン）の北東側の 層上面に、暗灰褐色の形の整った楕円

形プランを確認し、焼土と判断した。 ラインより南西側の 層を浅く掘り下げたところ、焼土の

西 南側で小型の楕円体の礫がややまとまって出土した。さらに 層上面まで掘り下げたところ、柱

穴とみられる小さな丸い黒色土の範囲が ヵ所確認され、半截および断面観察を行い、柱穴と判断した。

その後 ラインより北東の調査を開始し、 層上面まで掘り下げたところ、柱穴とみられる小さ

な丸い黒色土の範囲が ヵ所以上確認された。その後柱穴と見られる遺構の半截および断面観察を

行った。断面の形状などから、その後に検出されたものを含めて 基を柱穴と判断した。

以上の結果から、焼土と周囲の柱穴によって構成される平地住居跡と認定した。なお、他の平地住

居跡の長軸がほぼ東西になっているのに対し、この平地住居跡の長軸方向は大きく異なっている。

付属遺構 焼土 ヵ所および柱穴 基を確認した。

〔炉〕 規模 被熱層 層上面 層中

断面がレンズ状に厚く堆積した大型の地床炉。主体部（母屋）の中央よりやや西寄りに位置する。

上位は炭化材が多量に混入する黒色土を主体とした層、 中央部は灰が非常に密に厚く堆積し、

その下に明度の高い赤褐色の焼土が厚く堆積する。焼土の被熱層は 層の中で、 が被熱してい

る。堆積のあり方は他の平地住居と同様であるが、この地床炉は大きさ・層厚が最大規模である。

〔柱穴〕

層で 基、 層で 基の柱穴を検出した。径 で先端が尖っている柱穴が多い。このうち

主体部（母屋）を直接構成するとみられる柱穴は 基（ ・ ・ ）である。東

および西角の柱穴は不明であった。住居の中央に傾斜するものが多く見られ（ ・ ・

）、 外ふんばり で上部構造を支えていたようである。また、主体部の南西側に柱穴が 基

（ ・ ）検出され、別棟の施設があった可能性があるが、付近に大きな撹乱部があり不明で

ある。 ・ ・ は柱を差し替えたと見られる跡が覆土に残っている。

遺物出土状況 鉄製品 点、礫 点が出土した。鉄製品は鉤状のものが出土している（ 参照）。

礫は住居の西壁際付近にあたる場所から出土したものが多い。小型で長楕円形を呈しているものが多

い。またフローテーションにより、魚骨片や微小な貝、植物種子が多量に得られている（ 章 ）。

特に焼土上面に魚骨が多く、椎骨がつながった状態で残存していたサケ科の骨もみられた。

時期 検出層位および遺構の構成から、 年以前の近世アイヌ文化期とみられる。

（阿部）

表 平地住居跡 柱穴一覧

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡
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（ ）平地住居跡から出土した遺物

層の遺構である平地住居跡 とその周辺からは、鉄製品 点（破片で 点）と銅製品 点、

礫が 点出土した。このうち鉄製品と礫について掲載する。

．鉄製品〔図 表 図版 〕

点（ ）を除き、すべて平地住居跡の一角から出土している。また例外の 点も 層上面で検

出された焼土（ ・ ・ ・ ）付近から出土しており、平地住居跡に関連するものと思われる。各

鉄製品ともまとまって出土する状況ではなく、破片が単独で少数出土する傾向にある。いずれもアイ

ヌ文化期のものとみられる。

は 出土の遺物である。 は剃刀状の刀子である。完形品で鞘部の長さは である。

線による観察では刃部は長さ である。 は 出土の遺物である。 は棒状で断面が台

形状である。なにかの茎部であろう。 は劣化が著しい器種不明の棒状鉄片である。 は刀子の完形

品で刃の長さは である。 線による観察では刃部中央に使用による減りがみられる。茎部は破

損する。 は鈎状製品の折損品である。茎の端部が折れ曲がり、つぶれがみられることから、たたき

整形されたものであろうか。 は 出土の遺物である。鉄鎌であろう。刃部と柄部の屈曲部で、

刃部は損傷する。口金は伴わない。 は 出土の遺物である。鈎状製品の破片で、先端部と茎

部は損傷する。 は同一個体の刀子片で包含層から出土している。

以上の計 点の鉄製品が出土している。

遺物は ニッテツ・ファイン・プロダクツに依頼して保存処理を行った。脱塩方法は ％水酸化

リチウム・アルコール溶液に 日浸漬、強化は を樹脂含浸に使用した。また、 か

ら出土した の刀子と、 から出土した の鈎状製品、そして から出土した の鈎状製

品について分析調査を行った。その調査の項目は外観観察、組織観察と による鉱物相の観察

である。また の鈎状製品については当該期の基礎資料として、オルイカ 遺跡の鈎状製品とともに、

成分分析もあわせて実施したので、両報告書であわせて検討されたい。

分析の結果、 から出土した の刀子については鞘の一部が銅製であることが判明した。鞘

は銅、木質、繊維で多重に形成されている。

（冨永）

表 金属製品一覧

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡
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．礫

礫 点を掲載した。内訳は平地住居跡 が 点、平地住居跡 が 点、平地住居跡 が 点、平地

住居跡 が 点、平地住居跡 が 点である。平地住居跡 の礫は大型のものが多いが、それ以外は

全体的に長さ 前後、幅 前後の長楕円体のものが多く、大きさ 形とも整っている。川原石の

ように、角が取れ表面が平滑なものが多い。石材は珪岩・砂岩・泥岩・安山岩・メノウ・チャートな

どさまざまである。また水晶や珪化木もみられる。中には製品も含まれており、軽石製のすり石（ ）

や棒状礫を素材とするたたき石（ ）などがある。また灰白色を呈するメノウや珪岩は、角が欠けて

いるものがみられる（ ほか）。金属製品と叩き合わせた 火打石 であることが考えられる。

図 平地住居跡出土の礫

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡
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表 平地住居跡出土掲載礫石器一覧
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．建物跡 （図 ・ 表 図版 ）

（ ）建物跡

位置 ・

規模 〔全体〕

〔柱穴間距離〕 、 、 、

、 、 、

、 、 、

長軸方向

確認・調査 平地住居跡 の南側、平地住居跡 の東側に位置する。

層上面を精査したところ、焼土（ ）が検出され、その周囲から小さな丸い の集

まりや周囲と比較して非常にやわらかい土壌が ヵ所確認され（ ・ ・ ・ にあたる）、

半截および断面観察を行った。当初これらの遺構は、 のほか表土に類似するような土壌が含ま

れていたことや、現代の倉庫跡があった付近であることから、現代の柱穴であると考えていた。

その後すでに ％調査で 層上面まで掘り下げた発掘区（ ）から検出されたものも含めて

新たに 基の柱穴を確認し、その結果 基の柱穴が正方形に近い配置になった。柱穴は径 と

太く、深さ 程になるほど深く打ち込まれている。柱穴の先端はやや尖っており、先端付近の

側面は面取りしてあった跡が見られる。

層の調査が進むにつれて、平地住居跡が確認されていく中でこの柱穴群の見直しを行った。これ

らの柱穴の覆土は、平地住居跡の柱穴の覆土と同様に崩れやすい黒色土であった。また柱穴の配置は、

正方形に近いものの柱穴間距離が正確には等しくないことから、これらの柱穴群は現代ではなく 層

の遺構と判断した。

時期・性格 柱穴群は、 層上面付近からの掘り込みをもつ、 年以前の近世アイヌ文化期の建物

跡と考えられる。また柱穴が太く深く打ち込まれていることから、高床の倉庫（あるいは小熊を飼育

する檻）であったと考えられる。

建物跡内の 層上面付近で検出された炉跡は、すぐ隣に太い大型の柱穴があることや長軸方向が若

干異なることから、建物跡 とは別の遺構（平地住居跡 ）に属するものと思われる。また建物跡 ・

とは形状、規模、方向等が異なっているので、建物跡 ・ とは、性格の異なる建物跡である可能

性がある。 （阿部）

表 建物跡 柱穴一覧

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡
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（ ）建物跡

位置 ・ ・

規模 〔全体〕

〔柱穴間距離〕 、 、 、

、 、

長軸方向

確認・調査 建物跡 は、調査区の南東側、平地住居跡 （ ）の約 北東側に位置する。

北西辺約 、南東辺約 、北東・南西辺約 の長方形状の平面形である。柱穴は、北西辺

と南東辺に各 基ずつ計 基確認された。その径はほぼ 前後で、やや尖った底をして直立してい

る。先端部付近は角柱状に面取りされ、杭状に作られている。建物跡 周辺の ・ 層の層厚はそれ

ぞれ ほどであることから、柱穴は の深さがあり、とくに ・ は約 、約

と他にくらべて深くしっかり打ち込まれている。

時期・性格 柱穴は 層上面付近で検出されたものであるが、覆土が平地住居跡の柱穴の覆土と同質

の土であることから見て、 層上面付近からの掘り込みをもつアイヌ文化期の建物跡と考えられる。

この 層上面付近では本遺構に伴うと思われる炉跡などは検出されておらず、また伴出遺物も出土し

ていないことから、平地住居跡とは別の建物跡と思われる。また建物跡 とは形状、規模、方向等が

異なっているので、建物跡 とは用途、性格の違う建物跡と考えられる。

（ ）建物跡

位置

規模 〔全体規模（推定）〕（ ）

〔柱穴間距離〕 、

長軸方向

確認・調査 建物跡 は、調査区北側に位置する。北西側は調査区外にあるため全体は不明であるが、

約 の南辺を短辺とする長方形状の平面形を呈する建物跡と思われる。柱穴は 基検出されてい

るだけである。その径は約 前後で、 は杭状、 は底面が方形状で、面取りをした角柱状

である。 ・ の壁はともに堅く、しまっている。この周辺の ・ 層の層厚はそれぞれ約 、

約 であることから見て、柱穴は の深さをもつものと思われる。

時期・性格 柱穴は 層上面付近で検出されたものであるが、覆土は平地住居跡の柱穴の覆土や建物

跡 ・ と同質の土であることから、 層上面付近からの掘り込みをもつアイヌ文化期の建物跡と考え

られる。この 層上面付近で本遺構に伴う炉跡などは検出されてはおらず、また伴出遺物も出土して

いないことから、平地住居跡とは別の建物跡と考えられる。建物跡 とは形状、規模、方向などが異

なっているが、形状、規模は建物跡 と類似している。建物跡 と同様の用途・性格をもつ建物跡と

思われる。 （和泉田）

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡



アイヌ文化期の遺構とその遺物

図 建物跡 ・



．杭列跡 （図 表 図版 ）

層上面まで掘り下げたところ、平地住居跡 ・ の周辺から、直線上に並ぶ柱穴の列が 列ずつ

組、計 列を確認した。その位置関係から、杭列 ・ と杭列 ・ に分けて特徴を記載する。

（ ）杭列 ・

位置 区 標高 付近

規模 杭列 全長 、杭列 全長 軸方向

特徴 それぞれ径 前後の 基の柱穴が並行して並んでいる。柱間距離は西側がやや狭く東側がや

や広い。また東側の杭が浅い。 列とも直線状に並び、列の間隔は である。平地住居跡

と の間に位置するものの、杭列の方向と平地住居跡の長軸方向は若干のずれがある。

時期・性格 層から掘り込まれたと考えられることや、柱穴の形態や覆土が平地住居跡・建物跡の

柱穴と同様であることから、 年以前の近世アイヌ文化期とみられる。屋外の祭壇（チセの東側屋

外に設けられる例が多い）にあたるものかもしれない。また、杭列が平地住居跡 ・ の間にあるこ

とから、住居と杭列が同時に存在した場合は境界の地で共同に利用した柵ということも考えられる。

（ ）杭列 ・

位置 区 標高 付近

規模 杭列 全長 、杭列 全長 軸方向

特徴 それぞれ径 前後の 基の柱穴が、おおむね直線状に並んでいる。柱間距離は西側が広い。

また西側の柱穴が深い。列の間隔は ほどに接近し、杭列 と が連続しているような配置である。

平地住居跡 の南側に位置し、ほぼ並行する。

時期・性格 層から掘り込まれたと考えられることや、柱穴の形態や覆土が平地住居跡・建物跡の

柱穴と同様であることから、 年以前の近世アイヌ文化期とみられる。平地住居跡 に関連する屋

外施設（干し場など）が考えられる。一方杭列 ・ と単独柱穴 ・ とを組み合わせて、平地

住居跡 の南側にさらに平地住居跡があることも考えられたが、確認できなかった。

表 杭列 柱穴一覧

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡



図 杭列
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．柱穴 （図 表 図版 ）

平地住居跡や建物跡などから離れた地点で確認した 基の柱穴を掲載する。発掘区界の杭付近の

層で 基、 層で 基、 層で 基を検出した。柱穴の形態や覆土が平地住居跡・建物跡の柱穴と同

様で、全て 層から掘り込まれたと考えられ、 年以前の近世アイヌ文化期のものとみられる。

・ 平地住居跡 の主体部から約 西側にそれぞれ位置し、何らかの関連が想定される。

と の柱穴間距離は で、深さの差があるものの、 基の組み合わせの構造物があった

ことが考えられる。

・ 平地住居跡 の付属施設（納屋）から約 北西側にそれぞれ位置し、何らかの関連

が想定される。 と の柱穴間距離は で、 基の組み合わせの構造物があったことが考

えられる。またこの柱穴の南側に ヵ所の丸いしまりのない黒色土が検出され、 ・ と組み

合わせて方形の遺構が想定されたが、半截・観察の結果、根穴と判断した。

・ 平地住居跡 の付属施設（納屋）から約 南側にそれぞれ位置し、杭列 ・ に隣

接する。 と の柱穴間距離は で、 基の組み合わせの構造物があったことが考えられる。

また前述のとおり、杭列 ・ と組み合わせて平地住居跡 の南側にさらに平地住居跡があることも

考えられたが、確認するには至らなかった。

・ 平地住居跡 の北東角から約 離れており、杭列 に近い。 と の柱穴間

距離は で、 基の組み合わせの構造物があったことが考えられる。

・ 層で検出されたが、覆土は 層の土壌である。周辺に より上位の遺構は

検出されていない。 と の柱穴間距離は で、 基の組み合わせの構造物があったこと

が考えられる。

・ ・ ・ ・ ・ それぞれ単独で検出された柱穴である。 は若干西側に傾斜

している。 はシカの頭蓋骨が出土した付近から検出された。 は推定 にもなる深

くしっかりした柱穴であるが、周囲から柱穴は確認されなかった。

表 単独柱穴一覧

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡



図 柱穴〔 〕
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．焼土 （図 ・ 表 口絵 ）

層上面では ヵ所ほどの焼土を確認した。そのうち大型の整ったプランをもつ ヵ所の焼土は平

地住居跡の炉と認定した。ここでは、その後に検出されたものを含めて、平地住居跡の炉以外の ヵ

所の焼土を掲載した。

分布 調査区の西側の標高 付近、平地住居跡 ・ の周辺にやや大型のものを含む焼土が ヵ

所分布している。また調査区東部の標高 付近、平地住居跡 の周辺に小型の焼土が ヵ所分布

している。調査区北側には 層中で検出した小型の焼土が ヵ所ある。

構造・色調 大きさは長軸 から まであり、平面形も不整形なものが多くさまざまである。被熱

層の厚さは の薄いものがほとんどである。 ・ ・ ・ は上部からの撹乱を受けた

部分がある。また、 は木の根により移動しているものと思われる。

被熱層や堆積物から、大きく次の つの種類に分けられる。 一部被熱層があるものの灰が主体と

なっており、灰褐色を呈す部分が多いもの。炭化物を多量に含み、骨片なども見られる。（

、 は焼土中心だかこの部類に含まれる） 平地住居跡の範囲内もしくは周辺にある、

非常に明度の高い赤褐色で、小型の薄い焼土。炭化物をやや多く含む。（ ・ ・ ）

単独の不定形な小型の焼土。（ ・ ）灰褐色や明褐色、褐色など一定していない。

遺物出土状況 手取りで取り上げられるような遺物は出土していない。ただ骨片などが含まれている

焼土がみられ、微細遺物を回収するため一部の焼土（ ・ ・ ・ ）については土壌を採取

しフローテーション処理した。その結果、骨片や植物種子、礫片などが検出された（ 参照）。中

でも から銅片が検出され、平地住居跡 の炉付近で出土した銅片との関連があるものとみら

れる。

時期・性格 の時期は不明だが、それ以外は検出層位や内容から、 年以前の近世アイヌ

文化期のものと見られる。 は平地住居跡の屋外に灰が堆積するものであるが、送り場を

考えるには不十分な堆積である。 ・ ・ は検出層位から、平地住居跡が廃絶された後

に形成されたとみられる。

表 焼土一覧〔 層〕

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡



図 焼土〔 〕
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図 焼土〔 〕

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡



．フローテーションによる微細遺物の調査（図 表 図版 ）

目的と採取試料

アイヌ文化期の動物・植物利用の様相の一端を探るため、肉眼観察でも骨片や炭化物が確認できる

平地住居跡 の炉（ ）の土壌の大部分を層位別に採取した（オ ）。

また周辺で検出した焼土の一部（ ・ ・ ・ ）の土壌も採取した（オ ）。なお

土壌は約 ・約 に及んだため、多量に採取した炉の土壌の半分以上（全体の約 ％の量）に

ついては、浮遊物の顕微鏡下における選別を行わず、残渣のうち肉眼で見分けられる遺物の選別にと

どめた（オ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ のそれぞれ の試料）。

選別・同定結果

選別 同定の結果を表 ・ に示した。人工遺物は土器・石器フレイクがわずかに検出されたが、

これらは木の根などにより混入したものと思われる。ほかに金属製品、特に鉄片が多くのサンプルか

ら検出された。 ・ ・ ・ からは手取りでも鉄製品が得られているが、 の炉からもフ

ローテーションにより鉄片が回収された。特に （オ ）の試料からはやや多量に検出

され、細かい釘状の鉄製品などがみられた。また、 （オ ）の残渣試料から銅片が 点

検出され、平地住居跡 の炉付近で出土した銅片との関連があるものとみられる。

そのほか、微細な礫片が回収された。特に透明部分が含まれる剥片状の小さな礫片が多く検出され

ている。これらは珪質頁岩のチップとみられる。 および から出土した礫（手取り）の一

部に白色半透明の珪質頁岩が含まれており欠損状態などから火打石と考えられ、検出された礫片はそ

のような礫が他の道具によって打ち欠かれたチップの可能性が想定される。また上記の鉄片の一部も

このことに関連する可能性がある。

動物遺存体は、各焼土の上位 中位、黒色混じりの灰層や密で純粋な灰層から多量に検出されてい

る。種類は、哺乳類・鳥類・魚類・甲殻類・貝類など多様であり、検出量も非常に多い。同定された

動物遺存体の一覧を表 に示した。哺乳類はシカが最も多く、角や四肢骨の一部が検出されてい

る。鳥類は少ないが検出された。ガンカモ科またはカイツブリ科と推定される。魚類は圧倒的にサケ

科の骨片が多い。その部位は全体にわたっているが、特に椎骨・顎骨・歯が同定しやすいため多数確

認できた（骨格図を図 に示した）。盛んに消費している様子がうかがえる。またコイ科の魚類

も多い。ウグイとみられるものが多く含まれている。さらにチョウザメ科の鱗板や、甲殻類ではクモ

ガニ科の指節の一部とみられるものも含まれていた。これらは遠方より入手されたとみられる。貝類

では分類不明の微小貝が多量に検出されたほか、カワシンジュガイが多く見られた。手取り分も含め

て殻皮のみの検出例が多い。千歳市末広遺跡や祝梅遺跡・梅川 遺跡などでは、カワシンジュガイが

集中して置かれた範囲が多数確認されている。食料としてのみならず、穀物収穫の際の穂つみ具とし

て用いられていたことが想定されるが、出土状況には儀礼的要素があるものと思われる。

植物種子はアワ・ヒエ属といった栽培植物のほか、アカザ属・ヒシ属・マタタビ属・タラノキ属な

どが同定された。特にイネが検出されている点が注意される。一方キビ、オオムギが検出されなかっ

たことも特徴である。このほかの特徴は 章 を参照されたい。

フローテーションによって検出された人工遺物および主な自然遺物について、手取りで上げた自然

遺物を含めて図 に示した。

アイヌ文化期の遺構とその遺物



表 フローテーション結果一覧〔 層〕
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表 フローテーション結果一覧〔 層〕
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表 動物遺存体同定一覧

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡



図 サケ骨格図

フローテーションなどにより検出された遺物（図 表 図版 ・ ）

はガラス玉とみられる遺物である。径 前後の非常に小型の玉。 ・ には光沢が見られ

る。また、 については外面に青い彩色が見られると観察された（第 調査部第 調査課花岡正光）。

は貝輪の一部と考えられる。貝殻は厚みがあり、腹縁の摩滅が激しく、被熱している。貝内側の

前閉殻節痕のカーブに特徴があり、タマキガイ科と同定された。図では同科のベンケイガイで全体の

形をとったが、エゾタマキガイの可能性もある。他遺跡での出土例では、どちらも貝輪の材料となっ

ている。

は骨角器およびその未製品。 は側面を面取りし、さらに先端を尖らせるように削っている。

また先端から ほどのところで左右に切痕がみられる。何らかの道具の製作途中であった未製品

と考えられる。なお素材は陸棲の獣骨とみられる。 は縦に浅い溝のある骨角器。矢柄である可能性

が考えられる。素材はシカの中（手）足骨で、シカならではの骨幹の縦溝の角を生かして作っている。

製品の溝は、骨幹内側の自然面がそのまま使われている。 は銛頭の先頭部とみられる骨角器。虻田

町入江貝塚出土の骨角製銛頭に類似するものがある。先端部と両側縁に欠損部がある。非常に扁平で

ある。表面の凹凸を削りだしている点や反対の面のボソボソした質感から、鹿角製であるとみられる。

は鹿角。 は平地住居跡 の炉の上面から手取りで回収したもの。明瞭な加工痕は認められ

なかった。なお同遺構上面からは、サケ科とみられる骨が椎骨や肋骨のつながった状態で出土してい

る。 ・ の鹿角には切痕がある。 は表面のほか内側にも切痕が多い。表面に傷がある。 は二ヵ

所の切痕がみられる。いずれも鹿角製品製作の際の第 次加工に関する遺物と考えられる。

はイヌ科の切歯。若干の磨耗が見られるが、詳細は不明である。

・ はガンカモ科あるいはカイツブリ科の水鳥と同定された。 が脛骨、 が中足骨で部位が続

いている。中足骨は近位端の骨端がきれいに外れているので比較的若い鳥であると思われる。

はチョウザメ科の鱗板。硬く、良好な状態で検出された。

・ はカワシンジュガイの殻皮のみのもの。平地住居跡 の炉付近から出土し、手取りで採取し

た。フローテーションでも殻皮片が多く検出されている。 （阿部）
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図 フローテーションにより検出された遺物

表 フローテーションほか検出掲載遺物一覧

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡



縄文時代の遺構とその遺物

．概要

本章では、竪穴住居跡 軒、土壙 基、 ピット 基、焼土 ヵ所、土器集中 ヵ所、フレイク・

チップ集中 ヵ所、一括出土遺物 ヵ所と、その出土遺物について掲載している。

図 縄文時代の遺構位置図



遺構は、住居跡・土壙・ ピット・焼土・遺物集中・一括出土遺物の順に記載し、遺構番号順に説

明している。住居跡は、遺構図、出土遺物、事実記載を掲載している。土壙・ ピット・遺物集中・

一括出土遺物は、事実記載のあと遺構図をまとめて掲載している。また焼土は、位置・規模・色調な

どを一覧表にし、遺構図・土層断面図の前に掲載している。住居跡・土壙・ ピットはおおむね位置、

規模、確認・調査・土層、床面（壙底面）、壁、付属構築物、遺物出土状況、出土遺物、重複・新旧

関係、性格、時期の順でそれぞれ説明しており、住居跡の最後に簡略なコメントを付記している。

出土遺物は、住居跡・遺物集中など遺構種別ごとに土器・石器等を掲載している。また掲載遺物は、

遺構別に出土一覧表にして本章末にまとめて掲載している。

．竪穴住居跡 （図 ・ 表 図版 ・ ）

（ ）竪穴住居跡 〔 〕

位置 ・ ・ 標高 付近の平坦面上に位置する

規模 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

平面形 円形状か方形状 床面積 （ ）

確認・調査・土層 現代撹乱の壁面で覆土状の土の落ち込みと焼土が確認されたため、遺構を想定し

て調査を行った。撹乱に直交するように土層観察用の土手を設定し、 層、 、 層と順次掘り

下げた。 層中で 層に黄色土が混入する褐色土の落ち込みを検出した。この混合土状の土

を約 ほど堀り下げて焼土（ ）を検出した。これは撹乱の壁面で見られた焼土（ ）よ

りやや上方にある焼土である。遺構と焼土の関係を検討しつつ覆土を掘り下げ、 より約

ほど下で 層のやや堅い面が確認され、また小ピットや焼土も検出されたことから、この 層の面を

床面と判断した。本遺構は、現代撹乱を受け約 が残されているに過ぎなかった。遺物は六層に分

けて取り上げているが、堆積状態などから覆土は四層に分けることができる。覆土 層はやや粘質の

黒褐色土である（土層図 ）。覆土 層は 層に黄色土がまじる混合土状の土である（土層図 ）。

覆土 層は壁寄りの床面上に堆積する 層 層の混合土である（土層図 ）。覆土 層は床面直上

に見られる土で、覆土 層に 層がブロック状に混入する土である（土層図 ）。

床面 層を掘り込んで構築している。中央がややくぼみ、全体的に中心方向へやや傾斜している。

凹凸があり、やや軟質である。

壁 立ち上がりはややゆるやかな傾斜である。残存部の壁高は約 である。

付属構築物 〔炉跡〕床面壁寄り（ の約 西側）に 、深さ約 の浅い掘り込み

をもつ地床炉が検出されている。底面は被熱し、 の厚さの明橙色焼土が堆積している。なお

・ は当初本遺構に伴うものと考えていたが、上下関係から見て本遺構とは時期を異にするも

ので、本遺構廃棄後、一時期窪地を利用した時に残された焼土と判明した。

〔付属ピット〕小ピットは 個検出されている。 は壁より 内側にあるもので、

直立する柱穴状小ピットである。 ・ は、ほぼ中央部にある小ピットで、規模や位置などから考

えて主柱穴と思われる。ただこれらは撹乱部分で検出されたものであり、その新旧関係については判

然としない。

遺物出土状況 出土遺物総数は 点である。この内訳は土器など 点、石器など 点である。石

器などのうち 点はフレイク・チップである。床面および床面直上出土の遺物は、土器などは 点

が出土し、 群 類・ 群 類が 点、三角形土製品 点が出土している。三角形土製品は
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縄文時代の遺構とその遺物

図 竪穴住居跡 〔 〕
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図 竪穴住居跡 出土の遺物



周辺で 点、南東壁際で 点がそれぞれまとまって出土している。覆土からは、 群 類・ 群

類土器が 点、三角形土製品 点が出土している。石器などは 点出土し、このうちフレイク・

チップが 点で、 周辺で多く出土している。このほか石鏃、石皿が床面直上で、覆土から石鏃、

石斧片、たたき石、砥石、異形石器、細石刃などが出土している。

出土遺物 〔土器〕全て 群 類である。 は半截竹管状の工具による押引文または押引沈

線がえがかれている。 は横走する押引文に斜行する押引文をはさんでいる。口唇上は沈線が引かれ

ている。角形口唇で肥厚しない。包含層出土の土器（図 ） に類似する。 は横位の隆帯上を

細かく押し引いている。口唇上には絡条体圧痕がみられる。角形口唇でそれほど肥厚しない。 は貼

瘤状の隆帯に、 は縦位の隆帯上に押引文が施されている。 は口縁直下の貼付隆帯がわずかにみら

れる。 は縄文のみがみられる。 は 複節縄文が施文されている。

〔土製品〕 は三角形土製品。大きさは 前後で画一的である。すべて 群 類土器片の外

面を円錐形状になるようにすりおろしている。 は頂部を一部残している。 には稜に直交

する沈線（刻み）が施されている。 は磨滅している。

〔石器〕 は有茎凸基の石鏃。 は側縁非対称で、右かえしと基部下半を欠落する。 は茎部、

は左右かえし部を欠損する。 は両側縁が強く内湾し、つくりは粗雑である。 は石製品で、残存

部の加工・調整は丁寧である。 は扁平礫を素材とするたたき石で、左側縁に使用痕が見られる。

は扁平礫を素材とするすり石で、平坦面にすり痕とたたき痕が見られる。側縁には煤の付着があり、

被熱により破損、側縁は剥落したものと思われる。石材は が黒曜石、 ・ は安山岩である。

重複・新旧関係 他遺構と重複していない。

時期 床面および床面直上出土の土器から、 群 類土器を伴う縄文時代中期のものと思われる。

本遺構は、大半が撹乱や風倒木痕により削平されているため全体ははっきりしないが、地床炉をそ

なえた 本柱の竪穴住居跡と思われる。主柱穴状の小ピットが 個検出されており、位置から見て建

て替えが行われているものと思われる。なお は本遺構調査終了後、包含層調査中 層

上面付近で検出されたものである。当初本遺構に伴う小ピットと考えていたが、位置関係、周辺堆積

状況に若干整合性に欠けるところがあり、また は の下方に位置しており、本遺構の主柱

穴との新旧関係も明瞭でない。現時点では縄文時代中期に建て替えが行われた結果と考えておく。

．土壙 （図 ・ 表 図版 ）

（ ）土壙 〔 〕

位置 ・ ・ 標高

確認・調査・土層 の包含層調査中、 層の下層上面付近（土層図 ）で 層

上層（土層図 ・ ）の落ち込みを検出した。 ライン、 ラインに沿って土層観察用の土

手を設定し、 から順次掘り下げた。 層下に焼土があり、焼土の下には暗茶褐色土（土

層図 ）が ほど堆積していた。これを堀り下げたところ内面を上にした土器片などが多く

出土したことから、土壙として調査を行った。

壙底・壁 全体に浅い皿状である。

遺物出土状況 出土遺物総数は 点である。この内訳は土器 点、石器など 点である。出土遺物

は壙底および壙底直上付近で取り上げたものである。出土土器は 群 類・ 群 類のもの、石

器では石鏃、すり石などが出土しているが、 点がフレイクである。

縄文時代の遺構とその遺物
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図 土壙〔 〕



出土遺物 〔土器〕 は 群 類天神山式（萩ヶ岡 式）。胴部の一部が接合した。円筒状でや

や胴部が膨らむ。器壁が と厚くなっている。縦位の隆帯の一部に菱形文を設けている。稜から両

側に細かく刻んでいる。胎土に砂粒を多く含みややざらついている。内面調整はていねいである。

〔石器〕 ・ は有茎凸基の石鏃。ともに側縁非対称で、加工・調整は粗雑である。 は左かえし、

は右かえしを欠損する。 は扁平礫を素材とするすり石で、側面と平坦面にすり痕が見られる。石

材は ・ が黒曜石、 は安山岩である。

性格 不明。風倒木痕によりできた浅いくぼみを利用したものと思われる。

時期 出土遺物などから見て、 群 類土器を伴う縄文時代中期のものとみられる。

縄文時代の遺構とその遺物
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（ ）土壙 〔 〕

位置 ・ ・ 標高

規模

平面形 不整楕円形状 長軸方向

確認・調査・土層 層上面付近で黒色土の落ち込みを検出する。半截し、調査を行う。覆土を約

掘り下げ、壙底と壁の立ち上がりを検出する。覆土はほぼ一層で、 大の軽石と黄色土粒を混入す

る黒色土である。自然堆積土である。掘り込み面は 層中である。

壙底・壁 壙底は 層中にあり、凹凸がはなはだしい。壁の立ち上がりはゆるやかな傾斜であるが、

壙底同様凹凸がはなはだしい。

遺物出土状況 壙底直上で土器片 点が出土しただけである。

出土遺物 〔土器〕 は 群 類。横走する押引沈線と、縦位の隆帯上に押引文が施されている。

焼成良好である。

性格 不明。掘り込み面付近で ・ 層が高く盛り上がっていたこと、壁・壙底が粗雑であることか

ら考えると、風倒木痕の可能性がある。

時期 縄文時代中期のものか。

（ ）土壙 〔 〕

位置 ・ ・ 標高

規模

平面形 楕円形状 長軸方向

確認・調査・土層 層上面で黒色土の落ち込みを検出する。半截し、調査を行う。覆土を約 ほ

ど堀り下げ、壙底と壁の立ち上がりを検出する。覆土はほぼ一層で、黄色土粒がわずかに混入する黒

色土である。全体に粒子が細かく、堅くしまっている。自然堆積土である。堀り込み面は 層中である。

壙底・壁 壙底は 層中にあり、堅いが、凹凸がはなはだしい。壁の立ち上がりは緩やかな傾斜である。

遺物出土状況 覆土中から土器片が 点出土しただけである。

出土遺物 〔土器〕 は 群 類。縄文のみがみられる。焼成良好である。

性格 不明。掘り込み面付近で ・ 層が盛り上がっており、風倒木痕の可能性がある。

時期 縄文時代中期のものと思われる。

（ ）土壙 〔 〕

位置 ・ ・ 標高 付近

規模

平面形 不定形。 長軸方向

確認・調査・土層 層上面で黒色土の落ち込みを検出する。半截し、調査を行う。覆土を約 ほ

ど掘り下げ、壙底と壁の立ち上がりを検出する。覆土はほぼ一層で、黄色土粒がわずかに混入する黒

色土である。上層は粒子細かく、堅くしまっているが、下層はややボロボロした土である。自然堆積

土である。掘り込み面は 層中である。

壙底・壁 壙底は 層中にあり、凹凸がはなはだしい。堅い。壁の立ち上がりはゆるやかな傾斜で、

壙底同様凹凸がはなはだしい。

遺物出土状況 覆土中から 群 類の土器片が 点出土している。

性格 不明。掘り込み面付近で、 ・ 層が盛り上がっており、風倒木痕の可能性がある。

時期 縄文時代中期のものと思われる。
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． ピット （図 図版 ）

（ ） ピット 〔 〕

位置 標高 付近 規模

平面形 溝状 長軸方向

確認・調査・土層 層上面で褐色土と黄色土の混合土の落ち込みを検出。短軸で半截し、調査を行

う。覆土は一層で、褐色土 黄色土の軟質でボソボソした混合土である。

壙底・壁 壙底は 層中にあり、ほぼ平坦。壁の立ち上がりは、長軸方向の北東側がゆるやかで、他

は急傾斜である。全体に凹凸がはなはだしい。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時期 縄文時代

（ ） ピット 〔 〕

位置 標高 付近 規模

平面形 溝状 長軸方向

確認・調査・土層 層上面で褐色土と黄色土の混合土の落ち込みを検出。短軸で半截し、調査を行

う。覆土は一層で、褐色土 黄色土のボソボソした混合土である。

壙底・壁 壙底は 層中にあり、ほぼ平坦。壁の立ち上がりは、長軸方向の南側がゆるやかで、他は

急傾斜である。全体に凹凸がはなはだしい。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時期 縄文時代

（ ） ピット 〔 〕

位置 標高 付近 規模 （ ）

平面形 溝状 長軸方向

確認・調査・土層 層上面で楕円形状の暗褐色土の落ち込みを検出。東西方向で半截し、

ほど掘り下げたところで、黄色土が混じるやや堅い暗褐色土の溝状の落ち込みを検出した。覆土は黄

色土がまじる暗褐色土で、やや堅い土である。

壙底・壁 壙底は 層中にあり、中央部がくぼむ。壁の立ち上がりは全体にゆるやかな傾斜である。

全体に凹凸がはなはだしい。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時期 縄文時代

（ ） ピット 〔 〕

位置 標高 付近 規模

平面形 溝状 長軸方向

確認・調査・土層 層上面で褐色土の落ち込みを検出。短軸で半截し、調査を行う。覆土は褐色土

に黄色土がまじり合った軟質でボソボソした土で、壙底直上にはやや堅い暗褐色土が薄く見られた。

壙底・壁 壙底は 層中にあり、北西側からゆるやかに傾斜し、南東側が深く落ち込んでいる。壁の

立ち上がりは長軸方向の北西側がゆるやか、他は垂直的である。全体に凹凸がはなはだしい。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時期 縄文時代

縄文時代の遺構とその遺物



（ ） ピット 〔 〕

位置 標高 付近 規模

平面形 溝状 長軸方向

確認・調査・土層 層上面で暗褐色土の落ち込みを検出。短軸で半截し、調査を行う。覆土は、上

層が黄色土粒まじりの暗褐色土、下層は暗黄色土で、全体にボソボソしている。

壙底・壁 壙底は 層中にあり、中央部がややくぼんでいる。壁の立ち上がりは長軸方向の西側がゆ

るやか、他はほぼ垂直である。全体に凹凸がはなはだしく、粗雑で、木の根状の痕跡がうかがえる。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時期 縄文時代

（ ） ピット 〔 〕

位置 ・ 標高 規模

平面形 溝状 長軸方向

確認・調査・土層 層上面で褐色土の落ち込みを検出。短軸で半截し、調査を行う。覆土は一層で、

黄色土粒がわずかにまじる褐色土で、ボソボソしている。

壙底・壁 壙底は 層中にあり、波状を呈する。壁の立ち上がりはゆるやかな傾斜である。全体に凹

凸がはなはだしく、粗雑で、木の根状の痕跡がうかがえる。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時期 縄文時代

（ ） ピット 〔 〕

位置 標高 付近 規模

平面形 溝状 長軸方向

確認・調査・土層 層上面で暗黄色土まじりの暗褐色土の落ち込みを検出。短軸で半截し、調査を

行う。覆土は、上層が暗褐色土 暗黄色土、下層は暗黄色土で、壙底直上には、暗黄色土まじりの褐

色土が薄く見られた。全体にボソボソした土である。

壙底・壁 壙底は 層中にあり、ほぼ平坦である。壁の立ち上がりは急傾斜である。全体に凹凸がは

なはだしい。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時期 縄文時代

（ ） ピット 〔 〕

位置 標高 付近 規模

平面形 溝状 長軸方向

確認・調査・土層 層上面で黄色土まじりの暗褐色土の落ち込みを検出。短軸で半截し、調査を行

う。覆土は黄色土まじりの暗褐色土であるが、暗黄色土が間層に見られる。全体に軟質で、ボソボソ

しており、とくに壁際が激しい。

壙底・壁 壙底は 層中にあり、北西から南東へゆるやかに傾斜している。壁の立ち上がりは全体的

に急傾斜で、南東壁は若干オーバーハングしている。全体に凹凸がはなはだしく、粗雑である。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時期 縄文時代
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縄文時代の遺構とその遺物

図 ピット〔 〕



．焼土 （図 表 ・ ・ ・ 口絵 ）

ここで取り上げた焼土は、 層・ 層中で検出されたものである。検出された焼土の総数は ヵ所

である。このうち 層中の焼土は だけで、他はすべて 層中で検出された焼土である。報告

にあたっては、全体の状況、傾向について記述し、個々の位置・検出層位・規模・形状・色調などに

ついては一覧表にして掲載した。なお検出層位は、 が 層上面付近、 が 層上層、 が

層下層、 は 層直上付近、と区別している。

分布 層上面は標高 で、東から西へゆるやかに傾斜している。 以外の焼土は

すべて 層中（ は 層中の木の根痕中に見られるもの）で検出されたもので、その分布に大き

く四つ程のまとまりが見られる。即ち 周辺、 周辺、 周辺、 周

辺である。また 周辺、 周辺、 周辺にもいくつかの焼土がある。検出層位との

関係をみると、 は 、 ・ は 、 は 、がそれぞれ多いように見受けられる。

構造 平面形は、円形・楕円形・方形・長方形・ひょうたん形・不整形など多種多様で、輪郭が不明

瞭なものも多い。また風倒木痕により移動・変形しているものも多い。このため規模など明確に把握

し難い状態を呈している。規模は、長径 まで種々あるが、 のものが多いよ

うである。断面形はレンズ状のものが多く、中には波状・椀状のものも見られる。層厚は最大

で、 のものが多い。また層界は不明瞭なものが多い。明瞭・やや明瞭なものは カ所

で、全体の約 ％に過ぎず、検出層位では のものが大半を占め、分布的には先述の 、 のもの

に多く見受けられる。

色調 色調は大きく二つに分けることができる。イ明橙色あるいは赤褐色の焼土で、混在物が少なく、

粒子細かく、粘性度が高く、鮮やかな色調である。ロ暗橙黄色あるいは暗黄橙色の焼土で、暗褐色土

や褐色土がまじり合うものが多い。なお若干（ ヵ所）ではあるが粘質できれいな黄色系の焼土も見

られる。このような色調による分布、検出層位などに違いは見られない。イは全体の約 ％、ロが約

％を占めている。暗褐色土や褐色土がまじらない明橙色、赤褐色、暗黄橙色の焼土は強度の火熱を

受け、原位置を保っているものと考えられる。

遺物出土状況 焼土中あるいは焼土直上付近から遺物は出土しているが、まとまった出土状態ではな

い。土器では 群 類のものなどが出土しており、 では三角形土製品、 では 群

類土器片が出土している。石器では礫片、剥片がわずかに出土している。

出土遺物 〔土器〕 は東釧路 式。橙色に近く、被熱しているものとみられる。焼土周辺からも東

釧路 式がまとまって出土している。 は 群 類天神山式（萩ヶ岡 式）。 は口唇上か

ら肥厚する口縁にかけて細かく沈線（刻み）が施されている。口縁下には横走する押引沈線がみられ

る。内面はていねいに調整されている。 にも口唇上から口縁にかけて細かく沈線（刻み）が施され

ている。 には横走する押引文が見られる。 は内面調整がややていねいに行われている。

〔土製品〕 は三角形土製品。 群 類土器片を再利用し、三角錐形になるように三辺を擦っている。

端部は欠損している。

時期 層中で検出された焼土は、検出層位や周辺包含層出土の遺物などから見て縄文時代中期 後

期に形成されたものと思われる。

なお分布と検出層位の関係から見て、 が 、 が 、 ・ が という大雑把な新旧関

係と移動の痕跡をたどることができる。おそらく生活の場として短期間利用されていたものと思われ

る。
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縄文時代の遺構とその遺物

表 焼土一覧〔 層〕
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縄文時代の遺構とその遺物

図 焼土〔 〕
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図 焼土〔 〕



．遺物集中 （図 表 図版 ）

（ ）土器集中

土器集中 〔 〕

位置 ・ 標高 規模 平面形 楕円形状

確認・調査 の 層調査中、下位で楕円形状に広がる土器片の集中域が検出された。土器は

そのほとんど全てが細かく破砕された状態で出土した。そのため、遺物集中範囲のみを記録して（図

）まとめてとり上げた。集中域はいくつかの小さな塊が集合したものである。検出レベルは平

面的だが、一部 層付近にまで深く入り込んでいる。周囲の土層が乱れており、木の根による撹乱部

分が含まれている。

遺物出土状況 出土土器の総数は 点である。土器はほとんどが細片で、すべて 群 類である。

出土遺物 〔土器〕ほとんどが砕片のため器形が分かるものがなかったが、同一個体とみられるもの

が多い。図 の は 群 類。器壁が薄い。 は口唇上と内面に刺突列が施されている。 ・

の内面口唇下には横走沈線が巡る。 には横走沈線の間に刺突列が施されている。 ・ は細かい

縄文が施文されている。同一個体であり、他にも同一個体とみられるものが含まれている。

縄文時代の遺構とその遺物

図 焼土〔 〕

図 焼土出土の遺物



土器集中 〔 〕

位置 標高 規模 平面形 楕円形状

確認・調査 の包含層調査中、 層（ ）より約 ほど下の 層中（ 褐色土）

で楕円形状に広がる土器片の集中域が検出された。図 土器集中（ ）に見られるように、

のほぼ中央部に土器片の集中域が見られ、ほぼ同一レベルで焼土（ ・ ・ ）が三カ

所確認された。とくに ・ 周辺に土器片が集中するようである。焼土検出面で遺物出土状況

の写真撮影後、位置・レベルを計測して取り上げた。

遺物出土状況 出土遺物総数は 点である。この内訳は土器 点、石器 点である。土器はほとん

どが細片で、焼土検出面とその上方約 ほどの間で出土したものである。 群 類が 点出土して

いるが、大部分は 群 類土器である。また石器が含まれており、土器集中域よりやや南西寄りで石

斧が 点斜めに刃が突き刺さった状態で出土している。

出土遺物 〔土器〕 群 類のものを掲載した。すべてやや太い縄文のみが施文されている。口唇上

にも施文され、 ・ は内面にも施されている。灰黄褐色に近い色調で砂粒をやや多く含む。非常に

もろく、薄くはがれるものもある。 は底部のみ。平底で張り出さない。

〔石器〕 は棒状礫を素材とした石斧で、刃部の大半を欠損する。刃部および基部上半部に研磨痕

があり、丁寧に加工・調整している。石材は緑色泥岩である。

時期 出土土器などから見て、縄文時代後期初頭のものと思われる。

本遺構は、焼土に伴う土器集中域と見ることができ、一時期生活の場として利用されたものであろ

う。

土器集中 〔 〕

位置 標高 付近

確認・調査 の包含層調査中、 の検出面より ほど下方で、器形を保った状態

でほぼ一個体分の土器片がまとまって出土した。検出・清掃・写真撮影、実測ののち順次取り上げた。

一部に器面外面を上にしたところも見られたが、大半が内面を上にし、水平の状態で出土した。取り

上げの結果、三段に重なっていることが判明し、一番下の土器細片集中部分は検出面より ほ

どくぼんだところにあった。また各土器片の上下には土がほとんど堆積していなかった。わずかなく

ぼみ（人為的かどうかは不明）に土器片を三段に重ねて置かれたものと思われる。

遺物出土状況 出土遺物総数は 点である。これらはすべて 群 類の土器片である。また周

辺の 層およびその下方で出土した土器片 点も土器集中 で取り上げたが、これらはこの集中域

とは別の出土状況を示し、包含層出土のものに変更した。

出土遺物 〔土器〕 は 群 類。 は横走する隆帯上に細かく沈線（刻み）が施されてい

る。 は押引き沈線が 本単位で縦位・斜位に引かれている。 は口唇上から肥厚する口縁にかけて

斜方向に細かく沈線（刻み）が施されている。 は底部に近い部分。器壁が厚い。この土器がある程

度器形を保ったまま出土した土器であり、掲載した以外に同一個体のものがある。

時期 縄文時代中期のものある。

本遺構周辺で焼土が二カ所（ ・ ）検出され、その周辺でフレイク・チップの集中が確認さ

れた。 は土器集中 より ほど上方に位置しており、その周辺で多量のフレイク・チッ

プが出土している。また は土器集中 の検出面とほぼ同じ面で検出されており、周辺にフレ

イク・チップが散在していた。本遺構と同時期のものと思われる。一時期生活の場として利用された

ものであろう。
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縄文時代の遺構とその遺物

図 土器集中〔 ・ 〕
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縄文時代の遺構とその遺物

図 土器集中出土の遺物（ ）
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図 土器集中出土の遺物（ ）

図 フレイクチップ集中〔 〕



（ ）フレイク・チップ集中〔 ほか〕

包含層調査中、フレイクおよびフレイク・チップがやや多く、まとまって出土したところが ヵ所

確認された。ここではフレイクおよびフレイク・チップだけでなく、その周辺で出土した剥片石器・

磨製石器・礫石器も含めて集計し、フレイク・チップ集中として記載する。

フレイク・チップ集中 〔 〕

位置 ・ ・

検出・調査 の杭周辺、 層中で層厚 、径約 ほどの範囲にフレイク・チップ

が広がっていた。検出面は とほぼ同一面である。調査は集中域の範囲を確認し、土ごと取り

上げて水洗処理し、回収した。

遺物出土状況 出土遺物総数は 点である。この内訳はフレイク・チップが 点、 フレイク

点である。緑色泥岩のフレイク 点以外はすべて黒曜石である。

性格・時期 本集中は、 とほぼ同一面に広がっており、その広がりから見て焼土周辺での生

活面と関係するものと思われる。縄文時代中期のものと思われる。

フレイク・チップ集中 〔 〕

位置

検出・調査 の杭の南側、 層中で ほどの長円形状の浅いくぼみが検出され、

そこに堆積する 層の土の中からフレイク・チップがややまとまって出土した。

遺物出土状況 出土遺物総数は 点である。緑色泥岩の石斧片 点以外はすべて黒曜石のフレイク・

チップである。

性格・時期 浅いくぼみは風倒木痕によるもので、とくに遺構に伴うものとは考え難い。出土層位な

どから見て、縄文時代中期のものと思われる。

フレイク・チップ集中 〔 〕

位置 ・ ・

検出・調査 の杭周辺、 層上層で径約 ほどの範囲でフレイクやフレイク・チップ

の集中域が検出された。 の上方にあり、 覆土上にある焼土とほぼ同一面に広がっ

ている。

遺物出土状況 出土遺物総数は 点である。この内訳はフレイクとフレイク・チップ 点、 フレ

イク、石鏃片各 点、すり石片、たたき石片・礫片各 点ずつである。珪質頁岩のフレイク 点、他

のフレイク、フレイク・チップ、 フレイクは黒曜石である。

性格・時期 廃棄後、堆積途中の浅いくぼみが一時期生活の場として利用された際に残さ

れたものと思われる。出土層位などから見て、縄文時代中期のものと思われる。

フレイク・チップ集中 〔 〕

位置

検出・調査 層中で黒曜石のフレイク、フレイク・チップが 点出土した。とくにまとまった出

土状態ではない。

時期 出土層位などから見て、縄文時代中期のものと思われる。

縄文時代の遺構とその遺物

（和泉田）



（ ）一括出土遺物

ここで取り扱っている 漆器の塗膜 、 黒曜石原石 、 骨 は本来包含層出土の遺物として掲載す

べきであるが、出土状況・調査・取り上げ状態などから一括出土遺物として掲載することとする。

漆器の塗膜

位置 標高 付近

検出・調査 平地住居跡 （ ）周辺を掘り下げ中、 層直上で赤色の塗膜片が出土した。

周囲を精査したところ、 ほどの塗膜が出土した。

出土遺物の特徴 この赤彩遺物は椀状の木胎漆器の底部とみられ、底部の作り出しが確認できた。木

質部は一部に炭化した薄い木片が見られたものの、ほとんど残っていなかった。塗膜は残存部分が少

なかったものの、良好な状態で残っていた。塗膜はすべてピンセットで採取した。

なお蛍光 線分析によって塗膜の一部の成分分析を行ったところ、酸化鉄（ベンガラ）が塗布され

ているとの結果が出て、水銀朱は含まれていないことが判明した。

時期 出土層位や周辺出土の遺物などから見て、縄文時代晩期のものと思われる。

黒曜石原石

位置 標高 付近

検出・調査 の包含層調査中、 を除去したところで検出した。当初遺構に伴うことも

想定されたため周辺を精査し、遺構検出を行いつつ調査を行った。 層上面で本遺物の北東側に風

倒木痕が検出され、その影響を受けているものの、遺構は検出されなかった。黒曜石原石は南─北方

向に二本が水平の状態で並び、一部分が重なるような状態で出土した。

出土遺物の特徴 原石のひとつ（図 の ）は、長さ約 、幅約 、重さ約 で断面が

台形の角柱である。側面の 面は原石面そのものでややざらついている。幅の広いもう 面は、全面

が自然による古い剥離面とみられ、ざらつきが弱い。一方の端部に新しい剥離面が 面にわたってお

り、原産地から採取した際に運びやすいように調整したことが考えられる。また側面の鋭利な部分に

剥離があり、採取地または運搬の際もしくはオルイカ 遺跡の地で何らかの部分に接触して剥落した

ものと考えられる。

もうひとつの原石（図 の ）は、長さ約 、幅約 、重さは を量る。断面は台形

に近い四辺形で、側面は原石面そのままである。一方の端部に新しい剥離面があり、やはり原産地か

ら採取した際に運びやすいように調整したことが考えられる。

性格・時期 遺構に伴うものではなく、何らかの理由で二本まとめてていねいに置かれたものと思わ

れる。出土層位や周辺出土の遺物などから見て、縄文時代晩期のものと思われる。

骨片

位置 ・

検出・調査 ・ の包含層調査中、 層上面の ヵ所でそれぞれ単独出土した。遺構

に伴うことも想定されたため周辺を精査したが、遺構は検出されなかった。

出土遺物 図 の上段はシカとみられる哺乳類の下顎骨である。歯骨が 本残存していた。図

の下段は、シカの踵骨とみられる。遺存状態はやや良好であった。

時期 出土層位や周辺出土の遺物などから見て、縄文時代晩期のものと思われる。

（和泉田・阿部）
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縄文時代の遺構とその遺物

図 漆器・黒曜石原石出土状況
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縄文時代の遺構とその遺物

図 層骨片出土状況



．フローテーションによる微細遺物の調査 （表 ・ ）

目的と採取試料

微細な人工遺物の回収とともに、縄文時代各時期の動物・植物利用の一端を探るため、竪穴住居跡

の炉や、 層中で検出されたやや大型の焼土の土壌を ヵ所サンプリングし、フローテーション処理

した。なお土壌は ・約 に及んだため、多量に採取した焼土の土壌（全体の約 の量）に

ついては、残渣中の肉眼で見分けられる遺物の選別にとどめた（オ ・ ）。

選別・同定結果

全体的に、対象土壌の量の割りに検出された遺物は少なかった。

土器・石器等の微細な遺物が合計約 検出された。特に竪穴住居跡 の覆土上位に当たる

・ が多い。自然遺物では、骨片がわずかに検出され、サケ科の椎骨の一部とみられる微細な

骨片が検出されている。竪穴住居跡 の炉とその上位の焼土からは検出されなかった。また炭化物は

約 検出され、種子とみられるものが少量検出された。その中では竪穴住居跡 の覆土上位に当た

る からが多く、タデ科・ブドウ科の種子などが得られている。種子についての詳細は、 章

を参照されたい。 （阿部）

表 フローテーション結果一覧〔 層〕

表 フローテーション結果一覧〔 層〕
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表 遺構出土掲載土器一覧

表 遺構出土掲載土製品一覧

縄文時代の遺構とその遺物



表 遺構出土掲載剥片石器群一覧

表 遺構出土掲載磨製石器群一覧

表 遺構出土掲載礫石器群一覧
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旧石器の調査とその遺物

．概要

層の包含層調査中、 区の 層から出土した遺物の中に黒曜石製の細石刃が含ま

れていたことにより、調査区内に旧石器遺物が含まれていることが確認された。次いで ・

図 旧石器遺物分布図（点上げ）



区の 層中で細石刃が出土し、周辺に旧石器

遺物が広がることが予想された。以後周辺の包含

層調査においては出土石器を観察し、旧石器と考

えられるものや 層出土の石器などは残し、その

広がりの把握に努めた。茶色味を帯びた大型の黒

曜石製剥片が多く出土するようになり、中には削

器や掻器も含まれていた。そして 区の

層中で細石刃核が出土するに至った。

層の掘り下げを終えた結果、 ヵ所のま

とまりが確認され、それぞれを ブロック 、ブ

ロック とし、 層・ 層出土の旧石器とみら

れる遺物は出土地点を記録して取り上げた。その

後ブロック ・ 周辺を中心に 層を掘り下げた。

また調査区全体の旧石器遺物の広がりを把握する

ために、調査区全体を キ 状に 層上面まで掘

り下げた（図 ）。 層は非常に硬質で手堀

では掘削が困難なため、一部の区画のみスコップ

で掘削した。 層の調査の結果、旧石器ブロック

では小型の剥片などのまとまりが見られたが、

ブロック では 点も出土しなかった。そしてブロック ・ 以外では 区で細石刃が単独出

土したが、それ以外は全く出土しなかった。

また包含層の遺物として取上げた 層出土の遺物を観察したところ、出土位置・石材および剥

離調整のあり方などの検討結果から、 点を旧石器の遺物と判断した（図 ）。

旧石器とみられる石器は、ブロック が 点、ブロック が 点、それ以外の包含層中から 点

が出土した。層位別では 層中から 点、 層中から 点、 層中から 点出土しており、本来

含まれるべきローム層（ 層）中からは少なく、多くは縄文時代の遺物と混在する状態で出土したも

のである。この混在状態は、調査区全体に見られた多くの風倒木痕や、凍上現象の影響と考えられる。

（和泉田）

．ブロック （図 表 ・ ・ 図版 ）

（ ）ブロック の遺物出土状況

位置 、 、 、 、 の 層中

標高 付近の東から西に下がる緩やかな斜面上に位置する

規模

分布 平面位置・標高を記録して取上げた遺物は 点で、包含層として取上げていた中から旧石器

と判断した遺物は 点、合計 点の遺物が出土した。平面的には長軸東西方向の長楕円形にまとまっ

て出土する範囲が ヵ所あって、 層では東側から中央部にかけて、 層では主に中央部から西

側にかけて出土する傾向にある。傾斜に沿って東側から西側に移動している遺物が多く含まれている

ものと思われる。層位別では 層で 点、 層で 点、 層で 点、 層で 点出土して

おり、本来含まれるべきローム層中からの出土点数が黒色土からの出土数よりかなり少ない。

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡

図 旧石器遺物分布図（グリッド上げ）



平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡

図 ブロック 〔 〕
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遺物の種類 全 点のうち、細石刃関連が 点（細石刃 点、細石刃核 点、細石刃核ブランク

点）、掻器などの定形的石器などが 点（両面調整石器 点、彫器 点、彫器削片 点、削器 点、

錐形石器？ 点）、剥片類が 点（細部加工剥片 点、微細剥離のある剥片 点、剥片 点）、石核・

礫片が 点出土している。

主な定形的石器の分布を図示した（図 ・ ）。細石刃核は 点とも北寄りの位置から出土し

ている。細石刃核 に接合した剥片の一つは ほど南西側から出土していた。 点の細石刃核周辺

の細石刃は、出土した細石刃核とは別の母岩と判断できるものが多い。また、細石刃は東部ではほと

んど見られず、中央部から西寄りに多く出土する傾向にある。出土した細石刃核に接合する打面作出・

打面再生のスポールや側面調整剥片などが確認できなかったことなども含めて、遺跡内での細石刃核

の製作や細石刃剥離を直接示す出土状況はみられなかった。

彫器や掻器などの定形的な石器は散在する傾向にある。ただし、削器は南北のまとまりの中央部付

近からの出土が多い。 の削器はブロック の範囲から少し外れた位置で出土しているが、ここに含

めて掲載した。

石材および接合状況 使用された石材は、黒曜石 点（ ％）、頁岩 点（ ％）、珪質頁岩 点（ ％）、

メノウ（メノウ質の頁岩） 点（ ％）、泥岩 点（ ％）、砂岩 点（ ％）、その他 点で黒曜石

が圧倒的に多い。光沢があり、茶色の混じる色調が多く、原産地分析で赤石山産地の可能性が高いと

された黒曜石に類似するものも多いことから、そのほとんどが白滝産とみられるものである。黒曜石

の色調別では、黒色の 黒曜石 が ％、黒色 茶色の 黒曜石 が ％、黒色 茶色の 黒曜

石 が ％、黒色に紫色が縞状に混じる 黒曜石 が ％で、茶色の混じる黒曜石が大部分を占

めている。

石材別の石器分布を図示した（図 ）。 黒曜石 は 点で点数は少なく、やや西側の低

い範囲に偏っている傾向がある。細石刃が比較的多く、東西に約 離れて接合する例もみられる。

また剥片も同様である。 黒曜石 はブロック のほぼ全域に分布するものの、南北 つのまとま

りの中央部付近に集中している。多様な器種が出土しているが、特に北側のまとまりに細石刃核 点

が含まれている。 点出土した中で、細石刃や剥片の接合状況を 例示した。削器片の接合があり（

区・掲載番号 ）、ブロック の 区出土の削器片と折れ接合している。 黒曜石 は、

おおむね南北 つのまとまりがあり、標高のやや高い東側からも多く出土している。 点出土して

おり、 の接合例を示した。剥片の接合が多く、特に茶色味の強い 黒曜石 が母岩の ・ を

初め、同一母岩から剥離されたとみられる剥片が多数接合している。南側のまとまりと北側のまとま

りそれぞれにおいて東西方向で接合しているものが多いが、両者間で接合するものもある。黒曜石

は、出土点数が 点と少なく散在している。細石刃核（ ）が北寄りの位置に含まれており、これに

接合する細石刃が約 西側で出土している。

黒曜石以外の石材では、頁岩・珪質頁岩がやや南寄りに、メノウ（メノウ質頁岩）が広範囲に出土

している。珪質頁岩の細部加工剥片の接合例がある。泥岩の石核とそれに接合する剥片（ ）は比較

的近い位置から出土しているが、砂岩の剥片接合資料（ ）は、標高の高い側と低い側の東西 に

わたって分布するものが接合している。

年代 出土層位から、 降下年代（約 年前）より新しい後期旧石器時代に属する。

区、 層出土の小さな炭化材片の 年代の測定を依頼したところ、 の数値

を得た（ 章 ）。出土地点から、ブロック の石器群に関連があると思われる。

旧石器の調査とその遺物
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表 ブロック 出土層位別旧石器集計

図 主な旧石器遺物の分布
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図 ブロック 石材別遺物分布図
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図 ブロック 石材別遺物分布図
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図 ブロック 石材別遺物分布図

表 ブロック 出土石材別旧石器集計



（ ）ブロック 出土の旧石器 （図 表 ）

細石刃核（ ・ブランクまたは削片 ）

細石刃核 点、細石刃核のブランク（母型）または削片が 点出土し、すべて図示した。細石刃核

はいずれも札滑型である。すべて黒曜石製である。

は長さ を測る細石刃核。縄文時代中期の竪穴住居跡 の堀上土と考えられる軽石混じりの

黒色土から出土した。黒色を主体に茶色が少々混じる 黒曜石 が用いられている。甲板面は平坦

で、打点がかなり遠いところにあると考えられる。側面調整の剥離面の縁は摩滅気味であり、いわゆ

る トロトロ 状態である。細石刃剥離面は あり、 枚の剥離面がある。打面と作業面のな

す角度が に達し、作業面の頭部が潰れ、これ以上細石刃が剥離できなくなったものとみられる。

また細石刃剥離面を切る大型の剥離面が左側面に観察され、打面からの側面調整剥離により粗く加工

されている。その際の剥片 点（ ・ ・ ）が接合している（ ）。また接合はしないものの甲

板面の一部が残る剥片が出土している（ ）。再加工した結果、良好な状態で石器を得ることがで

きずに遺棄されたものと考えられる。

はやはり黒色土中から、下縁が上になった状態で出土した。黒色を主体に紫色が縞状に混じる 黒

曜石 が用いられている。甲板面は中央付近から側縁に向かって大きく褶曲している。やはり打点

は遠いところにあるとみられる。両側面はていねいに全面にわたって剥離調整されている。剥離面の

縁は よりも摩滅している。作業面には少なくとも 回の剥離痕がある。作業面の下端に細石刃が

点接合した（ ・ ）。間の細石刃は確認できなかった。打面と作業面のなす角度が に達し、細

石刃を剥離することが困難になり遺棄されたと考えられる。

も黒色土中からの出土で、作業面を上に向け突き刺さったような状態で出土した。黒色と茶色が

半々程度の 黒曜石 が用いられている。表面は全体的ににぶい色調でざらついており、被熱した

ものとみられる。一部に被熱よりも新しい剥離面がある。甲板面はほぼ平坦で、やはり打点は遠いと

ころにあるとみられる。下端部が細かく調整されているものの、両側面の剥離面は大きい。作業面は

最大 で、 枚の剥離面が観察される。打面と作業面のなす角度は で打面が潰れておらず、

まだ作業進行が可能であるものと思われる。この状態での遺棄と被熱の関係は不明である。

は黒色に茶色と赤色が混じる 黒曜石 が石材のブランクまたは削片。下端部に二次加工が観

察できる。左側面に相当する側はやや粗いながらも調整が行われており、右側面に相当する側は調整

があまり行われていない。甲板面には つの削片の剥離面があり、フィッシャーが顕著である。また

作業面に相当すべき面が大きく破損している。良好な状態で甲板面または細石刃剥離面が得られない

中で破損したものと考えられる。この間の工程を示す剥片などは出土していない。なお、甲板面には

作業面に向かう連続的な剥離の加工が観察される。

細石刃（ ）

細石刃は 点（破片点数）出土し、折れ接合したものも含め 点を図示した。すべて黒曜石製で、

接合したものや同一の細石刃核から剥離されたと考えられるものを先に掲載し（ ）、次いで黒曜

石の色調別に、黒色の 黒曜石 （ ）・黒色 茶色の 黒曜石 （ ）・黒色 茶色の

黒曜石 （ ）・黒色に縞状の紫色が混じる 黒曜石 （ ）の順に掲載した。

剥離面接合したものは ・ ・ 、 ・ 、 ・ 、 ・ 、折れ接合は ・ ・ ・ 、同一の細石刃

核から剥離されたと考えられるものは と 、 と 、 と である。表面が白く濁っており被熱し

ているとみられるものは、 ・ ・ ・ がある。 ・ ・ は剥離面の稜付近に稜に平行する細い

筋が観察される。 ・ ・ ・ は、左または右側縁に微細剥離痕が観察されるものである。

旧石器の調査とその遺物



・ ・ は三枚が剥離面接合した。 ・ は長さ調整のため切断されたものとみられる。 ・ は が打

面に近い部分と中間部が接合し ・ が剥離面接合したもの。 ・ および ・ は長さのほぼ同じ細

石刃がそれぞれ剥離面接合した。一方、 ・ ・ はそれぞれ 回の剥離で得られた細石刃を切断し

たものが折れ接合している。 ・ および ・ は、接合しないものの同一の細石刃核から剥離され、

連続した剥離過程の中で得られたと考えられるものである。 ・ は全体的ににぶい色調でざらつい

ている。細石刃核 と同様であり、この細石刃核から剥離されたものとみられる。 は青みがかっ

た縞状の筋がみられる黒曜石が素材である。 は長さが 近くに及び、作業面下端を取り込んで

いる。なお と同一の細石刃核から剥離されたと考えられる細石刃の原産地分析を依頼したところ、

十勝三股産の可能性が高いという判定が出た。白滝産を主体とする中で、 黒曜石 としたものの

一部には他の原産地の石材が含まれている可能性がある。 は断面三角形、 ・ は断面台形状で、

左右の剥離面の稜付近に稜に平行する細い筋が観察される。これらは植刃器への装着痕の可能性があ

る。また ・ ・ ・ には、左または右側縁に微細な剥離痕が観察される。また の右側縁に連続

した剥離痕がみられるが、これは細石刃核の右側縁に施された一次加工を取り込んだものである。

は非常に茶色味の強い 黒曜石 の細石刃核から剥離されたもの。末端部を欠くものの、長さ 、

幅 に及んでいる。

掲載した細石刃の計測値は、長さ （平均 ）、幅 （平均 ）、

重さ （平均 ）であるが、未掲載のものの中には のような小型に切断された細

石刃が多く含まれている。全体の平均値は、長さ 、幅 、重さ である。また主体

となるものは、長さ 、幅 、重さ で、平均値に近い。

両面調整石器（ ・ ）

欠損品を含め 点出土し、 点とも掲載した。 はやや珪質がかった頁岩が素材であり、茶褐色の

飴色のような色調を呈している。きれいな卵形の形状で、腹面・背面ともていねいに調整され、特に

全周縁部に連続した細かい加工が見られる。素材 形状とも、函館市石川 遺跡（北埋調報 ・ 年）

出土の両面調整石器に非常に類似している。 は欠損品。ポイント状の両面調整石器の中央付近と思

われる部分だけが残存していた。両面ともていねいに剥離調整されている。若干気泡の混じる光沢の

強い黒曜石が石材である。円形に近い状態で残存している。

彫器（ ）・彫器削片（ ・ 、 ）

彫器 点、彫器削片 点が確認でき、すべて図示した。また、剥片（未掲載）の中には彫器削片が

まだ含まれている可能性がある。使用された石材は、 ・ ・ が黒曜石、 ・ が頁岩、 ・ が

メノウがかった珪質頁岩である。

は茶色味の強い 黒曜石 が用いられている。左右側面調整のほか、右腹面の一部にも調整

が施されたやや厚めの剥片を素材としている。ノッチ状に加工された上端部の左端部を打面とし、左

斜位にかなり鋭角に彫刀面を作出している。彫刀面は背面側にやや偏っている。削片 枚が接合して

おり（ ）、 は 、 は 西側から出土したものである。 は小型で両面に調整を施し

素材としている。彫刀面は斜位に鋭角に作出され、側縁に続いている。彫刀面の背面側にさらに細い

樋状剥離がある。 は極暗褐色の飴色のような色調の頁岩が石材である。断面三角形である。右側縁

に調整を施しその上端部を打面として、左側縁に彫刀面が斜位に作出されている。腹面から背面側に

ねじれており、さらに左側縁下方に続いている。 は暗灰色の硬質な頁岩が石材である。背面の両側

縁および腹面右側縁に調整が施され、腹面側の基部調整は素材の打瘤を剥ぐように施されている。彫

刀面は左斜位に、腹面にほぼ直交して作出されている。 ・ は同一母岩とみられるメノウ質な頁岩
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が石材となっている。 は彫刀面が腹面から背面側にややねじれている。 は腹面下部に基部調整が

見られ、下端は尖っている。彫刀面はやや横位で背面側に傾き、左側縁の一部に続いている。 は彫

器削片。彫器の腹面側から背面側にやや反っている。素材腹面側からの細かい調整が見られる。側面

調整を行った後、初回の彫刀面を作出する際に剥離されたものとみられる。

掻器（ ）

点出土し、 点を掲載した。 ・ が黒曜石製、 が珪質頁岩や頁岩製で、すべて異なる母

岩から得られた剥片が素材となっている。背面下端の刃部形成に対応した、末端が肥大する良好な素

材が用いられているものが多い。 を除いて、腹面上端の打瘤付近に基部調整がみられる。

は大型剥片が素材である。下端刃部の調整のほか、側面に微細な剥離が連続して施されている。

は下端部の調整がていねいである。左側面が欠損している。 は彫器 ・ に類似するメノウ質に

近い珪質頁岩が用いられている。 ・ は下端の刃部付近に厚みをもつ素材が用いられている。 の

石材は、黒褐色の飴色の色調で縞状に白い節理が入る、 頁岩 としたものであるが、道北の上川

下川付近で産出する珪岩（あるいはチャート）に類似している。三角形に近い形状で、下端部のほか

左右側面にも細かい調整が施され、ラウンドスクレイパーに近い。 も同様に左右側面にも細かい調

整が施されるが、下端部の調整が主体である。

削器（ ）

点（破片含む）出土し、 点（破片 点接合）を掲載した。 は灰白色の頁岩製で、それ以外は

全て黒曜石製である。素材は両面調整体製作時の初期の大型剥片（ポイントフレイク）が多いと思わ

れる。左右側面の刃部調整を重視して削器としたが、他の面にも調整が施されているものもみられ、

多様な用途で用いられた可能性がある。また は、彫器の欠損品の可能性がある。

は背面にやや滑らかな原石面が残っている。全縁に調整が施されている。 は厚めの大型剥

片が用いられている。 は右側縁、 は左側縁の調整がていねいに行われている。 は接合した小破

片が若干被熱しているようである。非常に茶色味の強い 黒曜石 が用いられている。 は 点が

接合している。互いに近い位置で出土しているが、 層・ 層・ 層と層をまたいで接合している。

は側縁に極微細な剥離痕がみられるものの、調整があまり行われていない。 は背面と上端の

一部に原石面が残る。 は両側面がていねいに調整され、腹面下端部に微細な剥離痕が複数見られる。

は縦長剥片が素材だが、両面調整体製作時に得られた剥片と思われる。調整は左側面に見られるも

のの軽微で、鋭利な素材縁辺が使用されたものと思われる。右側面には極微細な剥離がみられ、使用

痕の可能性がある。

は側縁調整をもとに削器としたものの、彫器製作に関連があるものが含まれていると思われ

る。 ・ は腹面上端の打瘤付近に基部調整がみられる。 は上端（基部）を整え、左右側縁の剥離

調整がていねいである。 はブロック の範囲の包含層出土の破片と接合している。 は両面端部に

調整がある。

は側縁の稜線がジグザグで、調整が非常に粗い。

錐形石器？（ ）

点出土し図示した。黒曜石製で、全体的に表面がややにぶい色調であり被熱したものとみられる。

下端に被熱より新しい剥離面があり、下端を突出させている。錐形石器としたが、たまたま下端部が

剥落したものである可能性がある。

旧石器の調査とその遺物
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図 ブロック 出土の旧石器 細石刃核



旧石器の調査とその遺物

図 ブロック 出土の旧石器 細石刃核ブランク・細石刃
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図 ブロック 出土の旧石器 両面調整石器・彫器・掻器



旧石器の調査とその遺物

図 ブロック 出土の旧石器 削器
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図 ブロック 出土の旧石器 削器・石核ほか



石核および関連遺物（ ・ ）

石核としたものや関連する遺物を 点掲載した。

は硬質の泥岩製で、石核と剥片の接合資料である。原石面は平滑で、底面に相当する面が平坦に

なっている。剥片は大小 点が接合している。厚みのある側をやや細かく剥離している。 は砂岩製

で、剥片の接合資料である。平滑な原石面が大きく残っている。石核の部分が欠落しているが、関連

遺物として掲載した。大小 点の剥片が剥離面接合している。大型の原石を用いて、打面を固定し、コ

の字状に順に移動して剥離したとみられる。何らかの礫器を得ようとしたものか、剥片獲得を目的し

たものか、あるいはその両方であるのかは不明であるが、接合した一部の剥片の端部に微細な剥離が

みられるものがある。

細部加工剥片（ ）

点（破片）出土し、 点（破片で 点）掲載した。削器や掻器などの破片と考えられるものや、

二次加工の見られる剥片（ フレイク）などが含まれている。 は黒曜石、 は掻器 などに

類似するメノウに近い珪質頁岩の剥片である。

は裏面側縁から下端方向に調整を加えている際に折損したと思われ（ ）、その後に正面側の

素材末端に調整を施している（ ）。 は削器の折損品であろうか。 は大型の調整剥片が用いられ、

下端にあたる部分に細かな二次加工が連続して施されている。 は調整が粗い。彫器などの製作中

に折損したものと考えられる。

微細剥離痕のみられる剥片（ ）

点（破片点数、 剥片 扱いのものを含む）を掲載した。また未掲載の大小の剥片の中にもまだ

含まれているとみられるが、ここでは主に接合資料を掲載した。全てが黒曜石製で、鋭利な刃部に極

微細な剥離痕が連続して見られる。接触や土圧などによる摩滅も考えられ断定はできないものの、使

用痕の可能性があると思われる。

は不定形な剥片で、左右の側縁に極微細な剥離痕がある。 は微細剥離痕のあるもの同士が剥

離面接合した資料である。 は複数に折損した大型剥片のうち、 点が折れ接合したもの。 ・ ・

も折れ接合した資料である。鋭利な素材縁辺の一部に極微細な剥離痕が連続している。 は微細

剥離痕が両側縁に顕著に見られる。

剥片 接合資料（ ）

剥片は、主に両面調整体製作時に得られた初期の大型剥片から微細なチップまでさまざまで、

点が出土している。ここでは 点（破片点数で 点）の接合資料を掲載した。

・ は茶色が主体の 黒曜石 が石材で、同一母岩から得られたものと思われる。 は 点

が接合し、 はブロック 内で広域に出土した 点の剥片が接合した。 は上面と片側の側面に、

は下面に原石面が残っている。剥片は、細石刃核などの両面調整体を得るための調整剥片と考え

られる。他にも同一母岩から得られたとみられる剥片が多数出土している（図 ・黒曜石 参照）。

は黒色の黒曜石だが表面が白くにごり、被熱がはなはだしい。原産地は判定不能であった（ 章

、試料番号 ）。 と に接合した小型の剥片も若干被熱しているものとみられる。

（阿部）

旧石器の調査とその遺物
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図 ブロック 出土の旧石器 細部加工剥片・微細剥離痕のある剥片



旧石器の調査とその遺物

図 ブロック 出土の旧石器 剥片（接合資料）



．ブロック （図 ・ 表 ・ 図版 ）

位置 、 ・ 、 ・ 、 ・ の 層中

標高 付近の等高線に沿った位置にある

規模 （ ）

分布 やや散在しており、 層で 点、 層で 点、計 点全てローム層より上位の層で出土している。

ブロック と呼称するには不十分であるが、調査区外の北側の試掘坑からも白滝産黒曜石とみられ

る剥片が出土していることから、北側に続くものと見込んで名称を付した。

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡

図 ブロック 〔 〕（点上げ）



遺物 削器片 点のほかはすべて剥片である。削器片はブロック と接合したものである（図

の ）。剥片は小型のものが多い。その中でも大型の剥片を図示した（図 の ）。打面形状と

背面の剥離面構成から、両面調整体の調整剥片と考えられる。背面側の一部に原石面が残っている。

ブロック ・ 以外から出土した旧石器 （図 表 ・ 図版 ）

は調査区西部の 区、 層中から単独出土した細石刃。やや茶色の多い黒曜石の細石刃核

から剥離されている。 は錐形石器とした。断面三角形の小型の剥片が用いられ、機能部に相当す

る突出部に細かい加工がみられる。 は非常に光沢のある黒曜石が用いられている掻器である。刃

部の調整はていねいで、左側縁側が折損している。 は調整が粗い。削器などを製作中に破損した

ものと思われる。 は素材末端の刃部に調整が施された剥片。なお、 ・ は 層から出土して

おり、風倒木などの影響があるものと考えられる。

（阿部）

旧石器の調査とその遺物

表 ブロック 以外出土の層位別旧石器集計

図 ブロック 以外から出土した旧石器

（ ブロック 出土 包含層出土）



表 掲載旧石器一覧
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表 掲載旧石器一覧
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包含層の調査とその遺物

．概要

遺物包含層として調査した層位は、 と にはさまれた黒色土（ 層）と 以

下ローム層上面までの黒色 褐色土（ ・ 層）である。 層および 層は ％調査を行った後、南

東側から順次掘り下げた。その後再び南東側から 層の調査を行った。そしてその後 ライン

より北東側も同様に調査した。

包含層から出土した遺物は、総数 点である。土器・土製品 点（赤彩土器 点）、石器・

石製品・礫など 点（旧石器遺物除く）である。ただし大型の原石や漆器、骨など単独で出土し

た特殊な遺物は 一括遺物 として 章に掲載した。また鉄製品 点が 層から出土したが、遺構と

の関連性が高いため 章に掲載した。このほか、やや大型の炭化材が 層上面 中位において各所に

遺存していた。

（ ）土器・土製品の出土状況

包含層からは、 点の土器・土製品が出土した。層位ごとの内訳は、 層 点、（ 層 点、）

層 点、 層 点、 層 点で、特に 層からの出土が多い。また時期分類ごとでは、

縄文時代早期後半の 群 類が 点、前期前半の 群 類がわずかに 点、中期後半の 群 類が

点、後期初頭の 群 類が 点、晩期後葉の 群 類が 点、そして続縄文時代の 群が

点であり、縄文時代中期後半が最も多い。

分類ごとの出土分布状況を見ると（図 ・ ）、 群 類、中でも 類東釧路 式は、調

査区東部の ライン、 ラインの範囲にそのほとんどが集中している。ほとんどが小破片

での出土である。そのほかの 群土器も点数は少ないものの分布状況は類似している。

群はわずかに綱文土器が 点出土するだけで、以後中期半ばまでの土器はみられなかった。

群 類のうち 群 類（ 群 類萩ヶ岡 式に属する可能性があるものも含まれている）と

判断できるものはおおむね調査区全域に広がっているが、北部から北西部にかけては全く出土してい

ない発掘区が多く見られる。調査区東部と西部にやや多く出土する発掘区が見られる。局所的に

点以上が出土している発掘区があるが、これらは遺構付近の発掘区である（ 区は竪穴住居跡

に、 区は土器集中 にそれぞれ隣接する）。 群 類では、調査区東部の標高 付

近と調査区中央部にやや多く出土する発掘区があり、それ以外はほとんど出土していない。南東部に

ヵ所 点を越す発掘区がある。付近は 層において小型の焼土が集中するエリアで、いくつかの

焼土はこの土器と関連があるものかもしれない。

群 類は調査区東半に局所的に分布している。 ・ 区に 点を超える発掘区があるが、

土器集中 （ ）のある発掘区である。以後、縄文後期中葉 晩期中葉の土器は出土しなかった。

群 類は をはさんで 層下位と 層を主体に出土する。 層以下では全体的にやや少

ないものの、調査区東部と南西部にややまとまりがみられた。 層では調査区西端部の小範囲と、南

部の広い範囲、そして大型の黒曜石原石が出土した北東部（ 区付近）に偏って分布している。

特に南部は 点を越える発掘区もみられ、付近の小型の焼土群とも関係があるものと思われる。

群は北東部の 区と北部の 区のみ出土した。

三角形土製品は、遺構では竪穴住居跡 （ ・ ・ ）から 点出土していたが、周辺から

も散点的に分布している。 （阿部）
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図 包含層土器分布図



包含層の調査とその遺物

図 包含層土器分布図
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図 包含層石器分布図



包含層の調査とその遺物

図 包含層石器分布図



（ ）石器・石製品などの出土状況

石器などの包含層出土総数は 点である。層位別の内訳は 層 点、 層 点、 層

点である。他に 層 点、 層 点で、 層が 点と全体の約 ％を占めている。出土分布

状態を見ると（図 ・ ）、 層は全体的に少ないものの、調査区中央部付近から南側に多く分

布し、 層、 層はほぼ調査区全体に分布するが、南側と東側がより多いようである。遺構との

関係はとくに認められない。

剥片石器群の包含層出土総数は 点で、出土石器総数の約 ％を占めている。 層の出土点数

は 点で、調査区中央部付近から南側に多く分布する。 層の出土点数は 点、 層の出土

点数は 点で、ともに調査区全体に分布は広がるが、特に南側と東側に多い。出土遺物ではフレ

イクとフレイク・チップが 点で全体の約 ％を占めている。他に石鏃 点（約 ％）、 フレイ

ク 点（約 ％）、石槍、スクレイパーなどが出土している。石材は黒曜石が 点で全体の約 ％

を占めている。

磨製石器群の包含層出土総数は 点で、出土石器総数の約 ％である。これらは 層から 点、

層から 点、 層から 点出土している。 層では調査区南側に点在し、 ・ 層では標

高 、同 付近により多く出土する分布域が見られる。出土遺物では石斧

（片）が 点（約 ％）出土している。他に石製品も出土している。石材は緑色泥岩が 点で、他

に蛇紋岩などが数点出土している。

礫石器群の包含層出土総数は 点で、出土石器総数の約 ％である。これらは、 層から 点、

層から 点、 層から 点出土している。 層では調査区中央部付近から南側、 ・

層はほぼ調査区全体に分布し、とくに南側と東側で多く出土している。礫・礫片が 点で約 ％を

占め、他にたたき石 点、すり石 点、台石 点、砥石 点などが出土している。石材は砂岩が 点、

安山岩が 点、泥岩 点、片岩 点、珪岩 点が出土し、他にチャート、メノウなども出土している。

包含層出土の石器には 例の接合関係が確認された。このうち 例は石斧片が接合したもので、他

は礫などである。接合関係は同一グリット内や隣接するグリット間で接合するものが多いが、中には

グリット以上離れたもの（ 例）、あるいは グリットにわたって点在するものが接合する例（

例）もある。また同じ層内での接合が大半であるが、中には 層と 層が接合する例（ 例）も見ら

れる。これらは木の根や風倒木などによる自然的営為の影響を受けた結果によるものと思われる。接

合関係は調査区の南側や東側出土の石器などに多く見られるが、これは石器などの出土分布とほぼ重

なるものである。

なお石器などの説明は、 層・ 層・ 層をまとめて器種ごとに記述し、実測図は 層・

層・ 層のまとまりで掲載している。また掲載石器一覧は、剥片石器群・磨製石器群・礫石器群の

まとまりで一覧表にし、本章末に掲載してある。 （和泉田）

（ ）炭化材

調査区全域の 層（東部の 層がほとんどない部分を除く）に散在していた。特に 直下か

らの出土が多い。出土例を図 に示した。その中の 点の 年代測定の結果、 の

数値を得た。

降下の際に埋没した樹木や、平地住居跡や建物跡に関連したアイヌ文化期の炭化材が含ま

れているものと思われる。
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土器・土製品（図 表 図版 ）

出土土器を より上位（ 層）と下位（ ・ 層）に分けて掲載する。復元実測土器が 個

体、図上復元した拓本掲載土器が 個体で、破片の拓本掲載土器が 点である。また土製品の実測図

を 点掲載した。

． 層出土の土器（図 ・ ）

縄文時代晩期の土器（ ）

は晩期後葉のタンネトウ 式（あるいはママチ 類）の段階の土器。

は口径約 の大型の浅鉢。上面観は楕円形で、底部は丸底気味である。外面は底面および口唇

上を含めて全面 縄文が施文されている。口縁は平縁で ヵ所（全体では ヵ所）の緩やかな突起

がある。口唇はやや内傾し、口唇上に縄文のほか 間隔で沈線（刻み）が施されている。内面

調整は底部までていねいに行われている。内面上位にやや多量に炭化物が付着している。

はやや長胴の深鉢。平縁で低い突起が複数あるものとみられる。突起頂部には、内面側に向かっ

てくぼみがつけられ、外面の突起直下には 本の太い蛇行沈線が縦位に施されている。周囲の口縁下

には複数の横走沈線が施され、内面口唇下まで縄文が施文されている。沈線は二重になっており、半

截された茎状の工具で施文されたと思われる。

は胴上部にくびれをもつ深鉢。口縁付近で外反する。上面観は円に近い楕円形である。長軸に大

きく跳ね上がる ヵ所の波頂部があり、その間に小さな波頂部がある。波頂部下には貫通孔が施され

ている。底部は平底で、周縁部を作り出している。体部の文様は、横走沈線と波状の弧線文が組み合

わされている。頸部無文帯の下端に、把手状の貼付粘土（すべて剥落）と刻みの加えられた貼瘤（

状突起？）が施されている。大洞 式の影響を大きく受けているものとみられる。

は上面観が円形に近い浅鉢。底部は丸みがあるが平底に近い。外面は底面を含めて全面 縄文

が施文されている。口縁は平縁で、部分的に口唇上に縄文が施され約 間隔で刻みが施されている。

内面調整は底部までややていねいに行われている。内面上位にやや多量に炭化物が付着している。

は底部が楕円形の浅鉢。平縁に小突起がつく。口唇上は指頭押捺により小波状になっている。口

縁下に 本の横走沈線をめぐらせている。胎土に黒色粒子を多く含む。

・ は同一個体。やや大型の深鉢になるものと思われる。口縁に跳ね上がる波頂部があり突起が

つく。体部のかなり上部に弱いくびれを設けている。くびれ部の無文帯をはさんで横走沈線が複数め

ぐっている。内面口唇下に縄文と横走沈線が施されている。調整はていねいに行われている。 は口

唇外側に刻みが施され、口縁下に横走沈線を切る縦位の沈線が施されている。 は内傾する口唇上に

回転縄文のほか押捺縄文を刻むように施文している。また口唇下には列点様に縄端圧痕が連続して施

文されている。 は鉢の突起部。突起状は刻まれ、口唇下には貫通孔が ヵ所施されている。 ・

は（台付）浅鉢になるものとみられる。器壁が非常に薄い。平坦な突起や刻みが口唇上に施されてい

る。突起の下には貫通孔があけられ内面は縄文が施文されている。 も器壁が薄い。体部上位付近に

くびれがつくものと思われる。細い横走沈線・山形沈線が組み合わされている。体部下位は無文部で

ある。 ・ ・ は舟形の土器の波頂部にあたると考えられる。 には貫通孔、 には縦位の貼付帯、

には刻みや刺突の施された突起が施されている。 ・ の内面調整はやや粗い。 は縄文のみ

が見られる。 は口唇上にも縄文が施文されている。 は体部くびれの部分。内面調整があまり行わ

れていない。胎土に径 の礫を含んでいる。

は底部が丸底気味の浅鉢。 縄文のみが底部および口唇上も含めて施文されている。剥落部が

多い。内面調整はややていねいなナデがみられる。

包含層の調査とその遺物
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続縄文時代の土器（ ）

は後北 式。 ・ は接合する。小型の深鉢とみられる。口唇が外傾し、直下の微隆

起線上に刻みが施されている。複数の微隆起線で山形のモチーフをえがき、間を列点で細かく充填し

ている。内面に炭化物と見られる黒色物質が多量に付着している。 ・ は小型の鉢とみられる。明

黄褐色を呈し、器壁が薄い。 は口唇が刻まれ、口縁直下の細い貼付粘土の微隆起線上に連続して刻

みを施している。微隆起線に沿う列点が細かく施されている。 は 本一組の微隆起線で曲線帯状文

をえがき、押捺縄文または列点で区画内を充填している。

． 層出土の土器（図 ）

縄文時代早期後半の土器（ ）

は 群 類の東釧路 式からコッタロ式に属する。 は器壁が薄い。口唇下と貼付隆帯上に

縄端圧痕が連続してみられる。 も貼付隆帯上に縄端圧痕が連続して付されている。 は組紐圧痕が

斜方向に連続して見られる。橙色を呈している。 ・ は単軸と思われる絡条体圧痕が多段にわたっ

て施され、その上下に短縄文の圧痕が見られる。 は短縄文がやや強く押捺されている。

は東釧路 式。橙色に近い色調で、器壁が非常に薄い。撚糸文が鋸歯状に施されている。

縄文時代前期前半の土器（ ）

は綱文土器の口縁部。全体的にやや摩滅を受けている。太い綱文が施文され、節の磨り消しが行

われているようである。唯一出土した縄文前期の土器である。

縄文時代中期後半の土器（ ）

は 群 類に属すると思われる胴部および底部の破片。貼付隆帯上に押引文が施される

ものが多く、刻むように施されるもの（ ）、隆帯の左右に押し付けるように施されるもの（ ・ ・

）、半截竹管状を連続して押し引くもの（ ・ ）、がある。また半截竹管状工具による押引沈

線が施文されるものも多く、横走するもの（ ・ ・ ）、山形または斜行するもの（ ・ ）

がある。地文は単節縄文のほか、 の複節縄文が施文されているものも多く見られる（ ・ ・

）。 ・ は焼成良好で内面調整も良く行き届いている。

はやや張り出す底部で、平底である。内面の粘土を押し上げるように成形・調整した跡が見られ

る。部分的に第一種結節縄文とみられる施文があり、 群 類に属するものかもしれない。

は 群 類に属すると思われる口縁部片（ 除く）。口縁は肥厚するものが多く、突起

が台形状で 群 類の特徴があるもの（ ）、角状に張り出すもの（ など）、断面が三角形にな

るもの（ ・ ・ など）がある。文様は全体的に半截竹管状工具による押引文が多用されてい

る。貼付隆帯上に押引文が施されるものが多く、刻むように施されるもの（ ・ ・ など）、

隆帯の左右に押し付けるように施されるもの（ ・ 同一個体）、半截竹管状を連続して押し引くも

の（ ・ ・ ・ ）、がある。口唇から貼付隆帯にかけて、絡条体圧痕が施されるものもある（ ）。

また半截竹管状工具による押引沈線が施文されるものも多く、横走するもの（ ・ ・ ）、山

形または斜行するもの（ ・ ・ ・ ）がある。 ・ は横走する押引文（押引沈線）と

斜行する押引文（押引沈線）の組み合わせで文様が構成されている。 は縄文のみが見られる。

は細い縦位の隆帯上に刺突列が施されている。 群 類の段階の特徴がある。

全体的に、地文は単節縄文のほか、 の複節縄文が施文されているものも多く見られる（

・ ・ ・ ・ ）。また、 ・ ・ は焼成良好で、茶褐色に近い色調から暗黄褐色を

呈するものが多い。内面調整は良く行き届いている。
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は 群 類の北筒式の土器。 は調査区南東部の 区付近からまとまって出土した。

器高 を超える長胴の深鉢で、胴部がやや膨らむ。口縁部はやや外反し、段をもつ肥厚帯があり、

半截竹管状工具による押引文が連続して施されている。平縁で 単位の突起がある。肥厚帯の直下に

も連続押引文が施され、重ねて外面から内面にやや大きな円形刺突（突瘤）が連続して施されている。

地文は第一種結節縄文が全面に施され、内面上部にも施文されている。トコロ 類に属する。 は胴

部片と底部片から図上復元した。胴部が弱く膨らみ、底部がやや張り出す。第一種結節縄文が全面に

施されている。底部付近は内面調整があまり行われていない。 は外反する口縁部で、段をもつ

肥厚帯があり、半截竹管状工具による押引文が連続して 列施されている。口唇上にも押引文がある。

段の下には大型の円形刺突（突瘤）列が施されており、 は一部が貫通している。 ・ は第一種結

節縄文が施文され、 には結束羽状縄文が見られる。やや黒色味を帯びている。 ・ は同一個体。

口縁は段をもつ肥厚帯で、口唇上とともに粗く深い押引文が連続して施されている。淡い黄褐色を呈

しやや摩滅している。同様の胎土で円形刺突（突瘤）が施されるものが出土しており、 群 類

と判断した。 は断面三角形の口縁下に円形刺突（突瘤）の一部が残っていた。 は貼付隆帯上に細

かく押引文が施され、隆帯の交点に大きく刺突が施されている。焼成良好である。 は第一種結節縄

文が明瞭である。色調や胎土は に類似する。

は刺突（突瘤）が施されない外面に縄文が見られることから 群 類としたが、器壁が薄く

群 類の可能性もある。

縄文時代後期初頭の土器（ ・ ）

・ は 群 類余市式。余市式の土器片は、出土点数は多いもののもろく剥離しやすいため、

点のみの拓影図を掲載した。器壁がやや厚い。外面および口唇上に縄文が施文されている。 には縦

位の貼付帯上に縄文が深く押捺されている。

縄文時代晩期の土器（ ）

は晩期後葉のタンネトウ 式に属するものと思われる。 は口唇下に隆帯を設け縄端の押捺

を連続して施している。焼成良好で、内外面ともていねいに磨かれている。 ・ は横走沈線を切っ

て山形沈線が施されている。 の平縁に付く波頂部には細かい縄文が連続して押捺されている。 ・

は外面に縄文のみが施文されている。 は切出形口唇で、鉢の波頂部と波頂部の間にあたるものと

思われる。 は平縁に大小の小突起が付き、頂部に細かい縄文が連続して押捺されている。底部は一

部のみ残存しており、丸みがある。

また、土器破片が小さく掲載しなかったが、赤彩された壺形土器と見られる破片が出土している。

工字文の一部が見られ、大洞 式に属するものとみられる。

．土製品

三角形土製品（ ）

長さ 前後の三角錐状の土製品。残っている文様や胎土の特徴から、 群 類の土器片を

加工しているものとみられる。

は三角錐状に三方向が擦られた後、稜に直交するように沈線（刻み）が複数施されたもの。

は頂部を残して三方向に擦っており、 には半截竹管状工具による押引文と縄文の跡が残っ

ている。 はやや規格をはずれ、楕円形に近い形状になっている。 も三角錐状に三方向が

擦られたもの。 は土器の内面側を加工しており、縄文が施文された外面側が残っている。 は周

縁部に細かい剥離調整がみられる。 は摩滅が激しい。 （阿部）

包含層の調査とその遺物
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．石器・石製品など（図 表 図版 ）

包含層出土の石器などの総点数は 点である。剥片石器群は 点で全出土点数の約 ％を占

め、このうちフレイク、フレイク・チップは 点で約 ％を占めている。磨製石器群は 点で全

出土点数の約 ％、このうち石斧（片）は 点で約 ％である。礫石器群は 点で全出土点数の約 ％

で、このうち礫・礫片は 点で約 ％である。定形的石器は、剥片石器群 点（ フレイク・ フ

レイク含む）・磨製石器群 点・礫石器群 点の計 点である。剥片石器群では石鏃・石槍・石錐・

つまみ付きナイフ・スクレイパーなど、磨製石器群では石斧（片）など、礫石器群ではたたき石・す

り石・台石・砥石などが出土し、他に石製品も出土している。石材は、剥片石器群では黒曜石、磨製

石器群では緑色泥岩、礫石器群では砂岩・安山岩などが多い。ここでは完形品および準完形品、実測

に耐えうるものを選び出し掲載している。

石鏃

石鏃は 点出土している。このうち 点を図示した。石材は黒曜石・頁岩・珪質頁岩などであるが、

黒曜石が大半を占めている。 は 層、 は 層、 は 層出土である。 は

三角形状凸基で、側縁がやや外湾するがほぼ二等辺三角形状で、丁寧なつくりである。 ・ は尖端

部と左かえしが欠損する。 は完形、 は右かえし、 は尖端部と右かえしが欠損する。 ・ は有

茎凸基で、茎が短い。 は側縁非対称で、再加工している。 は左右のかえしが丸みをもつ。 は薄

身で柳葉形のもので、尖端部が欠損する。 は三角形状のもので、丁寧に加工・調整している。

ほぼ二等辺三角形状で側縁はやや外湾する。 は凹基で、尖端部欠損。 は平基で、 は右脚部

を、 は尖端部を欠損する。 、 は有茎凸基のものである。 ・ ・ はかえしがわずか

に見られるもの。 は側縁が内湾気味で、尖端部欠損。 は厚手、 は側縁がわずかに外湾し、基端

部欠損する。 ・ ・ ・ ・ は基部が正三角形状のもの。 は茎が細く、側縁は内湾し、側面は

鋭角的である。 ・ は基部が太く、 は茎が長い。 ・ は側縁が外湾気味で、 は薄手、 は厚

手である。 ・ は二等辺三角形状で、 は側縁が外湾気味。 ・ ・ は茎が太く、 は短い。 ・

は長い。 は未成品と思われる。石材は ・ ・ が頁岩、他はすべて黒曜石である。 は半透明

の黒曜石である。

石槍またはナイフ

石槍は 点出土している。このうち 点を図示した。石材は黒曜石・頁岩・珪質頁岩であるが、黒

曜石が大半を占めている。 は 層、 は 層、 は 層出土である。 ・ ・ ・

は有茎のもの。 ・ は茎が明瞭に見られないもの。 ・ は茎が不明瞭で、尖頭部が欠損してい

る。 は尖端部を再加工している。 は尖頭部が正三角形状で、 には礫皮面が残る。 ・ は

茎が短い。 は尖頭部が五角形状で、丁寧な調整を加えている。 ・ は二等辺三角形状で、 は大

型のものである。石材はすべて黒曜石である。

石錐

石錐は 点出土し、 点とも図示している。 ・ は 層出土のもので、 は素材の一部に刺突

部を作り出したもの。表面に礫皮面が残る。 は棒状のもので、側縁は粗い調整、尖端部が欠損する。

石材はともに黒曜石である。

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフは 点出土している。このうち 点を図示した。石材は黒曜石・頁岩・珪質頁岩

などがあり、黒曜石が半数を占めている。 は 層、 は 層出土である。すべて片面が全

面加工で、 は側縁周縁にも調整がなされ、刃部を作り出している。下半は欠損する。 は左側縁裏
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面を調整し、刃部を作り出す。左側縁に剥離痕が残る。 は厚手で、下端部の破損部を二次加工し、

丁寧に刃部を作り出している。 は下端部の破損部を二次加工し、刃部を作り出している。両側縁刃

部は摩耗している。石材は ・ が頁岩、 ・ は黒曜石である。

スクレイパー

スクレイパーは 点出土している。このうち 点を図示した。 は 層、 ・ は 層出

土である。石材は黒曜石・頁岩・珪質頁岩などで、黒曜石が大半を占めている。 は縦長で、主に下

端部に刃部をもち、 は縦長で、側縁に刃部をもつ。 ・ ・ は素材を大きく変えないもので、

は周縁を丁寧に調整し、刃部を作り出している。 は周縁の一部に刃部を作り出している。 は側縁

に粗い調整痕が見られるが、未成品と思われる。石材は が片岩、他は黒曜石である。

石斧

石斧は 点出土している。このうち 点を図示した。石材は緑色泥岩・蛇紋岩などで、緑色泥岩が

大半を占めている。 は 層、 は 層、 は 層出土である。 は茎部を欠損するが、

短冊形のものと思われる。側面に敲打痕、刃部にすり痕が見られ、刃部尖端部は剥落している。厚手

のものである。 と は薄く、細長い素材を部分的にすり、刃部を作り出している。 は基部端部に

たたき痕状の剥離があり、刃部には、使用痕と思われる剥落がある。 は側面にすり痕があり、片刃

である。 ・ は短冊形、 ・ ・ は小形のもので、 ・ は全面磨製、 は裏面に礫面

が残る。 はやや小形で、薄手のもの。 は裏面に剥離が見られ、片刃状である。 ・ は基部

上半が欠損する。刃部は鋭利に仕上げられている。 ・ ・ は厚手で、基部上半を欠損する。全面

磨製と思われる。 の刃部は半円状に作られ、 の側縁付近には黒色付着物が見られる。石材は ・

・ が片岩、他は緑色泥岩である。

たたき石

たたき石は 点出土している。このうち 点を図示した。石材は凝灰岩が 点、他は砂岩である。

は 層、 は 層出土である。ともにくぼみ石と称されるもので、石材は が砂岩、 は凝灰

岩である。

すり石

すり石は 点出土し、このうち 点を図示した。石材は安山岩・泥岩・砂岩で、安山岩のものは

点である。 は 層出土で、断面三角形の礫の稜をすったものである。石材は安山岩。

台石

台石は 点出土し、 点を図示した。石材は安山岩 点、砂岩が 点である。 は 層出土のもの

で、上面に線状のすり痕が認められる。石材は砂岩。

砥石

砥石は 点出土している。このうち 点を図示した。石材は大半が砂岩である。 は 層、 ・

は 層出土である。ともに扁平礫あるいは板状のものを素材とし、 は側面にたたき痕が見られ、

表・裏面ともに使い込まれて凹状になっている。 の側面にはすり痕が残る。石材は砂岩。

石製品

石製品は 点出土し、 点とも図示した。 ・ は 層、 ・ は 層出土である。 は三条

の沈線がめぐるもので、 は貫孔をもつ全面磨製の垂飾である。 は上下面にすり切痕を残す管玉未

成品と思われる。 は石棒の破片。石材は が軽石、 は蛇紋岩、 はカンラン岩、 は片岩である。

なお は 層出土のものである。表・裏面にほぼ三条のすり痕があり、加工痕のある礫であるが、

破片であるため石製品かどうか判断はできなかった。石材は軽石である。 （和泉田）

包含層の調査とその遺物
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図 層出土の石器
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図 層出土の石器
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図 層出土の石器



包含層の調査とその遺物

図 層炭化材出土状況例
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表 包含層出土掲載土器一覧
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表 包含層出土掲載土器一覧
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表 包含層出土掲載土器一覧

表 包含層出土掲載土製品一覧
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表 包含層出土掲載剥片石器群一覧
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表 包含層出土掲載磨製石器群一覧

表 包含層出土掲載礫石器群一覧
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．放射性炭素年代測定
北海道埋蔵文化財センターより 地球科学研究所へ、下記の試料の年代測定を委託した。結果は

次ページ以降に掲載した。

表 放射性炭素年代測定分析試料一覧

図 年代測定試料採取地点
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．オルイカ 遺跡から出土した炭化材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

オルイカ 遺跡では、樽前 軽石と樽前 軽石に挟まれた第 黒色土層上面から、アイヌ文化期の

平地住居（チセ）跡等の遺構が検出されている。また、第 黒色土層下位から樽前 軽石を挟んだ第

黒色土層上面では縄文時代晩期の遺物、第 黒色層から下位の漸移層にかけては縄文時代中期を主

とする遺構・遺物、恵庭 軽石の上位の風化ローム層からは旧石器時代の遺物がそれぞれ検出されて

いる。

今回の分析調査では、各時期の遺構等から出土した炭化材の樹種同定を行い、木材利用や古植生に

関する資料を得る。

．試料

試料は、アイヌ文化期の炭化材 点（試料番号 ）、樽前 降下軽石層（ 層）中から出土し

た炭化材 点（試料番号 ）、旧石器時代の炭化材 点（試料番号 ）の合計 点である。

．方法

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の 断面の割断面を作製し、実体顕微鏡お

よび走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

．結果

樹種同定結果を表 に示す。試料番号 は、道管を有することから広葉樹材であるが、保存状態が

悪く、種類の同定には至らなかった。その他の炭化材は、試料番号 に 種類が認められ、合計 点

が針葉樹 種類（モミ属）と広葉樹 種類（コナラ属コナラ亜属コナラ節・ニレ属・キハダ）に同定

された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・モミ属（ ） マツ科

軸方向組織は仮道管のみで構成され、早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は

狭い。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は粗く、じゅず状末端壁が認められる。分野壁孔

は保存が悪く観察できない。放射組織は単列、 細胞高。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（ ） ブナ科

環孔材で、孔圏部は 列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 細胞高のものと複合放

射組織とがある。

・ニレ属（ ） ニレ科

環孔材で、孔圏部は 列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向

の紋様をなす。管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は同性、 細胞幅、 細胞高。

・キハダ（ ） ミカン科キハダ属

環孔材で、孔圏部は 列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜

方向の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認めら

れる。放射組織は同性、 細胞幅、 細胞高。
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表 樹種同定結果

．考察

旧石器時代の炭化材は、針葉樹のモミ属であった。炭化していることから、燃料材などへの利用が

推定される。ユカンボシ 遺跡等では、花粉分析による旧石器時代の古植生復元が行われているが、

その結果ではトウヒ属とカラマツ属を主とし、モミ属、マツ属、ハンノキ属、カバノキ属等を交える

亜寒帯性針葉樹林が存在したことが指摘されている（山田， ）。このことを考慮すれば、モミ属

の炭化材は、本遺跡周辺に生育していた樹木を利用した可能性がある。

アイヌ文化期の炭化材は、試料番号 がチセの炉で使用された燃料材に由来する可能性があり、

コナラ節、キハダ、ニレ属等が認められた。このうち、コナラ節とニレ属は、重硬で薪炭材等に有用

であり、キハダも薪炭材として利用される。このうち、ニレ属は、北海道に自生する種としてハルニ

レとオヒョウがあるが、ハルニレのアイヌ語は火を揉み出す木を意味する（福岡， ）。これらの

ことから、薪炭材として適した木材を選択・利用したことが推定される。本地域周辺の植生等を考慮

すれば、これらの木材は本遺跡周辺で入手したことが推定される。

引用文献

福岡イト子（ ）アイヌ植物誌． ，草風館．

山田悟郎（ ）化石林形成ころの古植生について． 北埋調報 千歳市ユカンボシ 遺跡（ ）

北海道横断自動車道（千歳 夕張）埋蔵文化財発掘調査報告書 ， ，財団法人北海道埋蔵文化財センター．

図 炭化材樹種同定試料採取地点
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図版 炭化材
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図版 炭化材



．オルイカ 遺跡から出土した炭化植物種子
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）遺跡と調査の概要

遺跡の名称 オルイカ 遺跡（ ）

遺跡の所在 北海道
ほっかいどう

千歳
ちとせ

市
し

中央
ちゅうおう

調査の機関 財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査面積

調査担当者 和泉田 毅、阿部 明義

調査期間 平成 年（ 年） 月 日 月 日

遺跡の立地 オルイカ 遺跡の北東約 、馬追丘陵裾部にある。

年代と検出遺構 旧石器時代の石器集中遺構 ヵ所

縄文時代の竪穴住居跡 軒、土壙 基、焼土 ヵ所（うち炉 ）、 ピット 基、

土器集中 ヵ所、石器集中（フレーク） ヵ所

アイヌ文化期の平地住居跡 軒、建物跡 軒、焼土 ヵ所（うち炉 ）。

これらの詳細については本文を参照されたい。

）扱った資料

分析資料として扱った炭化植物は、アイヌ文化期の平地住居跡、焼土遺構ならびに縄文時代の竪穴

住居跡、焼土から土壌が採取され、フローテーション法で処理された後、回収された植物遺体の中か

ら第一次選別された種子が送付されてきた。これらの資料について実体顕微鏡で観察ならびに撮影を

行った。検出された植物種子の出土表は表 に示しておいた。

）アイヌ文化期の遺構から検出された種子

イネ （図版 焼土 から出土． 焼土 から出土）

焼土 ・ の遺構から 粒と 片出土。玄米は長楕円形で腹面の下端に胚がみられる。側面にはや

や隆起した縦稜線がある。資料 は破損して出土した状態を示す。計測値は 長さ 幅

厚さ 。資料 は破損のため計測していない。

アワ （ ） （図版 号平地住居跡内の炉から出土）

号・ 号・ 号・ 号の平地住居跡内の炉の部分から 粒、ほかに焼土 ・ から 粒出土して

いる。穎果はやや球形。背面には果長の ほどの胚があり、その反対側の腹面には小さなヘラ型の

ヘソがある（椿坂 ）。出土資料は、写真 に示すように内・外穎のとれた状態で出土しているも

のがほとんどであるが、中には内穎・外穎が付着した状態のものも少量混じる（写真 ）。計測値

は 長さ 幅 厚さ ， 長さ 幅 厚さ

ヒエ属 （図版 号平地住居跡内の炉から出土．

号平地住居跡内の炉から出土）
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号・ 号・ 号・ 号・ 号平地住居跡内の炉部分から 粒、焼土 ・ から 粒出土している。

穎果は広楕円形。背面には果長の ほどを占める楕円形の大きな胚がある。その反対側の腹面には

ヘラ型状のヘソがある（椿坂 ）。穎果の胴部はふくらみ、粒形が大きくなる。つまり栽培型の

ヒエ の形態を示す。出土資料の大部分は穎果（内・外穎のと

れた状態）で出土しているが、被熱による変形が著しい。中には写真 示した穎が残存して出土し

たものも混在していた。これらの中から比較的状態の良い資料を計測し表 に示しておいた。計測値

は 長さ 幅 厚さ ． 長さ 幅 厚さ ． 長さ

幅 厚さ 長さ 幅 厚さ

シソ属 （図版 焼土 から出土）

焼土 の遺構から 粒出土。種子は扁平球形で種子の表面に大きな網目状の模様がある。出土資料

の種子表面の網目状の模様は被熱で大部分は焼け消えていたが、わずかに組織が観察出来た。これが

エゴマ かシソ のいずれであるか

は、両者とも形態と表皮の構造が類似している部分が多く、保存が良好でないと分類は困難である。

計測値は長さ 幅 厚さ ．

タデ科 （図版 号平地住居跡内の炉から出土）

号平地住居跡内の炉から 粒出土。痩果は三角状紡錘形で表皮の一部は剥離していたが、残存部

分の稜は鋭くギシギシ属 の特徴を示す。タデ科種子は形態の類似した種類が多いため、

詳細な分類は困難である。計測値は長さ 幅 ．

アカザ属 （図版 号平地住居跡内の炉から出土）

号・ 号平地住居跡内の炉から 粒出土。種子は扁平球形。側面には嘴状に突出したヘソがある

（写真資料の左側）。計測値は長さ 幅 厚さ ．

ケシ科 （図版 号平地住居跡内の炉から出土）

号・ 号平地住居跡内の遺構から 粒、焼土 から 粒出土。種子は狭倒卵形で基部のほうに細

くなる。背面は内側に湾曲する。種皮表面には網目模様があり、ケシ属 の特徴を示すが、

形態と表面模様の類似したものが多いので、詳細な分類は困難である。計測値は長さ 幅

厚さ

ヒシ属 （図版 ， 焼土 から出土）

号平地住居跡内の炉から 片と焼土 から 片出土。出土資料は子葉の破片がほとんどであるが、

写真 に示した長刺の一部分も混在していた。破片のため計測はしていない。

マタタビ属 （図版 号平地住居跡内の炉から出土）

号・ 号・ 号・ 号平地住居跡内の遺構から 粒と、焼土 から 粒出土している。酸化した

状態の種子も混在していた。種子は長楕円形。種皮には凹点による網目模様がある。この仲間にはマ

タタビ とサルナシ があるが、両

者の種子は形態と表面組織がきわめて良く似ている。しかし粒形の特徴からはサルナシ
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であろう。計測値は長さ 幅 厚さ 。

タラノキ属 （図版 焼土 から出土）

号・ 号・ 号平地住居跡内の炉から 粒、焼土 ・ から 粒出土。種子は半円形で右端には

二本の縦溝があり、種皮は凹凸で粗面である。これらの特徴からタラノキ （ ）

と判断される。計測値は長さ 幅 厚さ ．

キハダ属 （ 号平地住居跡内の炉から出土）

号平地住居跡内の炉から 片、焼土 から 片といずれも破損した状態で出土。種子は半横広卵

形で表皮に浅い凹みによる網目模様がある。これらの特徴からキハダ

と判断された。計測値は長さ 幅 ．

ブドウ科 （図版 号平地住居跡内の炉から出土）

号平地住居跡内の炉から 粒出土。堅果は広倒卵形。背面は円みがあり、倒へら形の凹みがある。

腹面の中央は稜をなし、稜の両側に針形の凹みがある。北海道のブドウ科にはヤマブドウ

とエビヅル などがあるが、後者は分布域が北海

道の南部に限られているという。今回出土したものはおそらくヤマブドウ であると判断してよい。

計測値は長さ 幅 ．

ミズキ属 （図版 焼土 から出土）

焼土 の遺構から 片出土。いずれも破片で出土しているが、核の表面に浅い縦溝が観察でき、ミ

ズキ と判断する。破片のため計測はしていない。

コナラ属 （図版 号平地住居跡内の炉から出土）

号平地住居跡内の炉から子葉の破片が 片出土。図示した子葉の表面は被熱によるダメージがあ

るものの、わずかに縦条が観察される。今回はわずか 片の出土のため、詳細な分類はできなかった。

コナラ属にはミズナラ 、コナラ 、カシワ

などがあるが子葉の形態から詳細な分類をするのは困難である（吉崎・椿坂 ）。

破片のため計測はしていない。

冬芽（図版 焼土 から出土）

号平地住居跡内の炉から 粒、焼土 ， から 粒出土している。比較資料がないので詳細な分

類が出来ない。計測値は長さ 幅 ．

不明炭化物（図版 号平地居跡内の炉から出土）

号・ 号・ 号・ 号・ 号平地住居跡内の炉から炭化物の細片が検出されている。観察結果か

らはいずれも炭水化物質の炭化物のようで、イネ・アワ・ヒエなどの可能性が考えられる。

その他に不明として扱った資料は、保存状態が悪いため全く分類できなかったものである。また、

アワかヒエ属と思われるものがあるが、被熱による変形が激しく分類することができなかった資料を

不明ミレットとして扱った。
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）縄文時代の遺構から検出された種子

縄文時代の焼土遺構からタデ科 種子が 粒、ケシ科 種子

が 粒とブドウ科 の種子が 片出土しただけである。また、縄文時代中期の竪穴住

居跡からは、同定不可能の炭化物の破片が 片出土している。

）コメント

縄文時代は検出された遺構は小規模で、抽出された炭化種子も少なかった。雑草とブドウ科が同定

されたが、この地域の縄文時代遺跡からは普遍的に見出されるもの。こうしたあり方が、生活のスタ

イルや周囲の環境を示すものなのかについては、サンプリング土壌の採取位置などを考慮に入れなが

ら検討する必要があろう。

アイヌ文化期の資料は重要である。遺構は樽前火山灰 に覆われていた。 火山灰は、

年降灰のもので、この地域のアイヌ文化期調査の鍵層として利用される。今回の発掘では、

世紀のアイヌ文化期集落（コタン）が発見されたわけで、検出された植物種子は、全てこの時期の

生活遺構と関連している．

イネが僅かに検出されているが、数量から見て栽培があったとは考えられない。しかし、北海道中

央部の遺跡からは、擦文時代以来イネの存在が注意される。出土量は遺跡により多寡があり、今後の

検討課題であろう。アワとヒエ属は出土量が多い。少量ではあるが穎の残存しているものも見受けら

れた。おそらく周辺で小規模な栽培が行われていたと推測される。しかし、オルイカ 遺跡ではキビ

が検出されなかった。集落によってはイネ科の栽培植物に選択があるように思う。倉庫、トイレ跡、

クマ檻、儀礼の場所等と見られる痕跡も見つかっており、当時の集落の状況を復元するのには絶好の

資料を提供するものであろう。
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．オルイカ 遺跡出土の黒曜石製石器・剥片の原材産地分析

藁科 哲男

（京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流・交易

および文化圏を探るという目的で、蛍光 線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石材産地推

定を行なっている ， ， ）。石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要がある。地質時

代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の組成が一致

すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたル トを地形学などで証明できれば、他の露頭から

原石が流れて来ないことが証明されて、十分条件を満たし、ただ一ヵ所の一致する露頭産地の調査の

みで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では 遺物とある産地の原石組成が一致する必要

はあるが、他の産地の原石にも一致する可能性が残っているから、そこの産地のものと言い切れない。

従って、他の産地に一致しない証明も同時に必要である。一致しなかった産地との交流がなかったと

証明され、考古学資料として非常に有用と思われる 。考古学では、人工品の様式が一致するという

結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての形態・文様、見えない様式として土器・青銅器・

ガラスなどの人手が加わった調合素材があり一致するということは古代人が意識して一致させた可能

性があり、一致すると言うことは古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要

な意味をもつ結果である。石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を

指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地

地方との交流を示す土器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果と

なり、遠距離伝播した石材を近くの産地と誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素組成

と 産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間に地質的関連性がな

いため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器原材が 産地の

原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したことが直ちに考古学の資料

とならない。確かに 産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、 、 、 の産地で

ないとの証拠がないために、 産地だと言い切れない。 産地と一致しなかった場合、結果は考古学

の資料として非常に有用である。それは石器に関しては 産地と交流がなかったと言い切れる。ここ

で、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地（ 、 、 、 ・・・・）の原石群と比

較して、 産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器が 産地の原石と

決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱し不可能であると思

われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用している

産地分析法によってそれぞれ異なり、実際に行ってみなければ分からない。産地分析の結果の信頼性

は何ヵ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少なければ、信頼

性の低い結果と言える。黒曜石・安山岩などの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、

不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析

を行い、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらか

じめ各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと

遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離）を求める。次に、古代人が
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採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考

えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測して判定

を行うホテリングの 乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、ある原石遺物原材と同

じ成分組成の原石は 産地では 個中に一個みられ、 産地では一万個中に一個、 産地では百万個

中に一個、 産地では・・・・一個と各産地毎に求められるような、客観的な検定結果から 産地の

原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率

を求めて産地を同定する。今回分析した遺物は、千歳市中央 に位置するオルイカ 遺跡出土の黒

曜石製遺物 個で、産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギ 分散型蛍光 分析

装置によって元素分析を行う。分析元素は 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

の 元素をそれぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の

比を取り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、 、 、 、 、

、 、 、 の比量を産地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産

地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に黒

曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図 に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつく

されている。元素組成によってこれら原石を分類し表 に示す。この原石群に原石産地は不明の遺物

で作った遺物群を加えると 個の原石群になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地

について記述すると、白滝地域の原産地は北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方 の採石場の赤

石山の露頭、鹿砦東方約 の幌加沢地点、また白土沢・八号沢などより転礫として黒曜石が採取で

きる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝第 群）にまとまる。また、あじさ

いの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい群を作った（旧白

滝第 群）、また、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似る

が石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中で ％は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両

群を区別できず、残りの ％は赤石山群に一致する。置戸地域産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水

の沢林道より採取された原石の元素組成は置戸・所山群にまとまり、また同町の秋田林道で採取され

る原石は置戸山群にまとまる。留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される原石はケショマップ第

および第 群に分類される。また、白滝地域・ケショマップ・置戸地域産原石は湧別川および常呂川

に通じる流域にあり、両河川の流域で黒曜石の円礫が採取され、湧別川下流域から採取した黒曜石円

礫 個の組成分類結果を表 に示し、中ノ島・北見大橋間の常呂川から採取した 個の円礫の中には、

独特の組成の原石も見られ、新しい原石群を追加し分類結果を表 に示した。十勝三股産原石は、北

海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、この原石の元素

組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能

性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似してい

る。また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相

互に近似している。これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でこの遺

物の原石産地がたとえ十勝三股群に同定されたとしても、これら十勝三股・音更川・十勝川・サンケ

オルベ川の複数の地点を考えなければならない。しかしこの複数の産地をまとめて十勝地域としても、

古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。また、清水町・新得町・鹿追町にか
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けて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から 個の美蔓原石群が作られた。この原石は産地近傍の遺

跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の

円礫が採集される。これらを組成で分類すると ％は名寄第一群に、また ％は名寄第二群にそれぞ

れなる。旭川市の近文台、台場、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、

％が近文台第一群、 ％が近文台第二群、 ％が近文台第三群それぞれ分類され、台場の砂礫採取

場からは近文台諸群に一致するもの以外に、黒・灰色系円礫も見られ、台場第 ・ 群を作った。ま

た滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約 ％が滝川群にまとまり、

％が近文台第二・三群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜町恵袋別川培本社

からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜

石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成

が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道

余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。ここの原石には少球果の列が

何層にも重なり、石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第 群を、また球果の非常に少な

い握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第 群を作った。これら第 ・ 群の元素組成は非常に似

ていて、遺物を分析したときしばしば赤井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組

成によって豊泉第 ・ 群の 群に区別され、豊泉第 群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。

豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。また、青森県教育庁の斉藤

岳氏提供の奥尻島幌内川産黒曜石の原石群が確立されている。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里

長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、この出来島群と相互に似た組成の原石は、

岩木山の西側を流れ鯵ケ沢地区に流入する中村川の上流で 点採取され、また青森市の鶴ケ坂および

西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およ

びこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群を、また八森山産出の原石で八森山群をそ

れぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は、青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第

二群である。戸門第一群・成田群・浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は、赤井川

産原石の第 、 群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門・大釈迦産黒曜石の産

出量は非常に少なく、希に石鏃が作れる大きさがみられる程度であるが、鷹森群は鷹森山麓の成田地

区産出の黒曜石で中には 大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石につ

いても原石群を作った。産地分析は、日本・近隣国を含めた産地の合計 個の原石群と比較し、必

要条件と十分条件を求めて遺物の原石産地を同定する。

結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器・石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜石製

の石器で水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影響

を受けやすいと考えられる。 、 の両軽元素比量を除いて産地分析を行った場合、また除

かずに産地分析を行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量につい

ても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはやや不確実さを伴う

が、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。また安山岩製の遺物は白っぽく表面が風化して

いるために、アルミナ粉末を風化面に吹き付け、新鮮面を出して分析している。

今回分析したオルイカ 遺跡出土黒曜石製遺物の分析結果を表 に示した。石器の分析結果から石
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材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため

の一変量だけを考えると、表 の試料番号 番の遺物では の値は で、赤石山

群の［平均値］ ［標準偏差値］は、 である。遺物と原石群の差を標準偏差値（ ）を

基準にして考えると遺物は原石群から 離れている。ところで赤石山原産地から 個の原石を

採ってきて分析すると、平均値から のずれより大きいものが 個ある。すなわち、この遺物

が赤石山群の原石から作られていたと仮定しても、 以上離れる確率は ％であると言える。だ

から、赤石山群の平均値から しか離れていないときには、この遺物が赤石山群の原石から作ら

れたものでないとは到底言い切れない。ところがこの遺物を赤井川第 群に比較すると、赤井川第

群の平均値からの隔たりは約 である。これを確率の言葉で表現すると、赤井川第 群の原石を採っ

てきて分析したとき、平均値から 以上離れている確率は一千万分の一であると言える。このように、

一千万個に一個しかないような原石をたまたま採取してこの遺物が作られたとは考えられないから、

この遺物は赤井川第 群の原石から作られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまと

めて言うと、 この遺物は赤石山群に ％の確率で帰属され、信頼限界の ％を満たしていることか

ら赤石山産原石が使用されいると同定され、さらに赤井川第 群に十万分の一％の低い確率で帰属さ

れ、信頼限界の ％に満たないことから赤井川第 群の原石でないと同定される 。遺物が一ヵ所の

産地（赤石山産地）と一致したからと言って、例え赤石山群と赤井川第 群の原石は成分が異なって

いても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）

であることから、他の産地に一致しないとは言えない。同種岩石の中での分類である以上、他の産地

にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（赤石山産地）に一致し必要条件を満足したと言っ

ても、一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表 の 個すべての原石群

について行い十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群の原石は使用していないとして消してい

くことにより、はじめて赤石山産地の石材のみが使用されていると判定される。実際は といっ

た唯 つの変量だけでなく前述した つの変量で取り扱うので、変量間の相関を考慮しなければなら

ない。例えば、 原産地の 群で 元素と 元素との間に相関があり の量を計れば、 の量

は分析しなくても分かるようなときは、 群の石材で作られた遺物であれば、 群と比較したとき、

量が一致すれば当然 量も一致するはずである。したがって、もし 量だけが少しずれている

場合には、この試料は 群に属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せる

ようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行うホテリング

の 乗検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する ・ ）。

産地の同定結果は 個の遺物に対して、黒曜石製では 個の推定確率結果が得られている。今回産

地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合

上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に

重要な意味を含んでいる。すなわち白滝・赤石山産原石と判定された遺物に対して、カムチャッカ産

原石とかロシア・北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必

要がないという結果であり、ここでは高い確率で同定された産地のみの結果を表 に記入した。原石

群を作った原石試料は直径 以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析

に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定

値には大きな誤差範囲が含まれ、ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。し

たがって、小さな遺物の産地推定を行ったときに、判定の信頼限界としている ％に達しない確率

を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラ
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ノビスの距離 乗の値を記した。この遺物については、記入された 乗の値が原石群の中で最も

小さな 乗値で、この値が小さい程遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、

推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほぼ間違いないと判断されたものである。白滝地域産黒

曜石の中で、赤石山産原石の割れ面はガラス光沢を持っているが、元素組成が相互に似たあじさい滝・

八号沢・白土沢・幌加沢などの群の原石は、あじさい滝・幌加沢産はガラス光沢を示し、八号沢・白

土沢産は梨肌を示すため、原石産地の判定に梨肌かガラス光沢かを指標に加えた。また赤井川および

十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。これは青森市戸門・鷹森山地区・浪岡町大釈迦より

産出する黒曜石で作られた戸門第一・鷹森山・大釈迦の各群の組成が、赤井川第 ・ 群、十勝三股

群に比較的似ているために、遺物の産地を同定したときに、戸門原産地と赤井川または十勝産地、ま

たこれら ヵ所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。戸門産地の原石が使用された

か否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第 群と第 群に同定される頻度を求め、これを戸門産

地における第 群（ ％）と第 群（ ％）の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定

する。今回分析した遺物の中に全く戸門第 群に帰属される遺物が見られないことから、戸門産地か

らの原石は使用されなかったと推測できる。また浪岡町大釈迦産原石は、非常に小さい原石が多く使

用された可能性は低いと思われる。また、赤井川第 または 群に高確率で同定され、大釈迦・戸門

と十勝産地に同定された確率は赤井川に比べて十分の一 百分の一がほとんどで、オルイカ 遺跡で

は赤井川・十勝産原石が使用されていたと判定した。今回分析したオルイカ 遺跡出土黒曜石遺物

個の中で、赤石山産と赤井川産がそれぞれ ％（ 個）、十勝産と梨肌割れ面の八号沢または白土産・

札幌 遺物群が ％（ 個）それぞれ使用されていた。分析番号 番のフレイクは風化が激しく、

軽元素比（ 、 ）を抜いて同定しても、信頼限界の ％に至る確率を示す原石・遺物群は

見られなかった。赤石山・八号沢群に一致する組成の原石は、白滝地域の赤石山・八号沢地区以外に

湧別川下流域でも原石が採取される。オルイカ 遺跡に、白滝地域産か湧別川下流域産の何れかの産

地から伝播したかを推測するには、多数の遺物を分析して各産地群に同定される頻度を求め、湧別川

採取黒曜石原石の頻度分布と比較して決定される。今回分析した遺物は 個で少なく正確な頻度分布

ではないが、赤石山群に一致するものが八号沢群より多く、湧別川の表 では逆になっていることか

ら、湧別川の原石が使用された可能性は低いと推測され、白滝地域の赤石山・八号沢産地から伝播し

た黒曜石と判定した。遺跡で使用頻度高い原石産地と交流・交易が活発であったと推測すると、今回

の分析で赤石山産原石の使用頻度が高いことから、本遺跡は白滝地域との交流が活発に行われていた

可能性が推測された。
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表 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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表 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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表 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値
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表 平成 年度オルイカ 遺跡出土黒曜石製遺物の原材産地分析結果

図 黒曜石原産地



．オルイカ 遺跡出土金属製品の調査

日鐵テクノリサーチ

．いきさつ

北海道千歳市オルイカ 遺跡から出士した金属製品（ 点）の金属学的調査から、材質ならびに製

法の特徴を探る。

．調査試料

調査に供した試料の一覧表を表 に示した（提供資料から抜粋）。

表 調査試料の一覧

．試料調製法および調査方法

表 に調査試料の分析項目を示した。

表 調査試料の分析項目

調査試料はご指定の箇所を糸鋸で 字に切り出した後、真空下でエポキシ樹脂に埋め込み組織を固

定後、粗研磨は湿式エメリー紙にて、仕上げ研磨はダイヤモンドペーストを用いて行った。非金属介

在物の観察はそのまま、金属組織の観察はナイタール腐食液（ ％硝酸エタノール液）にて組織を現

出し、光学顕微鏡にて観察した。

鉱物相の判定には 線マイクロアナライザー（ ）を用い、以下の方法により行った。

によって得られた 線強度値（ 秒当りのカウント数）と標準試料の 線強度値（ ）

とから、 補正を施した後、その鉱物相の組成を半定量値として表した。以下に調査に使用した

装置を示した。

マクロ組織観察 投影器 （ 型 日本光学製）

ミクロ組織観察 金属顕微鏡 （ 型 日本光学製）

鉱物相の同定 線マイクロアナライザー （ 型 日本電子製）
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成分分析用試料（試料 ）は固着している錆を取り除き、エタノール中にて超音波洗浄を行い

乾燥後、含有する微量元素について 法に準拠した方法にて行った。

．調査結果

． 試料 刀子

写真 に外観および断面マクロ・ミクロ組織を、表 に成分分析値を示した。長さ ・幅

の かみそり の形状を示す刀子である。錆化が進んでおり、表面の一部は黄褐色を呈する水酸化鉄

に変質している。写真 に断面マクロ組織を、 に断面ミクロ組織を示した。中央部には

幅が約 程の銅成分を主体とする領域（符号 、 程は錆化している（符号 ））と、その外側

に厚さ 前後の鉄錆が覆っている（恐らく、元は薄い鉄板であったと忠われる）。また、中央部の

銅部分に挟まれたように木質（符号 ）が存在し複雑な構造を呈している。鉄錆と銅の界面は人為的

に細工されたと思われる明瞭な境界が観察される。表 の成分分析および図 の 分析結果か

ら、銅部分は燐を若干含む金属銅と同定された。また、外側の鉄錆層中には金属鉄が残存しており（写

真 ）、燐以外の微量元素は検出されなかった（表 ）。以上の結果、この遺物は鉄材と銅材を巧

みに組み合わせた器具と思われるが、本調査試料からは全容を把握することは出来なかった。

． 試料 鉤状

写真 に外観と断面マクロ・ミクロ組織を、表 に成分分析値および図 と表 に非金属介在物の

分析結果を示した。全長約 ・太さ約 の鉤状で一部が折損している。茶褐色の錆で覆

われているが金属質はよく残存している。写真 はエッチング後の断面マクロ組織を示したもの

である。オルイカ 遺跡の試料 の鉤状とよく似たマクロ構造を示す。写真 にはミクロ

金属組織を示した。 の外周に近い領域（写真 の の部分）はパーライト主体で一部にフェラ

イトが存在する組織で、炭素量は約 ％と推測される。また、 の中央部はフェライトで炭素量が

％以下の軟らかい鋼であった。

一方、写真 は金属鉄中に存在する非金属介在物を示した。細かく細長く伸びた非金属介

在物が存在し、よく鍛造されたことが判る。構成鉱物は ％のチタン分を含むウスタイトが主成分

である。

本遺物は、オルイカ 遺跡の試料 の鉤状と比較し炭素濃度および非金属介在物中のチタン濃

度に若干の違いはあるものの、マクロ的にはほぼ同質のものと考えられる。

． 試料 鉤状

写真 に外観および断面マクロ・ミクロ組織を、表 に成分分析値および図 と表 に 分

析結果を示した。全長約 ・厚さ約 の鉤状をした遺物で、錆化がかなり進んでいる。写真

はエッチング後の断面マクロ組織を示したものである。膨張した錆と内側は級密な錆で覆われてい

るが、金属鉄もかなり残存している。写真 には断面の金属組織を示した。 はフェライト

主体で若干のパーライトが存在する組織で、推定炭素量は約 ％である。また、 はフェライト組

織で炭素量が ％以下の軟らかい鋼とからなっていた。これは、前述したオルイカ 遺跡の試料

， 鉤状と同様の組織構造を示すものである。

写真 は金属鉄中に存在する非金属介在物を示したものである。オルイカ 遺跡の試料

、試料 に比べ形状も不揃いで、存在する鉱物相も微細である。この鉱物は、ウスタイト・チ
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タン化合物・非質晶珪酸塩からなり、チタン化合物中にはチタン分が ％程含まれていた。明らかに

砂鉄由来のものといえる。したがって、マクロ構造的には前述の鉤状とよく似ているが、素材の始発

原料が異なっていることが判った。

．まとめ

北海道千歳市に位置するオルイカ 遺跡から出土した金属製品類（ 点）の金属学的調査を行った

結果は以下の通りである。

）試料 鉤状は炭素量が若干異なるものの、オルイカ 遺跡の試料 （素材の始発原料は鉄

鉱石あるいは極低チタン砂鉄が始発原料で、炭素量が ％以下の軟らかい鋼と ％の鋼の 種

が使用されていた。）とほぼ同様の素材が使用されており、マクロ構造も同様であった。

）試料 鉤状はオルイカ 遺跡の試料 、試料 とほぼ同様のマクロ構造を有しているが、

始発原料はチタン含有砂鉄と考えられた。

）試料 刀子は、厚さ ほどの銅の外側に 程度の鉄板が巻かれていた。内部には木質が

存在する等、複雑なマクロ構造を有していた。

表 金属質の成分分析結果（単位 重量％）

表 非金属介在物の成分分析結果（単位 重量％）

注） ウスタイト、 チタン化合物、 非晶質珪酸塩
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写真 刀子の外観と断面マクロ・ミクロ
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図 定性分析結果〔試料 オ 〕
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図 定性分析結果〔試料 オ 〕
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写真 鉤状の外観と断面マクロ・ミクロ組織
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図 定性分析結果〔試料 オ 介在物〕
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写真 鉤状の外観と断面マクロ・ミクロ組織
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図 定性分析結果〔試料 オ 介在物 〕
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図 定性分析結果〔試料 オ 介在物 〕



平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡

真
写

品
製
属
金

真
写
過
透
線

）
過
透



．漆器塗膜の成分分析

層中（ 層直上付近）の 区で出土した椀状漆器の塗膜の赤色顔料成分分析を目的に、蛍

光 線分析を当センターの花岡正光（第 調査部第 調査課）が行った。

試料は、漆器胴部に残存していた塗膜の一部（図 ）を採取したものである。現地において不織布

で湿性状態に保存し、分析作業前後 週間程度プラスチック容器内で乾燥させた約 大の塗膜

片である。未処理片の状態で肉眼観察したところ、表面側は光沢のある赤色の塗膜層、裏面側は黒褐

色で、下地材か塑形材が残留しているものとみられる様子が観察できた。表面は平滑であるが、やや

斑点状に凹凸がある。これらは埋土中の土圧により生じたものと思われる。

分析結果は図 のとおりである。これによると水銀（ ）は含まれていない。試料中に含まれる

元素の質量では、鉄（ ）が約 ％、珪素（ ）が約 ％、アルミニウム（ ）約 ％、カルシウ

ム（ ）が約 ％という分析値を示している。また、 あたりの原子濃度では、珪素（ ）が

約 ％、鉄（ ）が約 ％、アルミニウム（ ）が約 ％、カルシウム（ ）が約 ％という分析

値を示しており、積分強度においても上記元素が高い数値を示している。

以上の分析結果から、本遺跡出土の漆器塗膜には、酸化鉄（ベンガラ）を素材とする赤色顔料が利

用されていたものと推定される。なお塗膜層は 層である。

（和泉田）

自然科学的手法による分析・鑑定

図 漆器試料採取範囲
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図 蛍光 線分析結果



まとめ

．オルイカ 遺跡の遺構と遺物

平成 年度調査で発見された遺構は、住居跡 軒、建物跡 棟、土壙 基、 ピット 基、焼土 ヵ

所、土器集中 ヵ所、フレイク集中 ヵ所、旧石器の分布域 ヵ所で、その他に杭列 ヵ所、柱穴

基である。これらの遺構および包含層から出土した遺物の総数は、 点である。この内訳は、土

器 点、石器など 点である。ほかに鉄製品 点、銅製品 点、赤彩漆器 点、獣骨・魚骨・

貝類なども出土している。以下に遺構と遺物などについて整理し、まとめとする。

（ ）遺構

検出された遺構のうち、アイヌ文化期のものと考えられる遺構は、住居跡 軒、建物跡 棟、杭列

ヵ所、柱穴 基、焼土 ヵ所である。同時期の遺構の構築面は 層上面付近と思われ、住居跡に伴

う炉跡、柱穴や小礫の一部は 層上面直下付近で検出された。住居跡はすべて平地住居跡（個々につ

いては 章 で詳述し、関連事項を図 に示した）である。住居跡は東から西にゆる

やかに傾斜する調査区のほぼ全体に分布しているが、標高 付近、同 付近、同 付

近に沿って、 軒ずつ、ほぼ平行するように位置している。住居跡 ・ 以外は出入口を兼ねた

納屋と思われる構造が西側にあり、母屋には掘り込みのある地床炉が中央にある。また屋内には鉄・

銅製品や小礫が散在し、屋外には獣頭蓋骨なども出土している。住居跡 と の間、住居跡 の南側

にはそれぞれ二列の杭列があり、屋内外での生活や儀礼などの様子をうかがわせる検出状態を示して

いる。これらの住居跡群は コタン を形成しているものと思われるが、未調査部分もあり、同時併

存軒数など、コタン としての全体像は未だ不明である。建物跡は、住居跡の近くで 棟（建物跡 ・

）、やや離れて 棟（建物跡 ）が検出されている。 棟とも堀立柱のものである。建物跡 と ・

とでは構造・柱穴の規模などに相違があり、性格を異にする用途が考えられるが判然としない。平

地住居跡と同時期のものであろう。単独で検出された柱穴は、遺構を構成する一部なのか、あるいは

単独で利用されたものの痕跡なのか判然としないが、規模および覆土の堆積状態などから見て、平地

住居跡や建物跡などと同時期のものと思われる。焼土は調査区の西側に多く、 層上面付近で検出さ

れている。明瞭に屋外炉と判断出来るものはない。

縄文時代の遺構は、住居跡 軒、土壙 基、 ピット 基、焼土 ヵ所、土器集中 ヵ所、フレ

イク集中 ヵ所である。住居跡は調査区の東側、標高 付近で 軒検出されている。縄文時代中

期中葉の時期の竪穴住居跡である。約 程が現代撹乱により削平されており全体像は不明であるが、

本柱で掘り込みのある地床炉を備えた住居跡で、主柱穴が 基あることから見て建て替えが行われ

ているようである。三角形土製品が ヵ所でまとまって出土している。土壙 ・ ・ は、調査区の

中央部、標高 付近の等高線に沿うように位置している。性格・用途などは不明である。土壙

は、遺物が壙底面に貼り付くように出土し、周辺でフレイク・チップが多く出土している。 ピッ

トは、調査区の中央部付近で検出されている。長軸 前後、短軸 前後、深さ の

小型のもので、 以外は丸味のある 字状に並んでいる。覆土の堆積状態、壙底・壁の凹凸が激

しい状態などから見て、土壙も含めて木の根痕や風倒木痕の可能性も否定できない。土壙 は出土遺

物などから縄文時代中期のものと思われるが、他の土壙・ ピットの時期は周辺包含層出土の遺物な

どから見て、縄文時代中 後期のものと思われる。土器集中やフレイク集中は調査区のほぼ中央部付

近にあり、出土遺物からみて縄文時代中期のものと思われる。中には焼土がすぐ傍にあるものもあり、
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土壙 を含め、一時期生活の場として利用されていたものと思われる。焼土は 層中で検出されてい

る。ほぼ つの集中域があり、検出層位などから判断して、縄文時代中 後期に形成されたものであ

ろう。集中域と検出層位から、ゆるやかな新旧関係も見られる。短期間の生活の場として利用された

結果残されたものと考えられる。

旧石器の分布域は大きく二つに分けられ、ブロック ・ として遺構扱いにしている。ブロック

は長径約 、短径約 の不整形の範囲を有するものである。旧石器は 層・ 層・ 層で出土し

ているが、多くは 層中で出土したものである。出土層位が乱れているのは、風倒木痕の影響が主な

原因と思われる。ブロック はブロック の北西約 付近にあり、未調査部分に広がるようである。

出土状況などはブロック と同じであるが、出土点数はわずかであった。

（ ）遺物

土器は、縄文時代早期から続縄文時代のものが出土している。遺構出土点数は 点、包含層出

土点数は 点で、縄文時代中期と晩期の土器が圧倒的に多い。中期では萩ヶ岡 式 式（天神

山式）の画期を含む微妙な時期が主体を占めている。貼付隆帯に押引文で装飾される点が共通してい

るが、口唇が肥厚し三角形状になるものが多いことから、萩ヶ岡 式とした。続く柏木川式と明確に

判断できる土器がなく、北筒式が多く出土している。萩ヶ岡 式の胎土や色調と類似するものも多い

ことから、北筒式としたものは萩ヶ岡 式からあまり時期をおかないものと考えられる。

縄文時代中期の特徴的な遺物として三角形土製品が出土している（図 に関連事項を掲載）。

竪穴住居跡 と包含層から 点出土した。竪穴住居跡 では柱穴周辺と壁際でかたまって合計 点出

土している。 層中で出土したものはまとまった出土状態ではない。これらは大きさ 前後の画

一的なもので、すべて 群 類の土器片の外面を低い円錐状になるようにすりおろしている。

晩期ではタンネトウ 式（あるいはママチ 類）が目立つが、赤彩土器片も含めて大洞 式の影響

を受けた土器も見られる。また の上下から出土しているが、型式的に大きな差はなかった。

石器は剥片石器群 点、磨製石器群 点、礫石器群 点、旧石器 点が出土している。剥片

石器群では石鏃、石槍、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパーなどが出土しており、石鏃、 フ

レイクが多い。またフレイク・チップが全体の約 ％以上を占めている。石材では黒曜石、頁岩、珪

質頁岩が多く、中でも黒曜石が大半を占めている。磨製石器群は石斧で、石材は緑色泥岩が主である。

礫石器群では、すり石・たたき石・台石・石皿・砥石などが出土しており、礫・礫片が約 ％以上を

占めている。石材は安山岩・砂岩が多く、泥岩・珪岩などがある。なお平地住居跡に伴う小礫が 点

出土している。長さ 前後、幅 前後の長楕円形状のもので、表面平滑のものが多い。石材

は珪岩？・砂岩・泥岩・安山岩・メノウ・チャートなどがあり、珪岩・砂岩・泥岩が多い。

黒曜石原石は、調査区北寄りの 区の 層（ 直下）で部分的に表出していたが、

層上層付近に 点並べて置かれていたものと思われる。長さ 、幅 、重さ

で、断面は台形状である。遺構に伴うものでなく、出土状態から見て意図的に置かれていたも

のと思われる。周辺包含層出土の遺物などから見て、縄文時代晩期のものと思われる。他遺跡出土の

黒曜石原石に比べると本遺跡のものはきわめて大型である。また側面や端部の原石面や剥離面の状態

は、原産地（白滝か）から採取した際に運びやすいように調整したものとも考えられ、運び込まれた

ままの状態即ち利用する前の状態を示しているようである（図 に関連事項を掲載）。

旧石器は、二つのブロックで 点、包含層から 点出土している（図 に関連図あり）。

細石刃核・削器・掻器・彫器・剥片などが出土しているが、表 のとおり、剥片が全体の約 ％を

占めている。石材は茶色味を帯びた黒曜石が大半で、他に頁岩や珪質頁岩がわずかに見られる。
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金属製品は、刀子や鎌の一部、鈎状のものなど、製品の一部や小型のものが出土した。点数はそれ

ほど多くないが、銅や木質を含んだ複雑な構造をもつものが見られた。

動物遺存体は、その多くがアイヌ文化期の平地住居跡の炉をフローテーション処理して得たもので、

シカ科とサケ科が多く出土している。特にサケ科を主体とした魚骨が多く、盛んに消費していたこと

が伺える。また植物種子も同様にフローテーション処理して得たもので、ヒシ属・ブドウ科などの種

子のほかアワ・ヒエ属などの穀類の種子が多数検出された。イネも検出されており、和人との交易な

どによって得られたものかという課題がある。

オルイカ 遺跡の調査は次年度以降にも予定されている。今回の調査結果を踏まえ、より精緻な調

査と総合的な追求をしてほしい、と念願している。 （和泉田）

三角形土製品の分布

東北地方と北海道南部 石狩低地帯に分布し、縄文時代中期半ばから後期前半にかけた時期に属す

る。谷岡氏が集成（図 ）した後 年が経過しており、東北地方北部や北海道南部地域を中心に

新たに出土した遺跡が増えている。 （阿部）
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． チセ について

前述の通り、オルイカ 遺跡では 軒のアイヌ文化期の平地住居、つまり チセ が検出された。

ここではその構造の特徴や一部の遺物についてもう少し触れてみる。

まずオルイカ 遺跡での特徴として、 コタン （ 軒でもコタンという）が分かりやすく検出

された、ということが挙げられる。これは調査上の特徴であるが、小規模であること、 層に続縄文

や擦文など他の時期の遺構がなく、アイヌ文化期の遺構のみが存在したこと、平地住居跡同士や建物

跡との重複がほとんどみられないことによるものである。 一方、 調査区内では墓域が検出されな

かったことも挙げられ、やや離れた位置にあるものと思われる。

次に、 アイヌ文化に関する記録（ 蝦夷島奇観 ・ 蝦夷生計図説 ・ 蝦夷紀行 ほか）に見られ

るような チセ の構造に非常に類似している、ということが挙げられる。特に、おおむね東西を長

軸としている、炉や柱穴の配置が同様である、納屋や棚などに相当する付属施設の構造をもつものが

あるなどの点が特徴的である。ただし、 チセ の規模が必ずしも同様でないことがあげられる。

居住人数などにより異なっているものと考えられるが、特に平地住居跡 の大きさが目に付く。

アイヌ文化では、日が昇る東側を神が宿る方位として非常に重要視していることが言われており、

建物の配置や構造に大きく反映している。住居に関する研究などによれば（知里 ほか）、チセは

東西を長軸とし、南側（西側の例も多い）に出入り口とし、母屋の西寄りに炉 アペオイ を設け、

東側に上座、そして神が宿る窓 ロルンプヤル があり、その屋外には祭壇 イナウサン がある、

という典型化した例が示されている（図 ）。オルイカ 遺跡で検出された チセ は、平地住

居跡 を除いておおむね東西を長軸としている（図 ）。特に平地住居跡 では、東西正方位に

長軸をもっている。東側屋外で出土した儀礼的意味合いが想定されるシカの頭蓋骨も含めて、図

で示された配置や構造に非常に良く似ている。

また、内部構造についても類似するところがある。平地住居跡 には炉の傍に太い柱穴が検出され

たが、 蝦夷島奇観 によれば（図 ）炉の

傍に灯明台とみられる杭状の材が刺さっており、

これに相当する杭穴と考えられる。また平地住居

跡 ・ には壁を構成する柱穴のラインに平行し

て内側に小規模な柱穴が並んでいる部分がある。

これはやはり 蝦夷島奇観 によれば（図 ）、

祭壇や寝床などを設けるための補助的な柱穴に相

当するものと思われる。

ちなみに 蝦夷島奇観 は 年ころに描かれ

樽前 降灰年代以降のものであるが、オルイカ

遺跡のものは、このような構造に近い平地住居が

以前にも営まれていたという一つの例である。

出土遺物のうち平滑な楕円体の礫については、

長さ 、幅 前後に大きさが整っている

ものが多い（図 ）。やはり意図的に大きさ

をそろえて集められており、編物の際の錘石など

の用途が考えられる。
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図 アイヌ文化期の遺構の長軸方位

図 チセ に関する記録例



平地住居跡や建物跡についての言及は、平取町イルエカシ遺跡の調査を基にした豊原煕司氏による

研究がある（ 第 節 イルエカシ遺跡検出の集落址について イルエカシ遺跡 ）。同町二風谷遺跡

や千歳市末広遺跡などのデータを含めて、アイヌ文化に関する記録を十分に用いて立地や建物の構造、

集落の廃絶などについて検討している。また近年では北海道開拓記念館において 北の文化交流史研

究事業 が企画され、その中で小林孝二氏が住居に関する検証と成立過程の考察を行っている（小林

）。多くの資料を検討し、住居・建物の配置や構造などに多様性があることを強調している。

近年、千歳市および恵庭市においてはアイヌ文化期の遺構群が多数検出されている（ 章参照）。

千歳市では、末広遺跡、ユカンボシ ・ ・ の各遺跡、オサツ 遺跡・梅川 遺跡などで多

数の建物跡や墓が検出されている。恵庭市カリンバ 遺跡では大小さまざまな平地住居跡・建物跡が

棟以上検出されている。またカリンバ 遺跡でも 本柱の建物跡が検出されている。今後、こうし

た遺跡の成果を踏まえて、オルイカ 遺跡で検出した遺構群を検討する必要があるものと考える。

．角柱状の黒曜石原石について

前述のとおり、オルイカ 遺跡では を超える大型の黒曜石原石が出土した。他の遺跡の出土

例を見ながらその性格についての課題に少し触れてみたい。

主に土壙墓に納められた黒曜石原石の例を図 に掲載した（千歳市周辺遺跡）。なお棒状原石

については、近年では木村英明氏が言及し、遺跡名を列挙している（木村 ）。

〔千歳市ママチ遺跡〕 一部にベンガラの敷かれた土壙墓の壙底に、縄文晩期後葉の台付鉢などとと

もに長さ 程の棒状原石が納められている。表面はほぼ原石面のままである。また包含層におい

ても、棒状原石がややまとまって出土する地点がある。

〔千歳市梅川 遺跡〕 オルイカ 遺跡から の位置にある。土壙の内外から 前後の棒状

原石が出土している。側縁が剥離しているものがやや多くみられる。

〔栗山町鳩山遺跡第 地点〕 ベンガラの敷かれた土壙墓の壙底に長さ 程の扁平な棒状原石が

納められている。中央部付近が細くなっている。

〔余市町栄町 遺跡〕 今回オルイカ 遺跡で出土した黒曜石原石に類似する角柱状原石が土壙墓の

中から出土している。大きさは 程で、長さの違いはあるものの、ザラついた原石面がほぼ全

面に残り、一端のみに大きな剥離がある点などが共通している。

このほかオルイカ 遺跡に近い遺跡では、美々 遺跡やキウス 遺跡で住居跡や包含層から出土し

ている例もあるが、全体的に小型で針状のものが含まれている。また棒状原石の産出地である白滝に

比較的近い遺跡として北見市中ノ島遺跡・上川郡東川町幌倉沼・芦別市滝里遺跡群（安井・ ・ ・

・ 遺跡）がある。特に滝里遺跡群では、小型でやや不定形な棒状原石が散在してみられる。

以上のような棒状原石の産出地は、そのほとんどが白滝赤石山の露頭であるとみられ（原産地分析

の結果が示されたものも多い）、オルイカ 遺跡のも同産地の可能性がある。また時期は他の多くの

ものと同様に、縄文晩期とみられる。特に晩期後葉において馬追丘陵南部で遺構が濃密な遺跡はキウ

ス 遺跡で、さらに北にはタンネトー遺跡、南には梅川 遺跡などがある。今回の出土資料はこれら

の集落から離れた地点で、しかも土壙墓に副葬品として収められたものでもないと判断できる状態で

出土しており、また群を抜いた大きさである。七飯町聖山遺跡でみられるような、集落から離れた地

点での儀礼的な遺棄行為に通じる要素があったのかもしれないが、十分な検討が必要である。
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図 黒曜石原石出土例



．旧石器遺物について

（ ）オルイカ 遺跡出土の旧石器の特徴

出土範囲・層位の特徴 ブロック では約 の範囲から旧石器が出土しているが、南側と北

側にそれぞれ東西にまとまった部分がある。その中では、東側の標高のやや高い側で恵庭 降下軽石

風化ローム層（ 層）の上位から少数の石器・剥片が出土し、西側の標高のやや低い側で黒色土層お

よび漸移層（ ・ 層）から細石刃核を含む多くの石器・剥片が出土している。低い側に流れた可能

性があり、凍上現象のほか風倒木や縄文時代の遺構の掘上などの影響も考えられる。また南北の石器

組成では、北側に細石刃核や大型の削器が多く見られ、南側に細石刃や削器が多数出土するなど若干

の差異がみられるが、石器の形態から共伴関係にあると捉えられる。ブロック は小規模・少数でロー

ム層出土の遺物がなく、 ブロック と称するに困難であるが、北東側に広がる見込みがある。

遺物の内容と石材の特徴

〔細石刃と細石刃核〕札滑型細石刃核 点が出土した。スキー状スポールなど製作工程を示す遺物が

接合していないことから、石核あるいは細石刃核などの石器が持ち込まれたと考えられる。遺跡内で

は、さらに再加工して石器を得ようとした跡が顕著に見られる。

細石刃は 点確認した。出土した細石刃核から剥離されたとみられるものがわずかに含まれてい

るが、多くは遺跡内にはない他の細石刃核から剥離されたものとみられる。完形品があるほか、装着

痕と考えられる擦痕や二次調整痕が観察できるものも含まれ、実際に使用されていたものも含まれて

いるとみられる。

〔彫器・掻器・削器〕彫器は、周縁に調整が施され左斜刃の彫刀面をもついわゆる荒屋型は珪質頁岩・

メノウ質頁岩が石材である。掻器も頁岩製が多い。これらの製作の跡を示す剥片類はほとんど出土せ

ず、製品の状態で遺跡内に持ち込まれたと考えられる。黒曜石製の石器、特に削器の多くは、両面調

整体から剥離されたやや大型の調整剥片が素材と考えられる。

〔剥片類〕総数 点あまりであるが、チップのほか大型の剥片類が目立つ。特に茶色味の強い 黒

曜石 には、同一母岩から剥離されたと見られるものが多く含まれている。また剥片類の中には、

磨耗していない原石面が残るものも多く含まれている。原石を遺跡内に持ち込み、両面調整体などの

石器製作を行っていたことが伺える。

石材は全体的に、白滝・赤石山産とみられる茶色味の強い黒曜石が主体である。また、一部赤味の

強いもの、黒を主体として茶色が混ざるもの、透明部分が見られるものなど、少なくとも 種類の母

岩が認められる。白滝産以外とみられる黒曜石は少数であるが、青みがかった縞状の筋が入る細石刃

が十勝三股産であることが分かった（ 章 ）。

年代測定

ブロック の南側のまとまりから出土した小さな炭化物の年代測定の結果、 の年

代が得られた。これは札滑型細石刃核が出土した他の遺跡で得られた結果に相応する数値である。

白滝産黒曜石の細石刃核やブランクを遺跡内に持ち込み、石器製作が小規模に行われていたことが

伺える。繰り返しになるが、石器（細石刃核など）の機能を失った段階で、さらに加工を加えて他の

石器を製作しようとした痕跡も見られる。ブロック の性格としては、このような小規模な石器製作、

特に二次調整・再加工の場であったと考えられる。
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図 オルイカ 遺跡出土の旧石器一覧



（ ）他の遺跡・黒曜石原産地との関係

オルイカ 遺跡で出土した細石刃核は札滑型

である。千歳市周辺はもとより、道央部では初

の出土とみられる 。同地域は湧別技法伝播の

一波及地として地理的に重要な位置にあるもの

と思われる。札滑型細石刃核の位置付けについ

て十分な検討ができなかったが、周辺遺跡出土

の細石刃核と、札滑型細石刃核や関連する遺物

が出土した つの遺跡について少し触れておく。

〔千歳市周辺の遺跡〕（図 ）

オショロッコ型・峠下型・蘭越型があり、こ

のうち恵庭 降下軽石層より下位から出土した

ものは柏台 遺跡の蘭越型のみである（美利河型関連遺物も出土している）。オショロッコ型細石刃

核の点数が目立つが、これはオサツ 遺跡で 点余りが出土していることによる。なおオサツ 遺

跡とメボシ川 遺跡では、オショロッコ型と峠下型の細石刃核があるが、それぞれ別のブロックから

出土したものである。細石刃核に伴う石器組成は彫器・掻器のほか、祝梅三角山遺跡（上層）では有

舌尖頭器・局部磨製石斧、メボシ川 遺跡では有茎尖頭器・斧形石器、オサツ 遺跡で尖頭器、その

ほか多くの遺跡から石刃が出土している。千歳市周辺の他の遺跡では、オルイカ 遺跡の石器組成に

はみられない石器が多く出土している。

〔帯広市暁遺跡〕（オルイカ 遺跡から直線距離で約 ）

特に第 地点では、札滑型・広郷型・峠下型の細石刃核を含むスポットが検出されている。札滑型

単独のスポット（ ）があるほか、札滑型と広郷型（スポット ）、札滑型と峠下型の細石刃核が同じ

スポット（ ・ ）から出土しており、またそれぞれ同型細石刃核から剥離されたとみられる細石刃が

同スポットから多数出土している。水和層測定やフィッショントラック法による年代値からは、峠下

型が時間幅をもちその中の古い段階に札滑型・広郷型が属する数値が得られているが、担当者は 一

概には肯定できない としている。特にスポット でみられるように、札滑型と峠下型に果たして 共

時性 があったのかが課題であるとしている（ 帯広・暁遺跡 ）。またスポットの性格として、

細石刃生産の場 （ ・ ・ ・ ）、 石器や石核素材などの製作・生産の場 （ ・ ）、 石器の二次調

整の場 （ ・ ・ ）が考えられ、 総じて石器製作・生産に関する作業空間と認識 されている。

〔函館市石川 遺跡〕（オルイカ 遺跡から直線距離で約 ）

細石刃剥離の行われた残核は 点のみが出土し、美利河技法や湧別技法の両者の特徴があるもので

ある。ただしほかのブランク・剥片の接合資料の中には、札滑型のものが含まれている。良質な頁岩

の産地に近いことから、石器群の多くは頁岩およびメノウ質頁岩製である。オルイカ 遺跡出土のも

のに非常に良く似た両面調整石器が一つのブロック（ ）から複数出土している。石器ブロック

の性格として、居住空間が想定できるブロック（ ・ ・ ）、二次的な道具を使用する作業場（ ・

・ ）・尖頭器・縦長剥片などの石器製作の作業場（ ）が想定されている。

以上の点を踏まえると、オルイカ 遺跡では、石器製作、居住空間などの場のあり方、黒曜石の運

搬・消費行動、他の遺跡との関係を含めた年代観などさまざまな課題がある。オルイカ 遺跡内での

状況については、今後の調査でさらなる検討を行う必要がある。 （阿部）

美利河技法は湧別技法とは独立した技法である（寺崎 ）との認識に基づく
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図 千歳市周辺の遺跡出土の細石刃核
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図 札滑型細石刃核関連遺跡（ ） 帯広市暁遺跡
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図 札滑型細石刃核関連遺跡（ ） 函館市石川 遺跡



自然科学的分析・鑑定から

オルイカ 遺跡から出土した遺物や遺跡の環境について多角的に捉えるため、自然科学的な手法に

よる分析・鑑定を他の機関や個人に依頼した。その分野は年代測定、植物相の探求、特殊な遺物の材

質の分析、産地分析である。それらの成果について簡単にまとめておく。

（ ） 年代測定

アイヌ文化期の遺構の構築年代の手がかりを得るため、炭化材 点の試料の年代測定を依頼した。

平地住居跡 ・ ・ の炉に含まれていた炭化材（試料番号 ・ ・ ）や 層上位出土

の炭化材（ ）の分析結果によれば、 以上の幅をもった約 年

前の前後にわたっている。なお平地住居跡の炉から出土した炭化材は、混入物ではなく確実に炉に伴

うと観察されたものである。平地住居跡の炉が の直下、あるいは 層を少し掘り下げた位置で

検出されたため、当初 降下年代（ 年）に近い数値が出るものと思われたが、想定よりは

ややさかのぼった年代が得られた。現在（ 年）からさかのぼって約 年前（ 世紀後半

世紀前半）に平地住居跡や周辺遺構が形成されたと推定される。

から出土した炭化材の試料（ ）では、 の数値が得られ、西

暦 年ころの続縄文時代に相当する。当初は炭化材が の降下（約 年前）により埋

没した樹木と考え、それに相当する年代が得られるものと思われたが、 層からの混入物である可能

性が高くなった。また焼土自体も 中からの検出であり、付近の風倒木などによる撹乱を受けて

いるものと思われる。

層（ローム層）の旧石器ブロック の範囲内から出土した炭化材（ ・ ）では、

、 という大きくかけ離れた数値が得られた。前者は縄文時代後期後半（堂

林式期のころ）に相当し、当時の木根が 層に貫入したものと考えられる。このことが 層に旧

石器遺物が出土する原因に関連があるものと思われる。ちなみに同時期の土器は出土しておらず、当

時の遺跡周辺は木々が林立する環境であった可能性がある。後者の数値は 降下年代（約

前）の後期旧石器時代に相当し、出土した旧石器に伴うものであるならば、札滑型細石刃核を含む石

器群の年代の手がかりを示す良好なデータとなり得る。また、峠下型やオショロッコ型などの細石刃

核を含む石器群が出土している他の遺跡との年代的関係について考察する上で有効なデータである。

（ ）炭化材の樹種同定

上記年代測定の試料と同様に、アイヌ文化期の平地住居跡の炉の中や 層上位から出土した炭化材、

層ローム中から出土した炭化材の樹種同定を依頼した。アイヌ文化期では、落葉広葉樹であるコナ

ラ属コナラ亜属コナラ節やキハダ、ニレ属が使用されたという結果である。遺跡周辺に繁茂する比較

的硬質な材を選択的に燃料材として利用していることが考えられている。 層の炭化材は上記年代測

定で旧石器時代の数値が得られているもので、針葉樹のモミ属という結果が出た。当時の寒冷な気候

において亜寒帯性針葉樹が繁茂していたと考えられ、遺跡周辺に生育していたこれらの樹木を利用し

た可能性が高いということである。

（ ）植物種子同定

アイヌ文化期の平地住居跡の炉や周辺の焼土、そして縄文時代の竪穴住居跡の炉や他の焼土の土壌

についてフローテーション作業を行った。多量の炭化種子を回収し同定を依頼した。その結果は、当

該期の他遺跡の例と同様に、まずアワ・ヒエ属などの栽培植物が多出している。ただし、オオムギ・

コムギ、特にキビがみられず、栽培植物が選択されている可能性があるという。また、イネが同定さ
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れていることも特徴的である。和人との交易などで得られたものかは明確には判断できないが、ふぞ

ろいであることから、現地で栽培されていた可能性も否定できないという。また穀物がデンプン化し

たとみられる炭化物がやや多量に同定されている。これらは屋外にて乾燥後に炉付近でさらに乾燥さ

せた際に炉に混入した可能性や、カムイノミなど炉を中心に行われた儀礼的行為において炉に入り込

んだことも考えられる。そのほかヒシ属・マタタビ属・タラノキ属などの植物種子がやや多く検出さ

れている。特にヒシ属の多出は、何らかの儀礼的意味合いを含めて検討が必要である。

（ ）金属製品の分析

アイヌ文化期の平地住居跡から出土した金属製品の成分分析を依頼した。平地住居跡 ・ から出

土した鉤状の鉄製品は、始発原料は若干異なるものの同様の構造を示し、炭素量の異なる 種類の鋼

が用いられているとのことであった。また平地住居跡 から出土した刀子は、銅・鉄・木質などが存

在し、複雑な構造を示している事がわかった。銅片は平地住居跡 や からも出土しており、

このような構造をもった金属製品がほかにもあった可能性がある。

オルイカ 遺跡ではこのような金属製品の製作の跡を示すような遺構・遺物は残されておらず、他

所から運ばれたものと考えられる。

（ ）黒曜石製遺物の原材産地分析

縄文時代に属すると見られる石器では、肉眼観察では礫面に流理の線と粒がみられ赤井川産と推定

できる黒曜石製遺物が群を抜いて多かった。また旧石器時代に属すると見られる石器では茶色の混じ

る白滝産と推定できる黒曜石がほとんどであった。これらの黒曜石の一部のほか、それ以外の特徴の

ある黒曜石製遺物を含めて分析を依頼した。その結果、縄文時代の石器はやはり赤井川産地が多かっ

たが、 点のみ白滝赤石山産の結果が出た。少ないながらも赤井川以外の原産地から石材を入手して

いるものとみられる。旧石器遺物では、まず茶色を含む石材が細石刃核を含めて白滝赤石山産である

可能性が高いことが確かめられた（分析番号 ・ ）。そして黒色の黒曜石では、被熱のため

不明であるものや他の産地と見られるものがある。特に分析試料の細石刃は青みがかった縞状の筋が

入るもので、十勝三股産の可能性が高いという結果が出た（分析番号 ）。白滝地域からの交流の

経由地で含まれたものか、あるいは白滝とは別のルートで運び込まれたものかという点について考察

するには、更なる出土例を待たなければならない。

（ ）漆器塗膜の分析

漆製品（塗膜のみ）の成分分析を当センターで行った。肉眼観察では、過去の縄文時代後期 晩期

の赤彩遺物の分析例などから、ベンガラが塗布されているものと想定された。さらに水銀朱が塗布さ

れているかどうかということが注目する点であった。

結果は水銀が含まれておらず、酸化鉄（ベンガラ）が突出していた。また塗膜層は 層で、複雑な

構造を示していないものの、ていねいに塗られているようである。

（阿部）

まとめ
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（財）北海道埋蔵文化財センター（ ） 千歳市オサツ 遺跡（ ） 北埋調報

千歳市教育委員会（ ） 末広遺跡における考古学的調査 千歳市文化財調査報告

北海道文化財保護協会（ ） 千歳市オサツ 遺跡（ ）

（財）北海道埋蔵文化財センター（ ） 千歳市キウス 遺跡（ ） 北埋調報

（財）北海道埋蔵文化財センター（ ） 千歳市キウス 遺跡（ ） 北埋調報

（財）北海道埋蔵文化財センター（ ） 千歳市キウス 遺跡（ ） 地区・ 地区 北埋調報

（財）北海道埋蔵文化財センター（ ） 千歳市キウス 遺跡（ ） 北埋調報

（財）北海道埋蔵文化財センター（ ） 恵庭市ユカンボシ 遺跡 北埋調報

北海道文化財保護協会（ ） 千歳市オサツ 遺跡（ ）

恵庭市教育委員会（ ） カリンバ 遺跡第 ・ ・ 地点

苫小牧市埋蔵文化財センター（ ） 柏原 ・ニナルカ・静川 ・ 遺跡

（財）北海道埋蔵文化財センター（ ） 千歳市キウス 遺跡（ ） 北埋調報

恵庭市教育委員会（ ） カリンバ 遺跡

（財）北海道埋蔵文化財センター（ ） 千歳市柏台 遺跡 北埋調報

（財）北海道埋蔵文化財センター（ ） 白滝遺跡群 北埋調報

（財）北海道埋蔵文化財センター（ ） 千歳市キウス 遺跡（ ） 北埋調報

（財）北海道埋蔵文化財センター（ ） 白老町虎杖浜 遺跡 北埋調報

（財）北海道埋蔵文化財センター（ ） 千歳市チプニー 遺跡・チプニー 遺跡 北埋調報

千歳市教育委員会（ ）ユカンボシ 遺跡 オサツ 遺跡における考古学的調査 千歳市文化財調査報告

千歳市教育委員会（ ） 梅川 遺跡における考古学的調査 千歳市文化財調査報告

まとめ



（ ）論文・報文

札幌西高校郷土研究部（ ） 長沼町幌内タンネトウ遺跡略報 郷土の科学

栗山町教育委員会（ ） 栗山町の文化財

大場利夫・石川徹（ ） 千歳遺跡 千歳市教育委員会

中田幹雄・森田知忠・赤松守雄・山田悟郎（ ） 恵庭火山灰層下より産出の黒耀石製フレークについて

第四紀研究

野村崇（ ） 長沼町幌内タンネトウ遺跡の発掘調査

寺崎康史（ ） 北海道細石刃石器群理解への一試論 先史考古学論集 第 集

小林孝二（ ） アイヌ民族の住居（チセ）に関する研究 ─近世・近代アイヌ民族の住居に関する検証とその成

立過程に関する考察─ 北の文化交流史研究事業 研究報告

吉田邦夫（ ） 放射性炭素年代 道具からの脱却 日本考古学協会第 回総会研究発表要旨

木村英明（ ） 北海道地域における黒曜石研究の展望 黒耀石文化研究 創刊号

（ ）単行本・その他

吉良哲明（ ） 原色日本貝類図鑑 保育社

蒲原稔治（ ） 続原色日本魚類図鑑 保育社

（ ） 秦檍麿自筆 蝦夷島奇観 雄峰社

永田方正（ ） 北海道蝦夷語地名解 草風館

潮見 浩（ ） 図解 技術の考古学 有斐閣選書

小林達雄 編（ ） 縄文土器大観 後期 晩期 続縄文 小学館

アイヌ民族博物館（ ） アイヌ文化の基礎知識 草風館

落合 明（ ） 魚類解剖大図鑑 緑書房

国立歴史民俗博物館（ ） 漆文化─縄文・弥生時代─

日本第四紀学会（ ） 第四紀露頭集─日本のテクラ

（財）北海道埋蔵文化財センター（ ） 美々・美沢 新千歳空港の遺構と遺物

旧石器文化談話会（ ） 旧石器考古学辞典 学生社

大沼克彦（ ） 文化としての石器づくり 学生社

平成 年度 千歳市オルイカ 遺跡



． 層上面完掘全景（ ）

． 層上面完掘風景（ ）

図版 調査区全景



．北西壁メインセクション（北側 ）

．作業風景（ 層 ）

．北西壁セクション（ 付近 ）

．作業風景（ 層 ）

．作業風景（旧石器調査 ） ．作業風景（焼土半截・ 層上面 ）

図版 土層断面・作業風景



．作業風景（ 周辺柱穴検出 ） ．炭化材検出状況（ 層 ）

．土器出土状況（ 層 ） ．フロテーション作業風景（ ）

．土壙・ ピット群完掘（ ）

図版 完掘・作業風景



．平地住居跡 （ ）完掘風景（ ）

．平地住居跡 （ ）完掘風景（ ）

．骨片・鉄製品出土状況（ ） ．鉄製品出土状況（ ）

図版 平地住居跡 の調査



． セクション（ ） ． セクション（ ） ． セクション（ ）

． 完掘（ ） ． 完掘（ ） ． 完掘（ ） ． 完掘（ ）

．平地住居跡 （ ）完掘（ ）

．平地住居跡 （ ）完掘（ ）

図版 平地住居跡 ・ の調査



．鉄製品出土状況（ ） ．鉄製品出土状況（ ）

と銅製品出土状況（ ）

． 礫出土状況（ ） ．銅製品出土状況（ ）

セクション（ ） セクション（ ） セクション（ ） セクション（ ）

セクション（ ） セクション（ ） セクション（ ） ・ セクション（ ）

図版 平地住居跡 の調査



完掘（ ） 完掘（ ） 完掘（ ） 完掘（ ）

．平地住居跡 （ ）完掘（ ）

セクション（ ） 完掘（ ） セクション（ ） 完掘（ ）

図 平地住居跡 ・ の調査



．平地住居跡 （ ）完掘（ ）

． 完掘（ ）

．礫出土状況（ ） ． 完掘（ ）

図版 平地住居跡 の調査



．平地住居跡 （ ）完掘（ ）

．焼土と礫出土状況（ ） セクション（ ）

． ・ 完掘（ ） 完掘（ ） 完掘（ ）

図版 平地住居跡 の調査



．平地住居跡 （ ）柱穴検出状況（ ）

．柱穴完堀（ ） ．柱穴検出（ ）

セクション（ ） セクション（ ） セクション（ ） セクション（ ）

図版 平地住居跡 の調査



セクション（ ） セクション（ ） セクション（ ） セクション（ ）

完掘（ ） 完掘（ ） 完掘（ ）

．平地住居跡 （ ）柱穴完掘（ ）

図版 平地住居跡 ・ の調査



．柱穴検出状況（ ） ． ・ と周辺礫出土状況（ ）

．鉄製品出土状況（ ） ．魚骨出土状況（ ）（ ）

． セクション（ ） ． セクション（ ） ． セクション（ ） ． セクション（ ）

． 完掘（ ） ． 完掘（ ） ． 完掘（ ）

図版 平地住居跡 の調査



．建物跡 柱穴完掘（ ）

．建物跡 セクション（ ） ．建物跡 セクション（ ） ．建物跡 セクション（ ） ．建物跡 セクション（ ）

．建物跡 セクション（ ） ．建物跡 セクション（ ） ．建物跡 セクション（ ） ．建物跡 完掘（ ）

図版 建物跡 の調査



．建物跡 完掘（ ） ．建物跡 完掘（ ） ．建物跡 完掘（ ） ．建物跡 完掘（ ）

．建物跡 検出状況（ ）

．建物跡 セクション（ ） ．建物跡 セクション（ ） ．建物跡 セクション（ ） ．建物跡 セクション（ ）

図版 建物跡 ・ の調査



．建物跡 完掘（ ） ．建物跡 完掘（ ） ．建物跡 完掘（ ） ．建物跡 完掘（ ）

．建物跡 検出（ ）

．建物跡 セクション（ ） ．建物跡 セクション（ ） ．建物跡 完掘（ ） ．建物跡 完掘（ ）

図版 建物跡 ・ の調査



．杭列 ・ 検出（ ）

．杭列 ・ 柱穴完掘（ ） ．杭列 セクション（ ） ．杭列 セクション（ ）

．杭列 セクション（ ） ．杭列 完掘（ ） ．杭列 完掘（ ） ．杭列 セクション（ ）

図版 杭列 ・ の調査



．杭列 セクション（ ） ．杭列 セクション（ ） ．杭列 完掘（ ） ．杭列 完掘（ ）

．杭列 ・ 検出状況（ ）

．杭列 セクション（ ） ．杭列 セクション（ ） ．杭列 完掘（ ） ．杭列 完掘（ ）

図版 杭列 の調査



．杭列 、杭列 セクション（ ） ．杭列 、杭列 完掘（ ）

． セクション（ ） ． セクション（ ） ． セクション（ ） ． セクション（ ）

． セクション（ ） ． セクション（ ） ． セクション（ ） ． 完掘（ ）

． 完掘（ ） ． 完掘（ ） ． 完掘（ ） ． 完掘（ ）

図版 杭列 ・ の調査



．竪穴住居跡 （ ）完掘（ ）

．竪穴住居跡 セクション（ ）

．竪穴住居跡 遺物出土状況（ ） ．竪穴住居跡 遺物出土状況（ ）

図版 竪穴住居跡 の調査



．竪穴住居跡 遺物出土状況（ ） ．竪穴住居跡 セクション（ ）

．竪穴住居跡 （右） （左）セクション（ ） ．竪穴住居跡 セクション（ ）

．土壙 （ ）遺物出土状況（ ）

．土壙 土器出土状況（ ）

図版 竪穴住居跡 ・土壙 の調査



．土壙 （ ）完堀（ ） ．土壙 （ ）セクション（ ）

．土壙 （ ）完掘（ ） ．土壙 （ ）セクション（ ）

．土壙 （ ）完掘（ ） ．土壙 （ ）セクション（ ）

図版 土壙 の調査



． 完掘（ ） ． 完掘（ ） ． 完掘（ ） ． 完掘（ ）

． セクション（ ） ． セクション（ ） ． セクション（ ） ． セクション（ ）

． 完掘（ ） ． 完掘（ ） ． 完掘（ ） ． 完掘（ ）

． セクション（ ） ． セクション（ ） ． セクション（ ） ． セクション（ ）

図版 ピット の調査



．遺物出土状況（ ）（ ） ．遺物出土状況（ ）（ ）

．遺物出土状況（ ）（ ） ．遺物出土状況（ ）（ ）

．遺物出土状況（ 層 ） ．遺物出土状況（ 層 ）

．垂飾出土状況（ ） ．骨出土状況（ 層 ） ．骨出土状況（ 層 ）

図版 遺物出土状況



．旧石器ブロック （ ）遺物出土状況（ ）

．旧石器ブロック 遺物出土状況（ ） ．旧石器ブロック （ 層）遺物出土状況（ ）

．旧石器ブロック （ ・ 層）（ ） ．旧石器ブロック （ 層）遺物出土状況（ ）

図版 旧石器（ブロック ）の調査（ ）



．掻器出土状況（ ） ．細石刃出土状況（ ） ．削器出土状況（ ）

．細石刃核出土状況（ ） ．削器出土状況（ ） ．削器出土状況（ ）

．細石刃核出土状況（ ） ．石核出土状況（ 層 ） ．細石刃核出土状況（ ）

．彫器出土状況（ ） ．彫器出土状況（ ） ．水晶片出土状況（ ）

図版 旧石器（ブロック ）の調査（ ）



．細石刃核出土状況（ ） ．細石刃出土状況（ ） ．メノウ製彫器（ ）

．頁岩製彫器（ ） ．旧石器出土状況（ ）

．旧石器ブロック（ ）遺物出土状況（ ）

図版 旧石器（ブロック ・ ）の調査



図版 遺構出土の土器（ ）



図版 遺構出土の土器（ ）



図版 包含層出土の土器（ ） ・ 層



図版 包含層出土の土器（ ） 層



図版 包含層出土の土器（ ） ・ 層



図版 包含層出土の土器（ ） ・ 層



図版 包含層出土の土器（ ） ・ 層



図版 遺構出土の石器（ ）



図版 遺構出土の石器（ ）



図版 黒曜石原石（ ）



図版 黒曜石原石（ ）



図版 旧石器（ ）ブロック



図版 旧石器（ ）ブロック



図版 旧石器（ ）ブロック



図版 旧石器（ ）ブロック



図版 旧石器（ ）ブロック



図版 旧石器（ ）ブロック



図版 旧石器（ ）ブロック ほか・包含層出土の石器 層



図版 包含層出土の石器（ ） 層



図版 包含層出土の石器（ ） 層



図版 金属製品



図版 骨角器・獣骨など



図版 貝・魚骨



図版 土器・石器・金属製品

写真図版中の番号は本文挿図の掲載番号と同じ

図版 ・ キャプション

図版 骨角器・獣骨など

．玉

．骨角器 （ ．銛頭、 ．骨角器未製品、 ．矢柄？）

．鹿角 （ ， 切痕あり）

．イヌ科 （ ．右脛骨遠位端、 ．左上腕骨近位、 ．左上顎第 切歯）

・ ．鳥類 （ ．左脛骨遠位端、 ．左中足骨近位端）

．ネズミ科 （ ．上顎切歯、 頸椎、 ．右肩甲骨、 ．尾椎、 ．中足骨）

．シカ科 右踵骨

図版 貝・魚骨

・ ．カワシンジュガイ科 殻皮

．チョウザメ科 鱗板

．コイ科 （ ．左主鰓蓋骨、 ．右角骨、 ．基後頭骨、 ．左方骨、 ．上舌骨、

．左基鰭骨、 ．肩甲骨（ 左、 右）、 ．烏口骨（ ．左、

．右） ）

．サケ科 （ ．右舌顎骨、 ．左上耳骨、 ．右肩甲骨、 ．椎骨）
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